




























































































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「いいよ……見せて、あげる」

　夕日差し込む部室の中、恥はじらう美少女が淫いん靡びに告げてくる。

　片側を結んだ金きん髪ぱつのセミロング。オシャレに着き崩くずした制服。絶ぜつ妙みようなナチュラルメイクで彩いろどられた彼女は、いわゆるギャルという人種だ。

　そんな彼女が今、俺の目の前でゆっくりとスカートの裾すそをたくし上げていく。

　ごくり。

　思わず生なま唾つばを飲み込んだ。

　スカートから覗のぞくのは、すらりと伸のびる白く艶なまめかしい脚あし。

　その肢し体たいの先、純白の布地が視界に映り込み──

「……ちょっと、早くしてくれない？」

　よほど恥ずかしいのか、彼女が顔を真っ赤にしながら急せかしてくる。

　ここはやはり、俺も男として覚かく悟ごを決めなくてはならないだろう。

　さあ、いざ！

　──パシャリ。

「……撮とれたぞ」

　俺は手にしたデジカメで、スカートをたくし上げる目の前のギャルを写真に収める。

　すると、先ほどまでの艶めかしさはどこへやら、彼女はもうすっかり気の抜ぬけた様子で椅い子すに腰こしを下ろした。

「ふぅー、やめやめ。さ、作業に取り掛かからないと」

　俺が手持ち無ぶ沙さ汰たになって棒立ちしていると、彼女がチラと横目で見てくる。

「あ、小こ島じまはもう帰っていいよー、おつかれー」

　そんな呼びかけに俺──小島新あら太たは大きくため息をついた。

　確かにもう俺の役割は済んだわけで、これ以上居座る必要なんてこれっぽっちもない。

　ないんだが……。

「お前さ、いくらなんでも無防備すぎね？　仮にも密室に男と二人きりだぞ」

　もう何度目かになる忠告。けれど、このギャルはくるりと向き直ったかと思うと、ウインク交じりにぺろっと舌を出した。

「あんたにそんな甲か斐い性しようあるわけないじゃん。だいたい、二次専門の童どう貞ていだろっての」

　だから警けい戒かいする必要ナーシ、と軽口を叩たたきながら再び背を向けた。

　確かに俺は度胸も甲斐性も三次元女子に興味もない二次元ヒロイン専門オタクだけど、それでも彼女の警戒心の薄うすさは心配になるレベルだ。

　けれど俺の心配などどこ吹ふく風で、彼女は作業を開始してしまった。

　タッタッ、と彼女が手を動かすたび、液えき晶しようタブレットの画面に滑なめらかな線が描かき込まれていく。そしてその線は、みるみるうちに美少女の姿すがた形かたちを成していく。

　画面の中の美少女は、先ほどまでの創造主と同じように、夕日に照らされた室内で恥じらいながらスカートをたくし上げていた。

　まもなく覗く、至高の布地──『パンツ』が描き込まれる。

　僅わずかな線入れで皺しわを付けてリアルな質感を表現し、エロさ爆ばく発はつな穿はき物と成った。

　それを眺ながめているだけで、興奮のあまり息いき遣づかいが荒あらくなってしまう。

　ちなみに彼女が今描いているのは、いわゆる同人誌用のイラストである。

　彼女は同人誌を制作しており、俺はそれに協力しているのだ。彼女の同人誌への熱意は本物で、俺もそれは認めている。

　ただまあ、作品のためとはいえ、男の俺にパンツを見せるのはどうかと思うけどな。

　俺はそんな彼女に、オタク趣しゆ味みでビッチ──『オタビッチ』、という称しよう号ごうを心の中で勝手に贈おくっている。口に出せば何をされるかわからないので、決して本人には言わないけど。

「ラフ完成～♪」

　彼女が上じよう機き嫌げんにそう言って見せてきた美少女のイラストは、ラフの段階だというのにたまらなくエロ可愛かわいくて。

「うはー、スゲーな！　やっぱ最高だわ、お前のイラスト──てか、げへへ、パンツ」

「へへん♪　ほら、あとは出来てからのお楽しみ！　作業の邪じや魔まだから帰った帰った」

　言われるがまま部室を出ようとしたが、ついイラストの続きが気になって振ふり返った。

　すると、目が合った彼女はからかうように笑った。

「どした？　まだ見足りない？」

「イラストをなっ。──じゃあな！」

　別れの挨あい拶さつは告げたので、今度こそ部室を出ようとしたのだが、

「小島」

　名前を呼ばれて、反射的に振り返る。

　すると、直立した彼女がスカートの裾をたくし上げていて──

「変態」

　その言葉で、ハッと我に返る。

　俺としたことが、その白い穿き物につい見入ってしまった。

　彼女はニッと笑えみを深めると、スカートの裾から手を離はなす。

　それからすぐさま椅子に腰を下ろして作業を再開した。

「……ったく、どっちがだよ。創作を理由にセクハラされるこっちの身にもなれっての」

　俺のそんな言葉にも、彼女は見向きもしない。

　すでに没ぼつ頭とう中。この女はこと創作において自分のワールドに入ったが最後、行き詰づまるまでは帰ってこないのだ。

「聞いちゃいねえ。それじゃ、俺はほんとに帰るからな。鍵かぎを締しめ忘れるなよ」

　当然返答はなく。俺は半ば呆あきれ気味に部室を出て、そのまま校舎を後にする。

　夕焼け空を見上げて、未いまだに現状が夢の一部なのではないかと感じていた。

　あのギャル──綾あや崎さき絵え麻まとの邂かい逅こうは、一週間ほど前に遡さかのぼる。








一章　イマドキギャルは見かけによらない









　五月上じよう旬じゆんの朝。

　俺──小こ島じま新あら太たが二年Ｃ組の教室の戸を開けると、窓まど際ぎわに集まるギャル集団の姿が目に飛び込んでくる。

　何がそんなに面おも白しろいのか、とにかくキャピキャピと騒さわいでいる。

　そのうちの一人はだらしなく床ゆかに座り込んでいるせいで、パンツが丸見えだった。

「レースなんか穿きやがって、このビッチが」

　そんな独り言を呟つぶやいたところで、肩かたをトントンとつつかれた。

「うぉっ!?　──って、お前かよ……」

　振り返った先には見慣れた一人の女子生徒が立っていた。

　黒くろ髪かみショートボブの、小こ柄がらな背せ丈たけの美少女。丸目が特とく徴ちよう的で、愛くるしい小動物みたいな容姿をしている。

　彼女の名前は宮みや瀬せ沙さ弥や。俺とは家がお隣となり同士の、いわゆる幼おさな馴な染じみだ。

「そんなに驚おどろかなくてもいいのに。これ、忘れていったから届けにきたんだよ」

　そう言って差し出してきたのは、数学の宿題用ノート。

　どうやら昨日こいつの家で一いつ緒しよにやったものを、そのまま置き忘れてしまっていたらしい。

「わざわざ持ってきてくれたのかよ、お前クラス違ちがうのに。ま、助かるけどさ」

「えへへ。あっくんのクラス、一限から数学だから困るかなと思って」

　そう言えばそうだった。こいつが俺のクラスの時間割まで覚えていることに驚きだが。

　ありがたく受け取ると、沙弥はなぜだかモジモジとしていた。

「どうした？　トイレか？」

「もぉう、違うよ！　その、あっくんは新しいクラスに慣れたかなって思って」

　新しいクラスに慣れたかどうか。答えはイエス。すでに俺の立ち位置は確立している。

　進級してから一ヶ月。連休を挟はさんだとはいえ、人間関係はすっかり固まっている頃ころ合あいだ。そんな中で、俺は『ぼっち』としての地位を確立していた。

　まあでも、それほど悪いクラスではないと思う。俺はイジメも受けていないし。

　連休が明けて数日が経たった今でも、特にその辺りに変化はないだろう。

　そう思って、教室に視線を向ける。

　教室はいつもと変わらず騒がしい。談だん笑しようする者や、屋内でも構わずにサッカーボールを転がす者、そして窓際に集まるパンツ丸見えのギャル連中──

　そこで気付く。

『あの女』がいないことに。

　俺が最も嫌けん悪おするギャル共のリーダーである、『あの女』が。

「──ごめんっ、そこ通してもらってい？」

　そのとき、そう声をかけられ、沙弥の後ろに女子生徒が立っていることに気が付いた。

　片側を結んだ金髪のセミロング。雪のように白い肌はだ。愛あい嬌きよう満点の大きな瞳ひとみに整った鼻び梁りよう。その芸能人ばりの派手な顔立ちと、すらっと華きや奢しやながら出るところの出た抜ばつ群ぐんのプロポーションも相まって、誰だれもが羨うらやむカリスマ女子高生。

　綾あや崎さき絵え麻ま。

　オシャレに着崩した制服と、絶妙なナチュラルメイクで彩られた彼女はギャルという人種に当てはまるわけだが。他の連中とは違い、不潔だとかは一いつ切さい感じさせない。

　彼女こそが、俺の嫌悪するギャル集団のリーダー格であり、スクールカーストの頂点に立つ存在──『あの女』である。

　沙弥が道を譲ゆずると、綾崎絵麻はにこやかに微笑ほほえみかけ、

「さんきゅ、宮瀬さん」

　軽快に告げるなり、俺たちの横を通り過ぎて教室に入っていく。

　すれ違いざまに甘い香かおりがして、どうしてだか鼓こ動どうが強く脈打ち始める。

　綾崎はキャピキャピ騒いでいたギャル連中と挨拶を交かわし、すぐさま輪に加わる。そんな様子を見ていたら、またもや沙弥に肩をつつかれた。

「ん、なんだ？」

「綾崎さん、やっぱり美人で可愛いね～。だからってあっくん、じーっと見すぎだよ？」

「お前なんか勘かん違ちがいしてるだろ……。てか俺、三次元に興味ないし」

　中学のときにちょっとばかしリア充じゆう連中といざこざがあって以来、俺はそういった連中とは出来る限り関わらないようにしている。まあ、一種のトラウマ案件というやつだ。

　その代わりと言ってはなんだが、俺は二次元の女子には興きよう味み津しん々しんだ。

　スマホを取り出し、壁かべ紙がみにしている美少女イラストをうっとり眺めていると、沙弥がひょこっと覗のぞき込んできた。

「その絵って、あっくんが尊敬している人が描いたものだよね。えっと、ア、ア、アンコ──」

「『アヤエ』、な。『アヤエ』さん。俺の崇すう拝はいする神絵師だ。いいかげん覚えろよな」

　俺が『アヤエ』さんのことを知ったのは中二のとき。ピクシブで見つけて以来、あの方が描く美び麗れいイラストに心を奪うばわれ続けている。俺の灰色の日常に潤うるおいをくれる、まさに神のごとき存在だ。

　にしても沙弥のやつ、アンコって……頭文字しか合ってねえ。大方、今朝はあんぱんを食べたとかそんなところだろう。

「えへへ、そうだったね。それじゃあ、わたしはそろそろ行くね」

「おう、気をつけてな」

「うんっ、転ばないように前見て歩くね～」

　そういう意味じゃないんだが。嫌いやな奴やつとか、嫌がらせとか、他人の悪意とか……全部同じ意味だが、まあ沙弥は人気者だし、その辺りは俺が気にすることでもないか。

　ひょこひょこと小動物のように歩いていく沙弥を見送ってから、窓際最後列の隣にある自分の席に着く。

　窓際最後列は綾崎絵麻の席だ。よって、休み時間は毎回騒そう音おんに悩なやまされているわけで。

　隣に座る綾崎をチラと横目で見て、直感で思った。

　派手なパンツを穿いてそうだな、と。




　　　　◇




　迎むかえた放課後。

　俺は日直だったため、自分の席で日誌を書いていたのだが。

「あんさー、えまっち今日ヒマー？」

「あー、ごめん。今日予定あってさ」

　一人のギャルが綾崎の席にやってきて話し始めた。

　こいつらギャルって連中は一度話し始めると長いんだよな、団地のおばさん方みたいに……なんて思いながらシャーペンを動かしている間も、奴らは大声で会話を続ける。

「えー、カラオケ行こーぜー。連休恋こいしくてさぁ～」

「パスー。チカってば、昨日フリーしたじゃん。それに連休終わったばっかだし」

「ん、えまっちからいつもと違う匂においがするんですケド。なに使ってんのー？」

「あ、気付いた？　アナスイのスイドリームスに変えてさー」

「え～、なになにぃ～？　香こう水すいの話ぃ～？　ユリも混ぜてぇ～」

　また一人増えやがった。一いち人にん称しように自分の名前を使うゆるふわギャルが。俺こいつが一番苦手なんだよな。この語ご尾びを伸のばした甘ったるい猫ねこ撫なで声を聞くだけで、中学時代に陰かげから俺を「キモオタ（笑）」と罵ののしった奴らのことを思い出して、無む性しように腹が立ってくる。

　それにしても、人が仕事中だってのに気の利きかない奴らだな……と思って視線を向けたら、綾崎と目が合った。他のギャル共もつられてこちらを向く。

　まずい、と思って視線を逸そらしたものの、時すでに遅おそし。

「うっわ、パンジマが今こっち見てたんだけど！　マジウケるー！」

　チカと呼ばれたギャルが小声（のつもりだが聞こえている）でそう言って、ユリ（名字は忘れた）がクスクスと笑い声を漏もらす。

　ちなみに『パンジマ』というのは俺のあだ名だ。体育の着き替がえ中、パンチラヒロインがプリントされたインナーシャツをうっかり見られてしまったことから付いた蔑べつ称しように近いものである。

「うわー、ユリ的にあーゆうのマジで無理なんですけどぉ～。ね、エマっち」

「え？　ああ、まあ」

　くそ、これだから三次元は嫌なんだ。人が日直日誌を書いている最中に騒いでいるそっちにも非はあるだろうに、鬱うつ陶とうしいことこの上ないぜ。

「てかあいつ、この前もキモいＴシャツ着てたらしくてさ」

「それって、キャラクターがプリントされてるってやつ？」

「そーそー、男子達が騒いでてさ。なんかギャルっぽい女の絵で、自分からスカートめくってパンツ見せてるらしいよ。体育の着替え中に見たんだって。マジキモすぎっしょー」

「それ本ほん間まくんがインスタ上げ損そこねたって言ってたぁ～。てゆうか、実はエマっちとか狙ねらってたりしてぇ～、ってヤバ！　ユリすごいことに気付いちゃったかもぉ！」

「うっわ、それマジウケるー。わかりみー」

「もぉう、無いってば。飛ひ躍やくしすぎー」

　本当にこいつらギャル共の会話は他人を平気で傷付けやがるな。

　てか全然ウケねえし、すごいのはユリって奴の頭の残念さだけだわ。それと、語尾に意味不明な「み」を付けてる奴も鬱陶しいから帰ってくれ。

　それにしても、オタクへの偏へん見けん──というか、地味でいかにもなオタクへの偏見は相変わらずだよな。まあ、ヒロインのパンチラＴシャツを着ていた俺のせいでもあるんだが。

　自分で言うのもなんだが、俺は根っからのオタクだ。別に隠かくすつもりもオープンにするつもりもないごく普ふ通つうのオタクで、好きなジャンルは主にギャルゲー全ぜん般ぱんである。

　その中でも特に好ましいのは『パンツ』関連のものだ。

　三度の飯よりヒロインのパンツ、と言ってもいいほど重度な自覚はある。沙弥があまりうちに来なくなったのも、部屋の二次嫁よめたちのパンチラ（グッズ）のせいだろう。

　ちなみに、パンチラヒロインがプリントされたＴシャツは今も着ている。それも特にお気に入りの、『アヤエ』さん作の物を（もちろん、本人から許可は頂いている）。ここでこいつらに見せつけてやったら教室から出ていってくれるだろうか。……いや、いいネタにされるだけか。

　俺がそんなことを考えながら、日誌の感想欄らんに『今日も周りが騒がしかった。チネ』と書き殴なぐっていると、

「パンツ、ね」

　綾崎が何やら感かん慨がい深そうに呟いた。気のせいか、俺の胸むな元もとを見つめて。そんなに凝ぎよう視しされても今はブレザーを着ているし、ネクタイもつけているから見えないぞ。

　それから結局、奴らが教室を出て行ったのは俺が日誌を書き終えた頃ころだった。

　苛いら立だちと落らく胆たんを胸中に燻くすぶらせながら、俺も教室を後にする。

　職員室に入り、『ぞえちゃん』という愛あい称しようで親しまれている担任女性教師の川かわ添ぞえ先生（眼鏡のアラサー独身）に日誌を提出したところで、

「確かに受け取りました。それと、ついでと言ってはなんですが、漫まん画が研究部の部室に届け物をしてくれませんか？　この古本なんですが」

　そう言った川添先生の足元には、紐ひもで括くくられた見るからに古い漫画の山があった。

　まずい、面めん倒どう事ごとを押し付けるつもりだな。だってこれ、どう見たって置き場所に困ったやつだし。図書室にも置けないレベルの年代物だろ。下手すりゃ先生の私物まである。

「い、いや～、俺、実はこのあと用事がありまして……」

「そうですか。まあ、私も漫画研究部の顧こ問もんとして、たまには部室に顔を出して部員の活動を指導しないといけないですしね」

「うぐっ…………あの、やっぱり俺が持っていきます」

「そうですか、助かります。ではお願いしますね」

　川添先生はにこやかにそう言った。

　なぜ俺がこんな面倒事をわざわざ引き受けたのか。

　それは俺が漫まん研けんの部員だからだ。漫研は全員入部制となっているうちの学校の穴場──いわゆる幽ゆう霊れい部員の溜たまり場となっていて、活動している部員などろくにいない。当然、俺も部室には最初に挨あい拶さつしに行った覚えしかない。

　そんな穴場が廃はい部ぶにならずに済んでいるのは、見み逃のがしてくれている顧問・川添先生のおかげである（単に本人が楽をしたいだけかもしれないが）。よって、その顧問のご機き嫌げん取とりをするのは、一部員としての義務の一つなのだ。

　俺はげんなりした気持ちで古本の山を両手に抱かかえ、文化棟とうという建物の三階突つき当たりにある部室へ向かう。

　夕日が差し込む廊ろう下かの先、漫研の部室の前に到とう着ちやくした頃にはうっすら汗あせを搔かいていた。古本を床ゆかに置いてから一応鍵かぎを確かく認にんしたが、やはり施せ錠じようされている。

　当然だ。部室の鍵は借りられていなかったし、ましてや放課後に活動している部員がいるはずもない。

　そもそも漫研の部室は広くもないし、窓が一つで風通しも悪ければ、壁かべ際ぎわに並ぶ本ほん棚だなは古本オンリー、中央に長テーブルが一台あるだけの質素な空間だ。現在所属している部員の数は二ふた桁けたに届いているらしいし、全員がちゃんと活動していれば、こんな部室一つで足りるはずがないんだよな……などと思いながら、借りてきた鍵で開かい錠じようする。

　それから何の気なしに扉とびらを開けたのだが、

　──ふぁさっ。

　次の瞬しゆん間かん、俺は絶句していた。

　視界に映るは宙を舞まう『パンツ』。

　それも一枚や二枚じゃない。花はな吹雪ふぶきのごとく舞い落ちる無数の穿はき物は、全すべてが女物。丁てい寧ねいに言い換かえるならば『おパンティ』だった。

　そんな数多あまたのおパンティに囲まれるのは、床に座り込んだ一人の女子生徒。

　見覚えのある派手めな彼女は、頭上を舞うパンツを気に留めることもなく、何やら液えき晶しようタブレットに必死で描かき進めていた。

　そいつは──綾崎絵麻だった。

「あ」

　こちらに気付いた綾崎が声を漏らしたタイミングで、頭に一枚のパンツが被かぶさった。

　フリルのあしらわれたピンクのレース。私物だとしたら良い趣しゆ味みをしている。似合うかどうかは別として。

　互たがいに無言が続き、時が止まったような感覚に囚とらわれる。

　だが、本来は脚あしを出す箇か所しよから覗くその瞳ひとみは、確かに俺を捉とらえていた。

　自然と後あと退ずさりする俺。立ち上がる綾崎。

　綾崎は液タブをテーブルに置いてから、頭の被り物（おパンツ）を丁寧に取る。

　現状は限りなく異常だ。頭の中では何も理解出来ていないが、考えても答えは出ない気がする。その代わりに、本能的な何かが即そく座ざにこの場から逃にげろと告げている。

　だがすでに、綾崎から鋭するどく睨にらみ付けられているせいで動けそうもない。さながら蛇へびに睨まれた蛙かえるの気分だ。

　弱った獲え物ものを仕留めるかのごとく、綾崎は視線を外さぬままつかつかと近付いてきて、

　──グイッ。

「うッ!?」

　ネクタイを摑つかんで引っ張られ、強制的に綾崎との距きよ離りが目と鼻の先となる。

　てか近い！　近い近い！　なんだよこの状じよう況きよう！

　いや、落ち着け。こういうときこそ冷静に、頭を働かせて状況判断だ。

　まずは現状確認。俺の目の前には綾崎絵麻──忌いむべきリア充じゆうギャルがいる。

　にしてもこの女、顔だけは妙みように整っていやがる。とはいえ、こちらを見つめるその視線は少なくとも好意的なものではない。よって、俺も自身の本能に従って睨み返す。

　すると、綾崎は思いのほか簡単に視線を逸らし、そのまま俺の胸元辺りを見つめ──

「──ッ！」

　そのとき、なぜだか綾崎は驚おどろいた様子で目を見開いた。かと思えば、すぐさま再び睨み付けてくる。

「な、なんだよ」

　俺が威い嚇かくするように声を絞しぼり出すも、綾崎は怯ひるむことなく、今度は視線も逸らさない。

「あんた」

「ひゃいっ!?」

　素すっ頓とん狂きような声を上げた俺に構わず、綾崎は言葉を続ける。

「同じクラスの小島、よね。どうしてここに？」

　あちらさんとしては普通に尋たずねているつもりなのかもしれないが、俺からすればカツアゲされている気分だ。正直、怖こわい。若じやつ干かんちびりそうだ。

　何せ、教室でキャピキャピ談だん笑しようしているときとは声のトーンが違ちがう。すごい迫はく力りよくだ。

　とにかく逃げろ、こいつはやばい、パンツまみれのギャルなんて異常過ぎる。──そう頭では理解しているのに、相手が忌むべきギャルだからか対たい抗こう意識も生まれていた。

　俺は漫研の部員だ。そして、顧問の頼たのみを引き受けてここにいるのだ──と。

「お、俺はここの部員だからな、部室に顔を出して何が悪い。それに今日は、顧問に頼まれた物を置きに寄っただけだ」

「顧問に頼まれた、ねぇ……てかあんた幽霊部員じゃん。今まで部室で見たことないし」

　確かに俺は、正しよう真しん正しよう銘めいの幽霊部員だけどさ。

　けどじゃあ、お前はなんなんだよ。漫研の部室でパンツに囲まれるギャルとか、意味わかんねえぞ。

「そ、それはそうだけど……お前の方こそ、どうしてここにいるんだよ。まさか、真っ当に部活動をしていたなんて言わないよな？」
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　パンツまみれの件については触ふれない方が良い気がしたので、あえて訊きかないでおく。

　綾崎はようやく俺のネクタイから手を離はなし、一歩ぶん距離を取った。

「あ、あたしも一応、部員だし……放課後はたまに活動してるっていうか……そのために、合あい鍵かぎも作ったくらいだし……」

　綾崎は急に動どう揺ようし始めた。そんなに漫研の部員であることが後ろめたいってか。

　というか、放課後に活動してるってマジかよ。しかも合鍵を作るほど熱心というのは、普ふ段だんのこいつのイメージからするとしっくりこない。部室を私物化して不良の巣そう窟くつにしている、とかの方がまだ納なつ得とくがいくぞ。

「にしても、活動ねえ……」

　俺が床に散らばるパンツを見み遣やると、気付いた綾崎はそれらをすぐさまかき集めた。

　今のうちに部室を出ようとしたところで、

「待って」

　呼び止められて、反射的に動きを止めてしまう。

　おそるおそる振ふり返ると、床に散らばっていたパンツはすでに見る影かげもなくなっていた。そして綾崎はというと、液タブを手にして立っていた。あれは確か最新機種で、値段もそこらのとは桁が違ったような気がする。

「……ずいぶん良いのを使ってるんだな」

　つい感想を言っちまった。綾崎は一瞬だけきょとんとしたかと思えば、すぐさまニヤリと不敵な笑えみを浮うかべる。

「あたし、道具には妥だ協きようしないタチなの。で、あんたはこれがなんなのかわかるってことよね？」

「そりゃ、液タブくらい知ってるだろ。というかそれ、お前の私物なのかよ」

「とーぜん。自腹で買った相棒よ」

　綾崎は誇ほこらしげに液タブを抱えてみせた。意外と様になっている。

「で、そんなもんを見せつけるためだけに俺を呼び止めたのか。地味オタの俺にまで自じ慢まんするとか、承認欲求の塊かたまりか、極度のかまってちゃんかよ」

「はぁ。ちょっと待ってなさい」

　割と棘とげを持たせて言ったつもりだが、綾崎は気にする素そ振ぶりも見せない。そして液タブにサラサラと何かを描き始めた。

　慣れた手付きだ。立ちながらだというのに、やはり様になっている。そのせいか、すでにもう彼女がどんなものを描いているのか気になっている自分がいる。

　なんて感心していたんだが、

「えへっ」

「ん？　な、なんだ？」

「えへへへへ……」

　綾崎は作業に没ぼつ頭とうしていたかと思えば、いきなり笑い出したのだ。はっきり言って、超ちよう怖こわいんですが。

　その顔はとろんと蕩とろけていて、とてもじゃないが他人ひと様さまに見せられるものじゃない。ニヤついた口元からはよだれまで垂らして、表情だけですでに十八禁指定が入ってもおかしくないほどだ。

「お、おい、綾崎……？」

「うへ、うへ、うへへへへへ……ッ」

「ひぃっ!?」

　いきなり変な笑い声を出すものだから、つい悲鳴を上げちまった。なんなんだよ一体、もう超ちよう絶ぜつ怖いんですが！

　それからしばらくの間、綾崎はペンを走らせながらニヤついていたが、何かを描き終わるのと同時に大きくため息をついた。

「ほい」

　正気に戻もどったらしい綾崎が液タブの画面を見せてくる。

　そこには、漫まん画がらしきものが描いてあった。ラフスケッチだが、俺好みの美少女が躍やく動どう的に描かれている。……はっきり言って上手うまい。上手すぎる。完全にプロレベルだ。

　それに、イラストタッチがどことなく『アヤエ』さんに似ている気がする。さすがに同一人物なんてことはないだろうが。

　描かれているキャラクターには見覚えがある。『キミカノ』という学園モノのギャルゲーに登場する優等生ヒロイン・天あま辻つじミカサだ。ひらりとスカートが翻ひるがえり、パンチラ状態で恥はじらうその姿は、否いや応おうなしに目を釘くぎ付づけにする。

　鼻息荒あらくしばらく眺ながめてから、ふと嫌いやな視線を感じたので顔を上げると、目の前にはドヤ顔を浮かべる綾崎の姿があった。

「……これ、お前がさっき描いたやつか？」

「そうよ」

「えっと、あのさ、ちょっと訊いていいか？」

「何？」

「お前って、もしかして漫画家志望なのか？　これってキミカノの天辻ミカサだよな？　相当上手いけど、もしかしてプロだったりするのか？」

　綾崎は俺の問いには答えず、何やら考え込んでいる。

　この反応は、当たりってことだろうか。

　綾崎はずっと黙だまっているので、こちらから切り出すことにする。

「いやな、漫まん研けんに入ってて絵を描いてるから、てっきりそうなのかと思ってさ」

「まあ確かに、描いたのはキミカノのミカサちゃんだけど」

「やっぱりか！　まさか綾崎がキミカノをプレイしていたとはな～。ちなみに俺の嫁よめは八はち咲さき舞まい──舞たんな。後こう輩はいキャラで、クールなのに家庭的なところとかたまんないぜ。何より、パンチラと見せかけてのあの名シーンには唸うなったもんだ！」

　──と、つい語り出してしまった。俺の悪い癖くせだ。綾崎だってオタク趣味があるとはいえ、リア充なギャルだ。俺にこんな話を聞かされたらもう、全力でドン引きしていることだろう……。

　なんて思ったのだが、綾崎は真しん剣けんな様子で向き直ってきた。

「あんたさ……あたしがもし『同人誌』とか描いてたら、変だと思う？」

「えっ、綾崎って『同人誌』描いてるのか!?」

　綾崎はまずったとばかりに顔を両手で覆おおった。

「だっ、だからっ、もしもの話！　いいから答えて！」

「……いや、別に変ではないだろ。まあ同人誌って言ってもどんなジャンルかとか、内容もろくに知らないし、そもそも評価なんて出来ないけどさ」

　すると、綾崎は何か思うところがあったのか、じーっとこちらを見つめてくる。

「な、なんだよ」

「……まあ、あんたって見るからにオタクだしね」

「お前だってオタクだろうが……」

「あたしは違うし」

「何が違うんだよ」

　綾崎は腕うでを組んで仁に王おう立だちし、

「あたしは隠かくれオタだもん」

　そう、ドヤ顔で言った。

　俺がただ呆ぼう然ぜんとしたまま反応に困っていると、綾崎はごほんと咳せき払ばらいをする。

「そこで一つ提案があるのよ」

　人生史上最大級に嫌な予感がしたため、聞く前に即そく座ざにお断りしようとしたのだが。それを制止するかのように、綾崎が人差し指を突つき立てた。

「あたし、実は同人誌を描かいてるんだけどさ、どうしてもイメージが湧わかないシーンがあるんだよね。だからあんた、あたしに協力して」

「は？」

　いきなりこいつは何を言っているんだろう。

　あの画力を見せられて、しかもさっきの下手なごまかしの後だ。今さら同人誌を描いているって事実には驚おどろかない。けど、協力ってなんだ。

「何よ、嫌いやなの？」

「嫌っていうか……なんで俺がそんな面めん倒どうそうなことをしなきゃいけないんだよ」

「だってあんた、あたしの秘密を知ったじゃない」

　無茶苦茶だ。論理が破は綻たんしすぎていてついていけない。

　だけどまあ、ここは努めて冷静に対応するとしよう。

「秘密ってあれか？　お前がパンツまみれになってたことと、なんかやたら絵が上手いこと、それに同人誌を描いているっていう」

「そーそー。ちなみに補足しとくと、あたしがパンツにまみれていたのは、同人誌を描くためのイメージトレーニングの一いつ環かんだから。いわゆる実じつ践せん訓練をしていただけだから。絵描きならみんなやってることよ」

「いや、学校でパンツまみれになる絵描きなんて聞いたことねえよ……」

「と・に・か・く！　そーゆうことだから。わかった？」

　わかった？　って、今の話で納なつ得とくするような奴やつはとんだお人ひと好よしか、頭の中にお花畑が広がってる能天気くらいだ。

　こいつ、典型的なリア充じゆう女だな。他人の話を聞かないくせして、自分の考えを押し付ける。こんな奴とはできる限り関かかわらないのが吉きちだ。

「あのなぁ、俺は誰だれにもお前の秘密を話したりしねえよ。話すメリットがなければ、話す相手もいないしな」

「自分で言ってて悲しくなんないの？」

　綾崎はドン引きした様子で蔑べつ視ししてくる。ちょうど今なってたとこだよ。

　とにかく、俺は言うことは言った。だから早々に立ち去ろうとしたんだが、

「あんた、今帰ったら絶対後こう悔かいすることになるわよ」

　背中に浴びせられた脅おどし文もん句く。

　別に、俺はこいつに何も弱みは握にぎられていないはずだ。それなのに、こいつの言葉からはやけに気き迫はくというか、予言めいた何かを感じさせる圧があった。

　それに、脳のう裏りにはまだ先ほどのラフイラストがちらついている。考えれば考えるほど、俺が大好きな絵師さんのイラストタッチと似ている気がするのだ。

　……くそ、話だけだ。聞いてさよなら。それで終わりだ。

「はぁ、とりあえず話だけは聞くよ。で、協力って言っても、具体的には何をしてほしいんだ？」

「お、ヤル気になってくれたのね。──実はあたし、キミカノの二次創作を描こうと思ってるんだけど、とあるシーンの描びよう写しやが全然思い浮かばないのよ」

「へぇ……」

「でもどうしてもやりたいの。ちなみにあたしの嫁はミカサちゃんね。普ふ段だんは優等生だけど、いろいろと抱かかえているものがあって、最初はだいぶ冷めているの。でも好感度が上がってからは照れたりもしてくれて、頼たよってきたときなんかはもう超ちよう可愛かわいくて──」

　そう語る綾崎は嬉うれしそうに笑ったり、切なそうに落ち込んだり、なんだか表情が忙せわしない。自分の好きなものを語らせると大たい抵ていのオタクはうるさいものだが、彼女はそのテンプレだな。

　キミカノがＰＳ２用ソフトとして発売されたのはだいぶ前になるが、それからアニメ化して、コミカライズやノベライズなどのメディアミックスも幅はば広ひろく展開された人気シリーズだ。最近ではＰＳ４版も発売されたほどである。

　けど、ギャルでクラスカースト最上位の綾崎絵麻の口から『キミカノ』や『嫁』、『二次創作』なんて単語が出ると、今いま更さらだが違い和わ感を覚えずにはいられない。

　だというのに、綾崎は未だに語り続けている。

「──んで、そのとき思ったのよ！　これは天てん啓けいだ！　もう描くしかないって！」

「そうか……」

「ちょっとあんた、ちゃんと聞いてんの？」

　綾崎は机上に腰こしを下ろしてジト目を向けてくる。俺は慌あわてて取り繕つくろう。

「聞いてた聞いてた。お前がキミカノ好きなのは伝わったよ、うん。言わずと知れた名作だし、俺も好きだぜ。ちなみにさっきも言ったけど、俺の嫁は舞たんな」

「そ。まあ、あんたの嫁はどうでもいいんだけど」

　俺も綾崎の嫁トークはどうでもよかったけどな。

「でも悪い、結局お前が俺にどういう協力を求めているのかはわからなかった。もっとわかりやすく教えてくれないか？　シーンが思い浮うかばないって言うならたとえば、街のスナップ写真を撮とってきてほしいとか、中高生男子の行きそうな場所を教えてほしいとか」

　すると、綾崎はなぜだか恥じらうように視線を逸そらした。

「恥ずかしがっているところ悪いんだが、それを聞かないことには始まらないぞ？」

「わ、わかってるわよ！　……その、あのね……あんたに頼たのむのには、それなりの理由があるのよ……」

「だから、その理由をだな──」




「──だってあんた、パンツ好きでしょ!?」




　いきなり大声で叫さけぶものだから、びっくりして尻しり餅もちをついてしまった。

　すると綾崎は俺を見下ろす形で、唇くちびるを半月状に歪ゆがませる。

「だからね、見せてあげるわよ……パンツを」

　言うなり、自らのスカートの裾すそに手をかける。

「お、おい、綾崎さん……？　いや、俺が興味あるのは二次元の女の子のパンツなんですけど……!?」

「知ってるわよ。あんたが歪んだ性せい癖へきの持ち主だってことぐらい、すでにリサーチ済みなんだから」

　ひいぃぃっ！　リサーチなんていつの間に!?

　そうこうしているうちにもスカートはめくり上がっていく！

「そんなあんただから、頼むんじゃない。ギブアンドテイクは成立するわ。あんたにとってはむしろ、テイクの割合の方が大きいくらいよ」

「いやだから、意味がわからないんですけど……！」

　綾崎の動きが止まる。代わりに眉み間けんに皺しわが寄ったかと思えば、苛いら立だたしげにその長い脚あしを組んだ。

「鈍にぶいわね……要は、あたしはパンツモノを描きたいのよ」

「へ？」

　思わず声が裏返った。

　動どう揺ようを隠せない俺に構わず、綾崎はなおも続ける。

「だけど、男の子にパンツを見られたときのヒロインの反応っていうの？　そういうのがイマイチはっきりしないというか……こう、リビドーが滾たぎらないのよ。わかる？」

　綾崎がリビドーって言った。それだけはわかった。

「つまりは、欲求不満なのか？」

「はっ倒たおすわよ？　その上でパン一にして教室につるし上げてやろうかな」

「噓うそです噓です、オタックジョークなので流してくださいごめんなさい」

　本気で脅してくるから本気で謝ってみた。どうやら許してくれたらしい。

「あんたのそのオタックジョーク自体が寒すぎたってのは置いといて、つまりはあたしのミカサちゃんが『ひゃうぅ』ってなるところを描きたいわけ。出来れば、読んだ人たちが絶賛するレベルのハイクオリティで」

　ひゃうぅについても突っ込みたいが、『あたしのミカサちゃん』って言ったぞこいつ。

「だから俺に女のパンツを見ろと。つまりは主人公役を務めろってわけだな」

「そ。やっとわかってくれたみたいね」

「でも、そうなるとミカサ役も必要だろ？　誰かあてでもあるのか？」

「あたしよ」

　すげえドヤ顔だ。

「え……まあ、異論があるわけじゃないけど……一つ、確認しておきたいんだが」

「何よ？」

「あのさ、お前がやろうとしてるのって、その、年ねん齢れい制限有り？　だったらやばくね？」

　綾崎は俺の言葉を咀そ嚼しやくするように考え込んでから、意味を理解したのか瞬しゆん時じに顔を真っ赤に染めた。

「あ、あんた、最っ低！　変態！　色情魔ま！　万年発情男！」

「おい待て！　勘かん違ちがいするなよ！　俺はただ純じゆん粋すいに疑問に思っただけでだな！」

「うっさい変態！　あたしはパンツオンリーでも十分エロかわＭＡＸやばばばばばにできるから！　その先は読者様の想像力にお任せするタイプだからッ！」

　……さいですか。つーか、オタ語なのかギャル語なのかよくわからん混ぜ方すんなよ。

　まあ、パンツだけで十分エロさを出せるという意見には深く同意せざるを得んな。

　そんな風に思っていたら、なぜだか綾崎が虫けらでも見るような視線を向けてきていたので、紳しん士し的な振ふる舞まいを意識して咳払いをする。

「とにかく、だ。内容はわかった。けどな、そんな一方的な用件を吞のめるか。こっちだって暇ひまじゃないんだ」

「ほんとあんたって鈍いわね。だから、あんたにとってテイクの割合が大きいって言ったじゃない。第一、どうせ家に帰ってもネトゲするか漫まん画が読むくらいしかやることないくせに」

「うるさいな……なんなんだよ、そのテイクってのは」

　綾崎はニヤリと笑えみを浮かべ、

「あたしが描かくイラストを直じかで見放題。これほどの好条件はないわ！」

　自信満々に言い放った綾崎。

　しかし、これについては俺も否定できなかった。

　なぜならこいつが俺の予想通りの人物だとすれば、まさしく好条件極きわまりないからだ。

「──お前ってさ、もしかして、『アヤエさん』なのか？」

　俺の問いに対し、綾崎は笑顔のまま頷うなずいた。

　その瞬間、俺は自然と綾崎の手を握っていた。

　奇き跡せきだ。まさか実物のアヤエさんとこうして顔を合わせることができるなんて……感動しないはずがない。この華きや奢しやな手で、指先で、あの美少女達を創造なさっているのか。

　アヤエさんが描くのは主に美少女イラスト。決してパンツモノばかりを描いているというわけではないが、パンツは得意分野で大好きらしい。彼女が描く美少女のイラストは、十八禁でもないのに我がリビドーを熱く滾らせ、エロティシズムと呼ぶべきものを強く揺ゆさぶってきた。

　商業活動はしておらず、あくまで趣しゆ味みの一いつ環かんとして絵を描いているらしいが、その速度とクオリティはアマチュアとは思えないほどであり、俺は密ひそかに布教を進めている。

　そんなお気に入り絵師さんのイラストが直で見放題というのだ。なんなら作業風景を見る機会もあるかもしれない。というか、これは俺も携たずさわれるということなのでは？

　なるほど、確かにこれはテイクの割合が大きい。俺にとっては良い話でしかない。

　そんな風に感動していたのだが、なぜだか目の前の綾崎は顔を真っ赤にして固まっていた。

　なんだ？　どうしたんだ？　キモオタの俺が近くにいるからショートしたのか？

　──と、我に返ったらしい綾崎は俺の手を振り払はらって、ドヤ顔を浮かべた。

「ま、まあ、わかってくれたならいいわ。これで文句はないわよね？」

「ああ！　もちろんだぜ！」

「それはそうよね。（……あんた、あたしのイラストをＴシャツにするくらいだもん）」

「へ？」

　後半はもごもごと言っていたので聞き取れなかった。

　けれどもう一度言ってくれるつもりはないらしく、綾崎は俺をキッと睨にらみ付けると、

「ただし、わかってるとは思うけど、絶対あたしに襲おそいかかったりしないでよね。パンツ見せてあげるってだけでも、テイクの割合が大きすぎるんだから」

「いや、それは心底どうでもいいんだが」

「やっぱり一度シメた方がいいかな？」

「ひえぇっ！　ごめんなさい！　謹つつしんで協力させていただきますぅ！」

　俺の言葉に気を良くしたのか、綾崎は再びドヤ顔になった。

「それと、このことは絶対に他言無用でお願いね。あんたが校内で唯ゆい一いつ仲の良い幼おさな馴な染じみちゃんにもよ。いいわね？」

「お、おう」

　まあ、普段こいつがつるんでいる連中に、パンツモノの同人誌を描いていることがバレるわけにはいかないわな。わざわざ合あい鍵かぎを作ったのも、こうしてひっそり活動していることを他の生徒や教師に勘かん付づかれたくなかったからだろうし。

　それに言われなくても、沙弥にこんなことを言えるかっての。

「さっそく今週末、土曜から作業を始めるから。お披ひ露ろ目め予定のオンリーイベントがもう来月に迫せまってるの。十時に部室に来ること、いいわね？」

「休日にまで学校へ行くのか……」

「何よ、他に最適な場所でもあるの？」

「いや、そう訊きかれると……ないな」

「でしょ。うちにあんたを呼ぶわけにもいかないしね」

「お、おう……」

「それと、はい」

　綾崎がスマホを差し出してくる。

「…………磨みがけってか？」

「は？　今のボケ？　素すだったら相当ヤバいんですけど」

　綾崎の反応と、画面に表示されたＱＲコードからようやくその意図を理解する。

「は、はは、連れん絡らく先の交こう換かんだろ？　せっかくボケたんだから突つっ込めよな」

　本当は連絡先の交換なんてものに長年縁えんが無いせいでその意図に全く気付けなかったわけだが、それを言ったらすごく虚むなしくなる気がしたので、ついごまかしてしまった。

　綾崎がジト目を向けてくる中、なんとかコードを読み取ることに成功する。

　数少ないＬＩＮＥの友達欄らんに『えまちょろ』という名が刻まれた。……変な名前だな。

「あと、普ふ段だんは馴なれ馴れしく話しかけてこないでよね。連れん絡らく事じ項こうも基本はＬＩＮＥで。あんたの協力が必要なときはあたしの方から連絡するから、いつでも反応できるようにしといて」

「要望多すぎだろ……」

「あたしもう帰るけど、一いつ緒しよに校舎を出たら誰だれかに見られるかもだし、あんたも帰るならあたしの五分後に出てよね」

「へいへい」

「それじゃ、またね」

　綾崎は上じよう機き嫌げんにそう言ってから、荷物を手早くまとめて部室を出ていった。

　俺は言われた通り、五分後に部室を出て、職員室に鍵かぎを返してから校舎を出る。

　──ブブブッ。

　そのときスマホが振しん動どうしたので確かく認にんすると、綾崎からのＬＩＮＥが届いていた。

『えまちょろ：これからよろしくー♪』

　その文章を見て、なぜだかアヤエさんとのピクシブでのやり取りを思い出す。

　あの人、やけにレスポンスが早いんだよな。

『こちらこそ』──と送ると、案の定、一分も経たたないうちに返事がきた。

『えまちょろ：なんか新しん鮮せんｗ　小島とＬＩＮＥとかｗｗｗ』

　俺はなんか馬ば鹿かにされている気がするんだが。安易に草生やすなよな。

　まあ確かに、タメ口のやり取りは新鮮だが。ピクシブではあくまで敬語だったし。

　けど、やっぱり文字のやり取りの方が俺たちには向いている気がする。いや、あくまで俺的には、だけど。

　まあ、いつまで続くかわからんが返事をするか。

『先に言っとくが、呼び出しに反応できなくても怒おこるなよ。俺にもプライベートがあるからな』──送信、と。

　──ブブブッ。

　返事はやっ。また一分以内だ。

『えまちょろ：小島にプライベートとかｗ　ウケるｗｗｗ』

　おい今どこにウケる要素があった？　やっぱこいつ馬鹿にしてんだろ。

　アヤエさんとはこういうプライベートが関かかわるようなやり取りはしなかったな。ただ一方的に俺が崇すう拝はいしていて、こっちが絵の感想を言うと、アヤエさんがそれに反応してくれて。

　そんなアヤエさんが、実はリア充じゆうギャルだなんて思いもしなかった。むしろ、キモオタなおっさんまであると思っていたくらいだ。

『へいへい。華か麗れいにスルーしてきたけど、俺も忙いそがしいときはスルーするからなｗ』──送信、と。

　──ブブブッ。

　相変わらず返信早すぎだろと思って確認すると、沙弥からのメッセージだった。

『沙弥：今夜のおかずはぶり大根だそうです♪　それでお母さんが、せっかくだからあっくんもうちで食べていきなさいって言ってるんだけど～』

『そうする』──と送信する。

　沙弥のお母さんが作る料理はどれも絶品なんだよな。そのぶん、娘むすめの料理の腕うで前まえは壊かい滅めつ的なわけだが……この前、お手製のダークマターを差し入れられたときはリアルに昏こん倒とうしかけた。まあ、今日のぶり大根には手出しをしていないと信じよう。

　そういえば、綾崎とのことは沙弥にも秘密なんだよな。まあ、あいつは抜ぬけてるところがあるし、大だい丈じよう夫ぶだろうけど。

　そして綾崎はといえば、メッセージに既き読どくは付いていたが返事はなく。

　都合の悪い文章には返事すらしないとか、気まぐれすぎるだろ。

　ＬＩＮＥを閉じて、ホーム画面に表示されたアヤエ氏のイラストを見て思わずニヤついてしまう。

　実物がどうあれ、これからは大好きな絵師さんのイラストを生で拝見できるのだ。これで興奮しない方がおかしい。

　退たい屈くつだった日常に潤うるおいがもたらされたと言っても過言じゃないぜ。

　そんな風に楽観的に考えながら、俺は帰路に就ついた。
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　帰宅すると、リビングの電気が点ついていた。

「ただいま」

「シンちゃんおっかえりぃ～」

　ソファに腰こし掛かけながら陽気な声をかけてきたのは、茶ちや髪ぱつロングの女性──従姉いとこの杏きよう香かだった。海外出張している俺の両親に代わって保護者の代理を務めてくれている人で、週三ペースでこうして様子を見に来てくれる。親しん戚せきとはいえ年上の相手なので、俺は杏香姉と呼んでいる（あっちは新太の新の字をもじって『シンちゃん』と呼ぶ）。

　杏香姉は都内の私立大に通う女子大生だ。長身で爆ばく乳にゆう、女子大生らしいシンプルかつ上品な私服。見てくれは綺き麗れいなお姉さんといった感じだが、性格は豪ごう胆たんかつ大おお雑ざつ把ぱ、そして能天気。そのくせ酒さけ癖ぐせも悪いから、なんというか、良くも悪くも距きよ離り感が近い。見た目に反して中身は子供といった感じの人だ。

「ん～？　……ひっく。あれぇ～、ひょうはおそかったねぇ～？」

　若じやつ干かんだが、ろれつが回っていない。これはだいぶ酒が入ってるな……。

「まあ、ちょっといろいろあってな。てかまた酔よってるし。いいかげん、介かい抱ほうする方の身にもなってくれよ……」

　これではどちらが保護者の代理かわかったもんじゃない。

「ん～、にしても、この前のオフ会たのしかったなぁ～」

　杏香姉は缶かんビール片手に、幸せそうにくつろいでいる。

　この人も俺と同じオタクだ。大学ではアニメ研究サークルとコスプレ研究サークルを掛かけ持ちしているとか。割となんでも手を出すタイプで、特にこだわりはないらしい。

「杏香姉が今日来るとは思ってなかったから、俺外で飯食ってきたけど」

　杏香姉用のつまみを棚たなから出して、テーブルに置いてやる。すると、杏香姉が勢いよく抱だき付いてきた。

「あれぇ～、シンちゃん。ひょう遅おそかったのって、もしかして、おにゃのこぉ？　お姉ちゃん妬やけちゃうな～、このこのぉ～」

　杏香姉はスキンシップが激しいんだよな。平気で小こ突づいてくるし、酒くさい息と一緒に柔やわらかい何かがたゆんたゆんと押し付けられるし。

　確かに帰りが遅くなったのは綾崎のせいだが、飯は一人で牛ぎゆう丼どんだったぞ。

「水入れてくるわ」

「ちょちょ、逃にげないでよぉ～」

　離はなれようとしたら、わざわざ引き戻もどされた。……酔っ払ぱらいめんどくせえ。

「さやぴーが悲しむぞぅ、この浮うわ気き者ものめ～」

「沙弥はそういうんじゃないって言ってるだろ。もちろん、綾崎もな」

「アヤサキィ？　アヤサキ、なにちゃ～ん？」

　うっわ、ほんとめんどくせえ。腕うでをがっちりホールドされているせいで、逃げることもできないし。

　酔いのせいか身体からだが熱い。熱とともに魅み惑わく的な感かん触しよくまで伝わってくるが、俺は雑念の一切を振ふり払うべく、大きく咳せき払ばらいをした。

「杏香姉も知ってるだろ、俺が彼女を作るのは二次元だけ。三次元なんて、必要最低限のことをするだけの空間だ」

　すると、杏香姉は慈いつくしむように俺を見つめてきた。

「よしよ～し、ちゅらかったねぇ～」

「撫なでるなっての。それより、俺明日も早いんだけど」

「それでそれで～、さやぴーはいつ攻こう略りやくするのぉ～？　もうチューはしたぁ～？」

「話聞けよ酔っ払い！　もういいかげんにしろ！」

　攻略とか、沙弥はギャルゲーヒロインじゃないっての。

　まあこの通り、杏香姉は沙弥を大層気に入っていて、すでに妹扱あつかいしているほどだ。沙弥の方も懐なついているというか、二人とも仲良いんだよな。

「シンちゃんは優しいからねぇ」

「優やさしくなんか、ねえよ」

「…………」

「杏香姉？」

「…………ぐーっ……ぐーっ……」

　最悪だ。もう寝ねやがった。

　俺はもたれかかってくるその豊満ボディと肩かたを組んで、別室まで運ぶことにした。

　くそ、推定Ｅカップはあるだろう爆乳が当たってきやがる……ッ！

　それに酒の匂においとは違ちがった、なんかフローラルな大人の香かおりまでするし……あああ、理性の崩くずれる音がするぅ！

　ようやく別室に着いた頃ころには、俺のメンタルはすっかり疲ひ弊へいしきっていた。

　布ふ団とんを敷しいてから杏香姉を横たわらせてやると、

「……シンちゃん」

「どうした？」

「ぎもぢわるい」

「ちょっ!?」

　俺が何か容器を持ってくるよりも早く、杏香姉はとんでもなく俊しゆん敏びんな動きでトイレへと駆かけ込んでいった。

「もう、知らね」

　俺はスポドリを置いてから、二階にある自室に入ってベッドにダイブする。

　はぁ。なんかすごく疲つかれた。

　まあ、この疲ひ労ろう感の原因は主に、放課後の綾崎とのやり取りのせいだろうけど。

　本当に、今日は驚おどろきの連続だったな……まさか、綾崎絵麻がアヤエさんだったなんて。

　今後については不安もあるけど、ワクワクもしている。

　そんなことを考えながら、俺はゆっくりと意識を遠のかせていった。
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　それからの数日間、学校で綾崎と直接話すことはなかった。

　だが、何度かＬＩＮＥでやりとりをすることはあって。

　たとえば授業中、俺が居い眠ねむりに勤いそしんでいると、

　──ブブブッ。

　俺のスマホが振しん動どうし、ソシャゲの通知かと思い確認すると、綾崎からのＬＩＮＥで。

『えまちょろ：暇ひまだったし描かいてみたｗ』

　そんな文章とともに、画像ファイルが添てん付ぷされており。

　──ガタッ！

「ふぉお──っ！」

　俺はつい奇き声せいを発して立ち上がっていた。

　なにせ、アヤエのラフイラストが送られてきたのだ。シャーペンでノートの隅すみに描かれたものだが、理知的な眼鏡ヒロインで、俺はもうすでにメロメロである！

「授業中ですので座ってくださいね」

　川添先生（担当教科：現代文）から注意を受ける。クラスメイトたちから冷たい視線を浴びながらも、俺は幸せな気持ちで着席した。

　すると、再びスマホが振動し、

『えまちょろ：小島マジウケるｗ　ちなみにそれ、ぞえちゃんがモデルだよｗｗｗ』

　──ガタッ！

「んなわけあるかッ！　イラストの方が数億倍尊いわッ！」

　俺は再び立ち上がるとともに、隣となりの席の綾崎にありったけの思いを叫さけんでいた。

　だというのに、当の綾崎は素知らぬ顔だ。終しまいには頰ほお杖づえをついて窓の外を眺ながめる始末。

「えーっと……体調が悪いなら、保健室へ行ってはどうですか？」

　川添先生が困こん惑わくした様子で尋たずねてきたので、俺は渋しぶ々しぶ気を落ち着かせて「平気です」と言って座り直した。

　そんな、席が隣同士なのにＬＩＮＥ限定という奇き妙みようなやりとりをするうちに、約束の前日──金曜日になった。

　この日は、昼休みに綾崎からＬＩＮＥが届いた。

『えまちょろ：明日は十時に部室集合だからねー！』

『了りよう解かい』──と返信を送った頃には、綾崎はギャル連中に囲まれていた。

「えまっち、なんかごきげんじゃん。今ＬＩＮＥしてたのって彼氏ー？」

「えー、違うってば」

「なんだぁ。でもユリ、エマっちの恋こいバナ聞きた～い」

「パスー」

「ならさー、明日の合コン来てくんない？　えまっち来れば盛り上がるしさー」

「それもパスー。今あたし、恋とかする気ないからさー」

「ちぇー、いつもそれだよなー」

「もしかしてぇ、エマっちは女の子が好きとかぁ？」

「あはは、違うってば。てか、チカ昼は学食って言ってなかったっけ？　混こむ前に行こーよ」

「やば、そだった。行こ行こ！」

　ギャル連中は揃そろって教室を後にする。今日の昼休みは穏おだやかな気持ちで過ごせそうだ。

　それにしても、綾崎のやつ……合コンを断ってまで俺みたいなオタクとパンツモノの同人誌作りをするなんて、リア充じゆうらしからぬ行動だ。さすが、見てくれはギャルだが、実際はアヤエさんなだけある。

　これは明日、すっぽかしたりしたら大変なことになりそうだ。遅ち刻こくは厳禁、寝ね坊ぼうなんて論外だ。俺だってアヤエさんの作品作りには興味があるしな。




　──そう、思っていたのだが。

　迎むかえた土曜日。

　重い瞼まぶたを持ち上げると、目の前には金色の髪かみをした少女の姿があった。窓から差し込む陽光を浴びているせいだろうか、キラキラと輝かがやいて見える。

　ん？

　金色の……髪？

　まだ寝ぼけているのかもしれない。昨夜は緊きん張ちようのせいか、なかなか寝付けなかったんだよな。

「おはよ、小島」

　よほど寝不足だったのか、聞こえるはずのない声まで聞こえてきた。

　目をこすって見み遣やると、寝起き一発目には少々刺し激げきの強い顔がにっこり微笑ほほえんでいた。

「んあ……？　これは、夢か……。次元変わって出直してこ──」

「誰だれが出直してこいって？」

　ギクリ。

　その声で眠ねむ気けなんてものは一いつ瞬しゆんにして吹ふき飛んだ。

　現実逃とう避ひすべく再び両目を瞑つぶったものの、威い圧あつ的な気配を肌はだで感じる。間違いない、奴やつがいる。これはリアルだ、さあどうする俺。

　おそるおそる半目を開けると、やはり扉とびらの前には俺の自室にいるはずのない人物──綾崎絵麻が立っていた。

　着用するのはもちろん制服。それはそうか、元は学校で落ち合う予定だったわけだし。

　にしてもこいつ、スカート短すぎだろ……中が見えても文句は言えねえぞ。

「半目で女子を視し姦かんするなんて、随ずい分ぶんとイイ度胸してるじゃん」

「視姦などしとらん！」

　この女は朝っぱらから何を言っとんじゃ！

　──とツッコミを入れるようにして飛び起きると、綾崎はため息をついた。

「やっと起きたか。──で、誰が出直してこいって？」

　笑え顔がおの綾崎さん、怖こわいっす。怖すぎっす。拳こぶしがキリキリ振動してまっす……。

「えーっと、どうしてここに……？」

「あたしとの約束、覚えてる？　十時集合のやつ。来ないから来てやったんだけど」

「おう、さっき思い出したぜ──って、もう十一時半かよ！　昨日いろいろあったから、つい寝すぎちまったぜ」

「で？」

「出直してきます、ごめんなさい」

　────。

　綾崎をリビングに待機させ、俺はすぐさま身み支じ度たくを済ませたのだが。

　現在、俺は自室にて正座をさせられていた。

「さて、どうしようかな」

　どうやら綾崎は杏香姉を警けい戒かいしているらしい。他人の親族がいるところでは、同人誌を描くことに抵てい抗こうがあるのかもしれない。

「ところで、どうして俺の家を知ってるんだ？」

「へ？　ああ、実は前に部室で会ったとき、こっそり後をつけてたのよ。ほら、いざってときのために一応ね？　そういうわけよ、ハハ」

　ハハ、じゃねえよ。怖いわ。

　俺はしばらくジト目を向けていたが、一向に目が合わない。

　それにしても、男の家に堂々と上がり込む辺りはさすがだよな。それはそれ、これはこれといろいろ割り切らないと、絵師アヤエの印象まで下げかねないぜ。

　しかしまあ、わざわざせっかく来てくれたわけだし、寝過ごした俺にも非がある。ここはいっちょ、気を回しますか。

「杏香姉なら俺が入ってこないよう言えば平気だ。綾崎は作業の準備でもしといてくれ」

「え、マジ？　じゃあそうさせてもらうー」

　上じよう機き嫌げんに自分のバッグを漁あさり出した綾崎を背に、俺はリビングへと向かう。

　すると、テーブルに置き手紙があった。

『お姉ちゃんはコスプレイベントに行ってきまーす。Ｐ．Ｓ．──さやぴーにはあの美ギャルちゃんのことは内ない緒しよにしといてあげるからね～』

「美ギャルちゃんって……まあ、助かるけどさ」

　内心ホッとした。綾崎を家に上げたことが沙弥に知られたら、きっとろくでもない事態になるだろうからな。

　リビングで麦茶を入れて、冷蔵庫に入っていたケーキ（綾崎が買ってきてくれたっぽい）をおぼんに載せて、自室に向かう。

　そういえば、俺の部屋って俗ぞくに言うオタク部屋なんだよな……。六畳じよう一間のスペースの至るところにフィギュアが置いてあるし、壁かべはポスターとタペストリーで隙すき間まなく埋うめ尽つくされているし……綾崎のやつ、さすがにドン引きしているんじゃないだろうか。

　そう思って部屋に入ると、まじまじと壁のポスターを見る綾崎の姿があった。

　それは当然ながらただのポスターではない。お尻しりを突つき出したヒロインがアップで描かれた、いわゆる萌もえ微びエロポスターである。

「仕方ないだろ、急に来客があるなんて思わなかったんだ。文句は言うなよ」

　先手必勝ということで声をかけると、綾崎は我に返ったように向き直ってくる。

「文句なんて言わないって。ただ、これって数量限定のプレミア物でしょ。よく持ってるなって感心してたのよ」

　本当に感心した様子で言うものだから、俺は自然と涙なみだしていた。

「うわ、キモ、なに泣いてんのよ……」

「……いやさぁ、お前、良い奴だったんだな。俺、そのポスターをゲットするのにすげえ苦労してさぁ。真夏の大雨の中、カッパ一枚で五時間並んだんだぜ。帰りは濡ぬらさないように必死だった」

「泣き始めたのにはドン引きだわ……。まあ、あんたのオタグッズの数々は大体予想通り──いや、予想以上だったけどね。じゃ、そろそろ本題を始めさせてもらうかな」

「お、おう。んで、どうするんだ？」

　綾崎はごほん、と一度咳せき払ばらいしてから、




「手始めにまず、あたしを襲おそって」




　なんてことを真顔で言った。

「は？」

　だから俺は、そんな疑問の声しか出せなかった。

　いや、え？　何？　やっぱ十八禁に変へん更こうしたんすか？

「いいから、あたしに迫せまってきて……」

　綾崎は頰ほおを赤く染めながら、胸に手を当てて言う。

　豊満な胸、煽せん情じよう的な肢し体たい、恥はじらいに染まる艶つややかな表情。そんなギャルが告げる淫いん靡びなセリフ。……どこかのエロゲーに有りそうなシチュエーションだ。

　俺は二次元に生きることを決めた賢けん者じやであるからして、こうした状じよう況きようでも冷静に分ぶん析せきすることが出来ているわけだが。

「お、お前、もっと自分を大事にしろよ」

　エロゲ主人公ばりにかっこよく言ってみたんだけど、目の前の綾崎は知らぬ間に侮ぶ蔑べつするような顔つきで俺を見ていた。

「あ、綾崎さん……？」

「いや、そういうのいいから。早くしてよ。あとがつかえてるんだから」

「へいへい……」

　どうやら襲う『フリ』をしろ、ということらしい。今の態度でよくわかった。

　俺はごくりと生なま唾つばを飲んでから、両手を不ふ審しん者しやさながらに突き出して綾崎に迫る。

　そして怯おびえた様子で後あと退ずさりする綾崎を、あっという間に窓まど際ぎわにまで追い込んだ。

　すると、綾崎は静止した。……どういうことだ？

　間近にまで迫った俺が困惑していると、綾崎は顎あごでくいくいと下を指し示した。

　なるほど、どうやらスカートの裾すそをめくれと言っているらしい。そんなことがわかってしまう俺もどうかしてるよな。

　仕方なく、中ちゆう腰ごしに屈かがんでからスカートの裾をつまむ。

　ハァハァと荒あらい息いき遣づかいが俺の首筋に触ふれてきて、なんだかもどかしい気持ちになる。

　そのまま、俺はスカートの裾をゆっくりと捲めくっていき──

　──ガチャッ。

　そのとき、背後で扉が開いた。

　振ふり返ると同時、顔から血の気が引いていくのがわかる。

「何を、やってるの……？」

　そこに立っていたのは、沙弥だった。

　……終わった。

　潔けつ癖ぺきとも言える我が幼おさな馴な染じみがこの光景を見て、次に何をするか。昔からの付き合いだからこそ俺にはわかる。

　スマホを取り出して、一一〇番。はい、終しゆう了りようー……

「──ストップ！」

　そこで待ったをかけたのは綾崎だった。こいつも相当焦あせっているみたいだが、どうやらまだこの状況を打開するつもりらしい。さあ、言ってやれ！

「そのっ、これは合意の上だから！」

　綾崎の言葉に沙弥が、そして俺までもが凍こおり付いた。

　ぽろっとスマホを落とした沙弥は、そのままふらふらとした足取りで去っていく。

「お邪じや魔ま、しました～……」

　そんな挨あい拶さつを残して。

　そこで我に返った俺はすかさず綾崎に向き直り、

「って、お前なに言ってんだ！　誤解に誤解を塗ぬり固めてどうするッ！」

　しかし、綾崎は反省する色を見せずにぺろっと舌を出して、

「ごめーん、つい。ほら、あたしがオタバレするわけにもいかないしさぁ～。にしてもびっくりした～、これからはもうちょい気を付けないとね」

　つい、じゃねえよ。てか、こいつ自分の心配しかしてないし。

「とにかく、今から俺と一いつ緒しよに誤解を解きに行くぞ！」

「解きに行くって言ったって、どこに？」

「あいつの家に決まってんだろ！　スマホ落としてったし！」

　俺は言うなり綾崎の腕うでを引き、隣となりの宮瀬家まで猛もう進しんする。

　インターホンを鳴らすと、沙弥の母親が出て、

『あらぁ、新太くん。ごめんねぇ、沙弥ったら今──居留守？　するって言って聞かないのよぉ。また喧けん嘩かしたのね、おほほほほ』

　軽くあしらわれてしまった。……にしても居留守って。

　仕方がないので沙弥のスマホをポストに入れて、部屋に戻もどってきた。

「よし、それじゃあ再開しよっか」

　綾崎は切り替かえたように言う。

　軽いなー、このビッチ。どうせリアルでのあれやこれやも経験済みなんだろう。

　こちとら人生初の大問題が発生したってのにさ。

　つーかそもそも、沙弥のやつが勝手に上がってくるのが悪いんだよな。俺たちは互たがいに思春期真っ盛りのお年とし頃ごろなわけだし──って、普ふ段だんあいつを異性扱あつかいしていない俺が言える立場じゃないか……。

　──ごほん。

　そこで再び綾崎が咳払いをした。

「あのね、小島。あたしだって本気なの。遊びや冗じよう談だんでこんなことをやろうってんじゃないのよ。その証しよう拠こにほら、ノートＰＣに液タブやら資料集、それに自作の設定集にキミカノの画集もちゃんと持参してきたんだから」

　綾崎の言う通り、スクールバッグにはぎっちりと作業道具が詰つめ込まれている。

　こいつが遊びや冗談でやっていないことはすでに理解しているつもりだ。

　ただ俺が言いたかったのは、綾崎の友人らに比べて、俺や沙弥はそれほど性的なものに耐たい性せいがあるわけではないということだ。要するに、進んでないのだ、いろいろと。

「まあ、その……お前にとっては普ふ通つうのことでも、俺らにとっては刺し激げきが強すぎるって部分を忘れないでほしい。そりゃ、俺はエロゲだってやったことがあるし、いろいろと十八禁コンテンツに手を出すこともあるけどさ……沙弥は、その辺りとも無関係だからさ」

　綾崎はわかったようなわからないような、そんな曖あい昧まいな表情をしてから力強く頷うなずいた。

「とにかく、宮瀬さんのことは休み明けになんとかするから気を取り直してよ。ね？」

　弾はじけるような笑え顔がおで頼たのみ込んでくる綾崎を見ていると、こいつがモテるというのもわかる気がする。噂うわさではもう軽く二ふた桁けたに届くくらいの男子に告白されているらしいし。

「お、おう……」

「あー、それと。声のトーンは抑おさえめにね？　宮瀬さんに聞こえちゃうかもだし」

　しーっ、と唇くちびるの前で人差し指を立てる綾崎。

　こいつ、どうせ自分のオタバレ防止のことしか考えてないんだろうな……まあ、沙弥に聞かれて困るのは事実だから別にいいけどさ。

「じゃあ、始めるぞ」

　そうして俺は再びスカートの裾に手をやる。

　つまんでから、ゆっくりと捲り上げていく。

　背徳感が込み上げるというか、やってはいけないことをやっているような気持ちになってくる。

　俺は二次元に生きる賢者、俺は二次元に生きる賢者、俺は二次元に生きる賢者……。

　呪じゆ文もんを繰くり返すように、その文言を脳内でリピート再生し続けて雑念を取り払はらう。

　そうしてスカートを捲り上げていくと、件くだんの『パンツ』がついに顔を出した。オレンジカラーのレース──って、だいぶ攻せめてんな！

　なんてツッコミを入れると何を言われるかわからないので、ここは努めて冷静にいく。

「……これでいいのか？」

「う、うん……写真、撮とって」

　綾崎に手て渡わたされたデジカメで、ローアングルからパンツごと綾崎の全身が写るように撮さつ影えいする。

　それからデジカメを返して、一息ついた。

「なあ、今穿はいてるのって見せパンってやつなのか？」

「は？　普通にパンツだけど」

「そ、そうか」

「だってそうじゃないと、恥ずかしくならないじゃない」

　こいつも恥ずかしいと思っていたのか。言われてみれば、頰がほんのりと赤いままだ。

「それで、良い絵は出来そうか？」

「うーん、わかんない。ちょっとここで描かいていい？」

「お、おう！　ぜひそうしてくれ」

　まさか生作業を見られるとは思っていなかったので、興奮しながら丸机の前に腰こしを下ろす。

　綾崎はすでにノートＰＣ等のセッティングを終えていたらしく、デジカメで先ほど俺が撮った画像を参考にしつつ、タタタとタブレットにペンを走らせる。

「……ハァ、ハァ……じゅるり」

　出たよ、ヤバい奴やつモード。こいつ、今が人前だって自覚がないのか？　いや、相手が俺だから気にも留めていないのか。

　と、その絵を見て俺も欲情してきちまった。

「おお、やっぱお前上手うまいなー」

「うひひ」

「ぷりっとして、きゅっ。良い太ももだなこりゃ。眼福眼福」

「ハァ、ハァ、やばぁ……」

「おほっ、おまっ、汁しるっ、汗あせだよな？　これ汗でいいんだよなっ!?」

「……さい」

「ん？　サイコー？　確かにサイコーだぜこりゃ、惚ほれちまうね。こんだけエロ可愛かわいいと、俺もミカサ推おしに転向ありうるかも──」

「うっさい！」

　ベチッ、と頰をはたかれて、俺は驚きよう愕がくとともに尻しり餅もちをついてしまった。

　やっぱりギャルって怖こわいや……こいつのこと、同じオタでもあるからなんだかんだ慣れてきた自分がいたけど、認にん識しきを改めなければ……。

「ご、ごめんなさい……」

「そんなに怯えないでよ。あたしも悪かったわよ、ここで描き始めたのはあたしなのにね。でも、あたしらがどっちもハァハァしてたら収拾つかなくなるでしょ。一応、宮瀬さんのことも警けい戒かいしとかなきゃだし」

「そ、そうだな。うん、伸のび伸び描いてくれたまえ」

　そうして待つこと十分。

「できたー♪　ネーム完成！」

　そうして見せてきたのは、男子の部屋でパンツを見られる──先ほどの俺たちと同じ場所・シチュエーションの、恥じらう天辻ミカサだった。

「はえー！　マッハじゃねえか！　それにこのクオリティ！　エロかわで、じゅるり……よだれもんだじぇ……」

　本当に早くてハイクオリティ。ネームのレベルじゃない。やっぱり生アヤエは違ちがうな。

　俺は今、真の意味でこいつが絵師『アヤエ』なのだと実感した。

「んで、さ。実は家でこのパンツ見せシーンまでの話と、終わりまでを一応描いてきたんだけど」

「まじか！」

「うん、全部ネームだけどね。ぜひ、忌き憚たんのない意見を聞かせて」

　そう言って手渡されたものを、先ほどのパンツシーンと合わせて読ませてもらうことになった。

　正直、ワクワクする。楽しみだ。これほど胸が高鳴ったのは、久々と言っても過言じゃない。

　そうして読むこと五分。

　合計十六ページに亘わたるその作品『完かん璧ぺき優等生なあの子のパンツが見たい（仮題）』を読み終えた。

「どう？　どうだった？」

　綾崎がワクワクしながらも緊きん張ちようした様子で尋たずねてきた。

　俺は自然と愛あい想そ笑いを浮うかべて、

「お、面おも白しろかったよ、うん」

　そう答えたら、綾崎は無表情になった。

「綾崎……？」

「つまらなかったんでしょ、顔にそう書いてある」

「それは……」

「噓うそつかなくていいよ、あたしのためにならないし。──で、本当はどうだったの？　遠えん慮りよしないで言って」

　こう言われてしまっては、正直に答える他ないだろう。

　俺は視線を逸そらしてから、

「……はっきり言って、面白くなかった。というか、パンツのシーンが突とつ拍ぴよう子しもないというか、これだったら一枚絵でカラー付きが良いなって、そう思ったよ」

　言ってから、ちらっと綾崎の方を見み遣やると、綾崎は両目を見開いて硬こう直ちよくしていた。

　泣くかと思った。自分の言ったことがだいぶキツいという自覚はあったし、綾崎だって女子だからだ。けれど、綾崎はそれから肩かたの力を抜ぬいて笑顔となった。

「そっか。やっぱ、ダメだったか」

「やっぱって、自信なかったのかよ？」

　綾崎は項うな垂だれるようにして足を崩くずし、

「うん……。正直、話作りとかってほとんど経験なかったし……それに、偏かたよってる自覚はあったんだ。あたしってほら、パンツ好きじゃん？　だからパンツ描びよう写しやが無いシーンを描いてるとさ、『あ～、早くパンツ描かきてぇなぁ～ハスハス』とか思っちゃうわけ」

　自覚はあったらしい。確かに綾崎は絵が上手い。けど、こと内容に関してはチープで、展開や構成はちぐはぐ。そのせいでキャラの個性を殺してしまっている感が否いなめない。

　それでいて『パンツ描きたいよぉ！』という欲が強すぎるため、パンツシーンがくるとここぞとばかりに力が入る。より印象づけたいシーンに力を入れるのは大事かもしれないが、空気感みたいなものに差があり過ぎると、高低差に読者がついていけなかったりする。綾崎の場合、それが顕けん著ちよなのだ。

　もちろん商業誌ではないし、ましてやこれは同人誌。描きたいものを描けばいいという大前提がある手前、全否定は出来ないが、それでもファンでない者がこれを買うとは思えない。下手をすれば、大事なパンチラシーンに辿たどり着く前に試読をやめてしまうだろう。

　俺は「忌憚のない意見を」と言われたので、正直に苦言を呈ていしたわけだが、綾崎がこれで良いと言えば俺に止める権利はないし、むしろどうぞご自由にという感じだ。

　さて。これから綾崎──アヤエさんはどうするのか。

　それは彼女自身が決めることだ。

「ねえ、小島。あんたはこの作品に何が足りなかったと思う？」

　綾崎の声は心なしか震ふるえていた。

　俺は言葉を出来る限りオブラートに包むよう心こころ掛がけて告げる。

「ストーリー、かな」

「ストーリー？　もうちょっと具体的に」

　綾崎が縋すがるような眼まな差ざしで俺を見つめてくる。

　そんな風に見つめられても、大したことなんて言える気がしないんだが。

「俺は自分で小説を書いたこともないし、漫まん画がだって落書きレベルで昔自由帳に描いていたくらいだ。だけどそんな俺でも、こと一ジャンルにおいては断言出来る」

　真まっ直すぐに綾崎を見つめ、




「パンツは物語で映はえる──ってことだ」




　ドヤ顔で言ってのけた後、さすがに呆あきれられたかドン引きされたかと思ったのだが、綾崎はキラキラとした目で俺を見つめていた。すごい、なんだこの憧どう憬けいの眼差し。

「それでそれで？」

　先を促うながされて、悪い気のしない俺は思わず立ち上がっていた。

「要はだな、思わせるんだよ──この子のパンツが早く見たいってな！　お前の絵のファンなら問答無用で見たいと思うだろうよ。俺だって見たい。でもそれだけなら、イラスト一枚で良いんだよ」

　綾崎はうんうんと頷うなずいてみせる。俺も饒じよう舌ぜつになり、勢いに拍はく車しやがかかる。

「でもそれをわざわざ同人誌で見せようってんだ。どうせなら最高の展開にページを捲めくる手が止まらなくなって、来てほしいここぞってときに最高の形でパンツ──『神』を拝みたいだろうがっ！」

　おぉ～っと拍はく手しゆまでする綾崎。俺はもうドヤ顔でふんぞり返ってしまって、思わず口元がニヤついてしまう。

「んで、結局どうすればいいの？」

　結論を急せくように綾崎から問われて、俺はまどろっこしくなっている自覚はありながらも、省くことなく順々に説明していく。

「俺は物語作りに関しては素人しろうとだし、これは俺的に良いと思うだけだから後々自分で考えてほしいんだけど、まずは物語に起承転結をつけることを意識するといいと思う。これはパンツ以前の基き礎そ的な話だな」

「ほうほう」

「で、内容の部分だが、ミカサは最初、主人公とは同じクラスの委員長ってだけで、特別仲が良いわけでもない──言ってしまえば他人なんだよな。んで、彼女は他人には頼たよらない孤こ高こうの存在だったわけだ。だからこそ、主人公に一度心を開いたらもう、関係性の進展はノンストップなわけだよな。それこそ依い存そん状態に近いくらいにのめり込んでいく」

「そうなのよ。冷めてるっていうのかな、自分以外は全員馬ば鹿かで、本当の自分を理解してくれる人なんていないと思ってたミカサちゃんが、一度主人公を認めてからはもう……くぅ～っ、思い出すだけで萌もえるッ！　萌え死ぬッ！」

　……どうでもいいが、ギャルが嫁よめ愛あいを語る姿って痛すぎ──いや、なんかすげえな。

　それはそうとして、伝えるべきことはストイックに伝えるとしよう。

「けど、お前の作品からはその心情の変化が全く感じられない。過程がすっ飛ばされてるんだよ。アフターストーリーを描いているわけでもないのにな」

　俺の指し摘てきに対し、綾崎は悔くやしそうにしかめっ面つらをする。

　確かにこいつもそういうミカサの良さに気付いた上で、原作を楽しんだのだろう。だからこそミカサに魅み了りようされた。けど、こと自分がイラストを描くとなると、すっかり『ミカサのパンツをどうするか』ということしか頭に残っていなかったのだろう。パンツ狂きようあるあると言える。

　あるあるだからこそ、俺にもわかるのだ。ゆえに、俺は自分の中にある核かく心しんを告げる。

「だからさ、見せ方的にはパンツシーンの前に、まず天辻ミカサってヒロイン特有の個性を見せるべきだと思うんだ。それがちょっとでもいい。で、さりげなく下着の話や展開に持っていくような構成にするなり、十八禁の場合ならシモの話に繫つなげたりするわけだな」

　これは俺が同人誌や多くの作品を目にしてきた経験から語っているだけの創作初心者論だが、こんな俺の意見が少しでも綾崎の力になってくれれば嬉うれしい。閃ひらめきのきっかけには何が作用するかわからないはずだ。

「それと、パンツイラストにも一点」

「そっちもか～」

　綾崎は不満そうに頰ほおを膨ふくらませているが、ここまで来たら言わずにはいられない。

「お前のパンツイラスト、こと今回に限っては『恥はずかしい！』って気持ちが前面に出てるのは良いんだけど、それだけなんだよな」

「というと？」

　ぽかんと呆ほうける綾崎を前に、俺は人差し指を突つき立てる。

「『見てほしいよぉ』って気持ちがまるで伝わってこないんだよ。ミカサは主人公が好きなのに、だ。ヒロイン造形がしっかりしていないと、大事なシーンが台無しになる。パンツってのは、布一枚じゃダメなんだ！　ちゃんと可愛いヒロインに穿はかれていないと萌えられないんだ！　それはパンツ好きなお前ならわかるよな？」

「もちろんよ！　ヒロインの表情、手や足の角度や仕草、背景にアングル、シチュエーション、そして見られちゃいけない場所を隠かくしているという意義、それらがあって初めてパンツの存在感──アイデンティティみたいなものが際きわ立だつわけだし、エロなら筋が映え、エロに走らない場合でもその女の子そのものを表してくれるのよね！」

「わかってるじゃないか！　一枚絵なら問題なかっただろうに、いつもと違って前後の物語を意識するあまり、アヤエのパンツイラストらしさが損そこなわれていたってことさ！」

　俺たちは知らぬ間に固く握あく手しゆを交かわしていた。こいつなら出来る。きっと、自じ称しようパンツソムリエであるこの俺を唸うならせるパンツモノ同人誌を作り上げることが可能なはずだ！

　──ガララーッ！

　そのとき、沙弥の部屋の窓が勢いよく開いて、

「え、えええ、えっちな話がいっぱい聞こえてるからっ！　あんまり大声で話してると、変態がいるって通報されちゃうんだからねっ！」

　どうやら俺たちのパンツ談義は隣となりにまで聞こえていたらしく、顔を真っ赤にした沙弥から怒ど鳴なられてしまった。

　確かに俺も綾崎も、途と中ちゆうから興奮しすぎて声のボリュームなんか考えなくなっていたもんな……。

　ここで先ほどの誤解を解消できればよかったのだが、すぐさま窓を閉められてしまったため、状じよう況きようはさらに悪化してしまったように思える。

　だけど今は、むしろ清すが々すがしい気持ちになっていた。

「変態上等！　俺たちは無類のパンツ好きな変態だもんなっ！」

「いや、あたしは宮瀬さんにまでパンツ好きな変態だって思われたら困るから」

「おまっ、つれない奴やつだな……」
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　自分だって散々大声を出して盛り上がっていたくせによ……。

　俺が意い気き消しよう沈ちんしていると、なぜだか綾崎がニコッと太陽みたいな笑え顔がおを向けてきた。

「でもありがと。あんたと話してると、なんでも前向きに考えられる気がするわ」

「それって、俺がただのバカってことか……？」

「さあね。バカかは知らないけど、変態であることは確かよね」

「お前にだけは言われたくねえよ」

　パンツメインの同人誌を描かこうとしている奴にだけは言われたくない。逃のがれようのない変態に違ちがいないだろ。

　話がひと段落したからか、綾崎は唐とう突とつに荷物をまとめ始める。

「帰るのか？」

「ええ。とりあえず、家に帰ってじっくり煮に詰つめてみる。──だいじょぶよ、休み明けにはちゃんとした方向性を決めておいて、あんたにまた協力してもらうから」

「お、おう」

　綾崎はスキップを踏ふむように部屋を出て、そのまま玄げん関かんまで駆かけ下りていく。

　帰り際だが、俺はずっと気になっていたことを尋たずねてみる。

「なあ、綾崎。実はずっと気になってたんだけどさ、なんでお前みたいなリア充じゆうＪＫがイラストを描いてるんだ？　はっきり言って、イメージと全然違うんだが」

　綾崎は靴くつを履はきながら小首を傾かしげ、

「うーん、あたしはお姉ちゃんの影えい響きようで絵を描き始めたからな～、むしろこっちの方が先っていうか。ほら、何かを好きになるのに、理由とかいらないじゃん？」

「へえ、そうだったのか。じゃあ、お姉さんもすごい人なんだろうな」

「かもね」

　靴を履き終えたらしい綾崎はこちらへ振ふり返ると、意味深な笑みを浮うかべた。

「あたしがイラストを初めてネットにアップしたのは中二のとき。ピクシブね。それからいろいろあったけど、ずっと支えてくれているある人のおかげで今まで続けてこられたから、これからも頑がん張ばって絵は描き続けるつもり」

「お、おう」

　──『ずっと支えてくれているある人』、ねえ……。彼氏、とかだろうか。

「もちろん、リアルの友達もあたしにとっては大事だけどね」

「まあ、それがお前なんだろうな」

「うん、そゆこと。──今日は付き合ってくれて、ありがとね」

「おう」

　綾崎は「ああそれと」と言い、

「宮瀬さんのことも、ちゃんとなんとかするから。安心して」

「まあ、あいつなら放ほうっておけばそのうち忘れると思うけどな」

「またそんなこと言って、貴重な女友達なんだから大事にしてあげなよ。んじゃ、またねー。杏香さんにもよろしくー♪」

　そう言って、綾崎は出て行った。

　しんと静まり返る玄関。いつまでも一人で突っ立っていても仕方がないので、俺は自室に戻もどる。

　部屋に入ると、なんかすごく良い匂においがした。これ、あいつの残り香がじゃ──

「って、何考えてんだ俺は！」

　あいつは確かに尊敬する絵師さんではあるが、同時に忌いむべきギャルだ。それはそれ、これはこれ。しっかりと分けて考えないと、うっかり教室で「アヤエ先生サインくだちゃい」とか言っちまいそうだからな。

　──ブブブッ。

　また綾崎からのＬＩＮＥかと思い身体からだをビクつかせたが、相手は沙弥だった。

『沙弥：スマホを届けてくれてありがとう、今お母さんが持ってきてくれました。さっきは事情も聞かずに勝手にいろいろと考えちゃって、ごめんね。でも今日は頭の中がいっぱいだから、そっちには行かないでおくね』

　この綾崎帰き還かんからのドンピシャなタイミングからすると、窓から綾崎が帰ったのを確かく認にんしたんだろうか。

　それはともかく。今回の件はどう考えても沙弥は悪くないし、誤解をするのも無理はない。幼おさな馴な染じみのあんな光景を目まの当たりにしたら、誰だれだってパニックに陥おちいるだろう。俺が逆の立場だったら𠮟しかっていたかもしれないくらいだ。

　文面から察するに、今は顔を合わせづらいということなんだろう。それなら俺の方からも訪問するべきじゃない。

　ひとまず、ここは無難に返しておこう。

『俺の方こそごめん。でも今日のは誤解なんだ。俺と綾崎が如何いかがわしい関係なんてことは万が一にもないから。それだけは信じてくれ』

　そんな文章を送信すると、すぐさま返事がきた。

『沙弥：うん、信じてるよ。だから今度ちゃんと説明してね』

『もちろん！』

　そう返信してから、大きくため息をついた。

　さて。綾崎がオタクだってことがバレないようにしながら、今日のことを説明するにはどうしたらいいんだ？　演劇の練習で～とか、恋れん愛あい相談の一いつ環かんで～とか？

　いや、俺ら二人で個人レッスンなんておかしいし、恋愛相談ってのにも無理がある。綾崎が俺みたいな非リア充に相談するわけがないし、逆もまた然しかり。

　……まあ、こればっかりは綾崎の「なんとかする」という言葉に期待するしかなさそうだな。

「はぁ。疲つかれたな」

　自然とそんな独り言を呟つぶやいてから、ＰＣの電源を入れてピクシブに入る。

　アヤエさんのページに入り、作品一覧からお気に入りのギャルっ子パンチライラストを拝見。癒いやしパワー充じゆう塡てん。

　俺が綾崎絵麻──アヤエさんにできること。

　多分、そんな大したことはできないだろう。

　だけど、できるものならあのパンツ好きに満足のいく同人誌を描いてほしい。

「ちょっと考えてみるか」

　俺は自分の同人誌コレクションを棚たなから出して、片かたっ端ぱしから読み直すことにした。

　もちろん全部、パンツ関連の作品である。








二章　初デートは下着売り場









　放課後、漫まん研けんの部室にて。

「──でさ、やっぱシチュが大事かなって思って！」

　目をキラキラ輝かがやかせた綾あや崎さきが俺に食い気味で迫せまっていた。

　俺は間近に迫るその眩まぶしすぎる顔を押しのけて、大きく咳せき払ばらいをする。

「……ああ、実は俺もそう言おうと思ってた。お前みたいな感覚型は、シチュエーションとか根本から雰ふん囲い気きを作っていくのが大事かもって」

「おっ、やっぱし!?　さすが小こ島じま！　あんたも考えてくれてたんだ！」

　イェーイ！　とハイタッチまで求めてくるから、仕方なく応じてやる。

「いてっ!?　お前、力強すぎるわ……手が痺しびれただろうが」

「んでさぁ、あたし考えたわけ。ベストなシチュを選ぶにはどうするべきか」

「ほう」

「やっぱし、あんたと実際に試ためしてみるのがベストかなって！」

　名案、閃ひらめいたり！　とでも言いたげに告げてきたわけだが、俺はウンザリとしながらため息をついた。

「あのなぁ、そんなシチュエーションをどこで試すのかって話だ。俺んちはもう無理だぞ。沙さ弥やが警けい戒かいしてるし、第一、沙弥の誤解もまだ解けていないわけだしな」

　ああ、思い出したら頭が痛くなってきた。今朝は久しぶりに一いつ緒しよに登校しようと思って沙弥の家を訪問したのに、部活（家庭科部）の朝練とやらで先に行っていたし、昼休みに隣クラスを見に行ったときも女友達と話していて、とても声をかけられるような状況じゃなかったのだ。

　というのに、他人の悩なやみも露つゆ知しらず。綾崎絵え麻まはやる気マックスで燃えていた。

「場所ならちょっとキケンだけど部室があるじゃん。まあ、シチュによって場所も考えなきゃいけないわけだけどさ。──それと、この前のことならもう宮みや瀬せさんの誤解は解いておいたから」

「えっ、ほんとか!?」

　綾崎はうんうんと勢いよく頷うなずいた。

「だからもうそっちは忘れて、あたしの方に集中してよっ」

「お、おう。でも、どうやって誤解を解いたんだ？」

「いいじゃんそれは。細かい男は嫌きらわれるよー」

「お、おう……」

　若じやつ干かん、というかかなり気になるが、ここは置いておこう。

　本題というと、シチュエーション云うん々ぬんだったか。

「お前は俺に襲おそわせようとしたり、まあ最初からコンセプト自体は間違ってなかったんだよな。問題はワンシーンのためにしか考えられていなかったシチュだったわけで」

「そうね。あたし、密室の中で男に強ごう引いんに迫られて裾すそを捲めくられるミカサちゃんのシーンが描かきたくて、あのシチュにしただけだし」

　描きたいシーンのために物語を作り込むこと自体は悪手じゃない。ただ、それは結構難易度の高いことだ。だからこそ、ここはあくまで王道に、ありきたりなストーリーの中でそのワンシーンを磨みがき上げる形にするべきだと、俺は昨夜に結論付けた。

「ってことで、なんかイベント事に関連したものがいいと思うんだ。たとえば、今はゴールデンウィークが恋こいしい時期だよな。五月病なんかをテーマにするといいんじゃないか」

　俺の素す晴ばらしい提案に対して、なぜだか綾崎は憐あわれむような視線を向けてくる。

「なんだよ」

「いや、五月病ってそれイベント事って言わないし。イベント事って言えば、七夕とかそういうのでしょ。もっと楽しもうよ、せっかくの高校生活なんだからさー」

　うっ、眩しいっ、眩しすぎる！　これがリア充ＪＫの威い光こうというやつなのか!?

「俺のことは放ほうっておいてくれ……いいんだよ、高校生活は灰色ライフでさぁ。俺の三次元においてのライフなんてとっくにゼロなんだからよ……」

「あんたって、リアルのこととなると途と端たんに情けなくなるよね。なんかトラウマでもあんの？」

　そんな風に「なんかトラウマでもあんの？」って気軽に訊きける奴やつは人付き合いにおいて悩みなんて皆かい無むで、そりゃあもう人生が薔ば薇ら色なんでしょうねぇ。

　俺だってさ、一時期はリアルに夢を抱いだいていたこともありましたよ。

　けど、リアルは基本的にハイリスクローリターンだ。それに比べて、二次元はお金と時間を対価に支し払はらえば、約束された勝利の糧かてが手に入る。ハイリスクハイリターンなんだ。

　そうとあらば答えは簡単。確実にリターンを得られる二次元を選ぶに決まっている。

　俺がそんな風に悟さとりを開いていると、またもや綾崎が憐れん憫びんの眼まな差ざしを向けてきた。

「な、なんだよ」

「──決めた。小島、あたしとデートしよ」

「……は？」

「だから、デート。週末はお互たがい忙いそがしいだろうし、今から行こーよ。ね？」

「はぁあああああ──っ!?」




　　　　◇




　というわけで、俺たち二人は最寄り駅近くのデパートの中──ランジェリーショップを訪おとずれていた。

　って、なんでやねん！

「見て見てー、可愛かわいいのいっぱいあるよー！」

　キラキラとライトに照らされた初夏の新作コーナーの前で綾崎が声をかけてくる。

　俺は入り口で背を向けてあかの他人を装よそおった──が、店員さんやその他の客からの視線が痛い。

「小島ってば～、なんで無視すんのー？」

「うるせえな！　気まずいからに決まってんだろ！」

　俺が勢いよく振ふり返って怒ど鳴なるも、綾崎はきょとんとしながら手招きしてきた。

　はいはい、行けばいいんだろ、行けば。

　ああ皆みなさん、俺は決して怪あやしい人間じゃないですよ。あくまで知人に呼ばれたから入るだけなんで。

　だが、俺が綾崎のもとに辿たどり着く頃ころには、周囲の目がなぜか優やさしいものとなっていた。

　──学生カップルさんかしら、美人な彼女さんで彼氏くん幸せ者ねえ。

　──でもちょっと心配になるわ～、彼氏くん大だい丈じよう夫ぶかしら～。

　変な会話が聞こえてくるんですが。

「ほらー、これとかどう？」

　綾崎が嬉き々きとした様子でパープルカラーのＴバック（布面積ブーメラン以下！）を差し出してくる。

　もはや狂きよう気きの沙さ汰たとしか思えない綾崎の行動だが、仕方がないので答えてやるとする。

「いやいや、お前みたいな奴がパープルなんて選んだらビッチ感丸出しだろーが。もう初夏だって言うなら、悪いことは言わないからライトブルーかサマーオレンジのボーダー柄がらスキャンティー（ショーツよりやや布面積少なめ）辺りにしとけ、ギャップになるから。ほら、これとか良いんじゃないか？　ショーツだけど値段もお手て頃ごろだぞ」

　ついアドバイス＆セレクトしちまったぜ☆

　なんて良い気分になったが、綾崎が虫けらでも見るような眼差しを向けてきていた。

「えーっと、綾崎さん……？」

「あのさぁ、あんたなんか勘かん違ちがいしてない？」

　あれれ？　雲行きが怪しいぞ？　気のせいかお客さんもほぼいなくなってる気がする。

　綾崎は俺オススメ・ライトブルーのボーダー柄パンツを力強く握にぎり締しめて、

「あたしはさ、あんたの好みを訊いてるの」

「え、おう……？」

「それは断じて、あたしの下着を選んでもらうことなんかじゃない！」

　綾崎は叫さけぶなり手にしたパンツを──投げつけてきた。

　俺の顔面に直ちよく撃げきしたパンツがふぁさっと床ゆかに落ちる直前に綾崎がキャッチ。そのまま綾崎はレジに進んでいき、そのパンツを購こう入にゆうした。

「ほら、被かぶってよ」

「はい？」

　不ふ穏おんな空気を感じながら店を出たのだけど、その直後に綾崎が先ほど買ったパンツを差し出して、意味のわからないことを言い出した。

　その表情は──無表情。氷のように冷え切っていた。

「被ってよ、ほら。あんたのお気に入りなんでしょ」

「な、なんの冗じよう談だんだよ、それ……」

「ちゃんと頭に被るんだよ。公衆の面前であたしに恥はじをかかせたんだから」

　それを言うなら俺の方だ。まったく、何が悲しくて三次元の、しかもギャルのパンツを選ばなきゃならないんだ。

　それにしても顔が怖こわい。こいつの周りだけ氷点下いってるよ絶対。

「早く、被って」

　有う無むを言わさぬ態度。

　周囲を見回すと、人が多い。

　俺はひとまずブツを受け取ってから、ポケットにねじ込んだ。

「ここじゃ無理だ。第一、お前の言いたいことがさっぱりわからないんだが」

　綾崎は目を鋭するどく細める。

「あたしはさ、あんたの下着の好みが知りたくて連れてきたの。柄とか色とか種類とか。さっきも言ったでしょ？」

　ここでようやく理解した。

　なんだ、そういうことか。ただの参考にってことか。

　そんなことなら簡単だ。

「それなら──俺に好みなどない。なぜなら、どのパンツが良いかはどの子が穿はくかによるからだ！」

「だったらタイプのヒロインが穿いてるものを言えっての！」

　がーん、と股こ間かんを蹴けり上げられて、俺は思わず地に膝ひざを突ついていた。

　このアマ、金的は反則だろ……。

　その後、綾崎はふいっと視線を逸そらして、

「男にパンツ選んでもらうとか、初めてだったんだから……」

　なんかよくわからんけど恥はじらっていた。とにかく耳まで真っ赤にしていた。

　つまりは、パンツセレクトの処女を奪うばわれた──的な？

　なんて訊いたら今度は何をされるかわからなかったので、俺はポケットのブツを差し出した。

「まあせっかく買ったんだし、試しに穿いてみれば──ひぃっ!?」

　綾崎がジロリと睨にらみ付けてきたのだ。

　けど、せっかく買ったんだし穿けばいいのに。まあ、部屋に飾かざるという選せん択たく肢しも無きにしもあらずだが。

　少なくとも、俺の目に狂くるいがなければ、綾崎にライトブルーのボーダー柄が似合うというのは間違いないはずだ。

　綾崎はジト目を向けてきたけれど、渋しぶ々しぶ受け取ってくれた。

「まあ、自腹で買ったものだしね」

　そう言って、呆あきれた様子でニッと笑った。




　それから俺たちはゲーセンを訪れた。……正確に言えば、付き合わされたわけだが。

「ほいさーっ！」

　夢中になって太たい鼓この達人をプレイする綾崎。無む邪じや気きに笑ってるし、すごく楽しそうだ。

「なぁ、どうしてその……デ、デートなんだ？」

　それを後ろで眺ながめる俺はおそるおそる尋たずねてみると、綾崎はどんどこ叩たたきながら、

「なんか良い案思い浮うかぶかと思って！　ほらっ、いろんな場所回れるし！　──あっ」

　俺が話しかけたからかミスの連発。今のところ微び妙みようなスコアだ。

　まあ初デートでランジェリーショップに行くカップルなんてそうはいないだろうし、そんなことだろうと思ったけどさ。

「ちっ」

　プレイし終えた綾崎は拗すねた子供のように頰ほおを膨ふくらませて、俺を睨み付けてきた。

「俺のせいだとでも言いたげだな」

「だってそうじゃん。普ふ通つうやってる最中に茶々入れる？」

「へいへい、わるうござんした」

「てか、そもそも一いつ緒しよにプレイしないでどうすんのって話だしっ」

　対戦したかったんですかそうですか。

　ったく、それならそうと言ってくれよな。俺、音ゲー苦手だから断ってただろうけど。

　ぷりぷりと拗ねたままの綾崎にどう接したらいいか困っていると、ふと腕うでを引かれた。

「な、なんだっ」

「次あれやろーよ」

　そう言って連れてこられたのは格ゲーコーナー。

　仕方ない、ここはガチオタの実力を見せてやりますか。

「手加減無しだかんねっ！」

「泣いても知らないぞ？」

　────。

　数分後、俺は床に這はいつくばっていた。

「ねー、もぉう、いじけないでよー」

　先ほどまでとは立場が逆転。綾崎が宥なだめるように声をかけてきて、惨ざん敗ぱいした当の俺はプライドをズタボロにされて燃え尽つきていた。

　何が「泣いても知らないぞ？」だ。泣いたの俺じゃねえか。

　プレイ直後に気付いたことだが、こいつの登録名は全国上位ランカーと同じものだった。『えまちょろ』なんて頭の悪そうなプレイヤーネーム、そんじょそこらのオタは付けないだろう。

「ずりいぞ、ランカーだって知ってたらやらなかったのによぉ……」

「まぁまぁ、小島だって修しゆ行ぎようすればもう少し強くなれるって」

　ねっ、と太陽スマイルで微笑ほほえんでくる綾崎。なんかうぜぇ。

　俺がこんなキャピギャルにゲームで負けるなんて認めたくない事実すぎるんですが。

「あ、小島ー、次あれー」

　俺はリベンジに闘とう志しを燃やして振り返ったが、そこにあったものを見てげんなりした。

　プリクラ。

　現代において、俺が最も不要に思う機器の内の一つである。

　まずそもそも『男の子だけで入るのはＮＧだぞ☆』と舐なめた注意書きをしている時点で俺にとっては一生無関係な場所のはずだ。中学の行事後にクラスの打ち上げで撮とるときも、入りきらないという理由で機器の外に一人棒立ちさせられた地じ獄ごくを俺は忘れない。

　それなのに、まさか再チャレンジしろだと？　しかも、女子と二人きりで？

「ほーら、早く来てよ。今空いてんだからさー」

「いや、俺そういうのは──って、ちょっ、そんな引っ張らないでぇぇっ！」

　────

　そうして結局撮らされた。

「うっわ、超ちようウケるー。小島マジでダルそうじゃん」

　だってマジでダルかったもん。お前は終始楽しそうに笑ってたけどな。

　やばいな……この時点ですでに三さん徹てつ並みに疲ひ労ろう困こん憊ぱいしてるぞ俺。大丈夫かスタミナ。

「って、え？　小島マジで顔色悪いじゃん！　だいじょぶ!?」

　俺があんまりにも気だるそうにしていたからか、綾崎は心配した様子で駆かけ寄ってきて、ハンカチで俺の額を拭ふき始めた。

「や、ちょ、汚よごれるぞ……」

「は？　ハンカチって汗あせ拭ふくもんでしょ」

「いや、そりゃそうだが……」

「とりあえず、外に出よっか。喉のど渇かわいたし」

　──そうしてやってきたのは、なんとカフェだった。

　これが噂うわさのスターバッグコーヒー、通つう称しようスタバか。これ言っとけばイマドキ感ある単語だよな、ほんと。

「はい」

　カウンター席に座った俺の目の前に、見たことのない飲み物が置かれた。

　何これ、マックシェイク？　と推測してサイズ的に百円玉が二枚もあれば足りるだろうと財さい布ふを探っていたのだが、隣となりに座った綾崎に手で制された。

「あたしの奢おごり。今日付き合ってもらったお礼も兼かねてだから」

「そういうことなら。まあ、こんな重労働がたかが二百円なんて割に合わないけどな」

「それ四百七十円だけど」

「──ぶひゃっ!?」

　思わず噴ふき出しちまった！

「うわ、汚きたなっ……」

「お、おまっ、これバーガーより高いじゃねえか!?」

「へ？　バーガー？　あんた何言ってんの？」

　綾崎は異星人でも見るかのような目で俺を見て言った。
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「それキャラメルで、あたしのは抹まつ茶ちやね。逆がよかった？」

　って訊ききながらもう飲んでるし……。

　俺も倣ならうようにストローを吸ってみると、甘さとほろ苦さがひんやりとしたシェイク風味の何かと一緒に口いっぱいに広がり、喉のどを潤うるおしていく。

「生き返った……」

「あんたって時々おじいちゃんみたいだよね。マジウケるんですけど」

　心底楽しそうに笑う綾崎を見て、こいつがモテるのはこういうところなんだろうと思った。何せ、笑顔が様さまになってるんだ。

　それも他のギャル共とは違ちがって、他人を小こ馬ば鹿かにしたような不快になる類たぐいのものじゃない。綾崎は口は悪いが、俺を見下したりはしてないんだ。ただ単純に、一男子として接してくれている。

　街中を歩いていても、こいつはそこかしこで人目を引く。今日一日を共にしただけでも、やっぱりこいつのカリスマ性はタダものじゃないんだなと思い知らされた気がする。

　──カシャッ。

　そんな風に感心していると、突とつ然ぜんシャッター音が耳に届いた。

「何撮ってんだよ……」

「いや～、習慣でさ～」

　綾崎がスマホで撮さつ影えいしたのだ。おそらく俺と自分と、謎なぞのスタバドリンクをセットで。

「あ、そーだ」

　何かを閃ひらめいたかのように綾崎が自撮りを始める。うわー、ドリンク片手にウインクなんて決めちゃってるよこの人。すげえキャピキャピしていて、ザ・ギャルって感じだ。

「ほらほら、上手うまく撮れてるっしょ？　インスタ用でさー」

　そう言って差し出されたスマホの画面には、ウインク綾崎ｗｉｔｈスタバドリンクが写っていた。何これ、アングルなんでこんな上からなの？

「ちょっとー、無反応とかなくなーい？」

「あー、カワイイカワイイ。すげーカワイイわー」

「ムカつく」

　びちっとデコピンをかまされ、思わぬ威い力りよくに睨み付けると、そこで俺のスマホがＬＩＮＥの着信を示した。

　確かく認にんすると、差出人は綾崎。先ほどの自撮り画像と、俺と一緒に写っているものが送られてきていた。

「いや、いらねーよ」

「あたしの自撮り使って、『彼女とデートなう。』って呟つぶやいていいよ。きっと架か空くうの相手だって思われるだけだから。──って、もう古いか。あはは」

　なんだこいつ、喧けん嘩か売ってんのか。こっちはそもそも流行はやってたことすら知らんわ。

　それに悪いが、架空デートなら相手は『パンキュン』のアユミっちか、『キミパン』のあずさたんを選ばせてもらうぜ。断じて三次元女なんかと妄もう想そうデートをしてたまるか。

「そいえば、小島ってインスタとかやってないの？」

　唐とう突とつに尋ねてくるから、俺は鼻で笑ってやった。

「インスタとは、昨今のＪＫに流行りのインスタグラムのことか。──生あい憎にくだが、俺はそんなリア充じゆう専用アプリなどインストールしていないんだ。ま、パンスタ（『パンティスタジアム』というソシャゲの略りやく称しよう）ならやってるけどな。ランクはＭＡＸ百。新規で始めるならフレンドになってやっても──って、なんだよその目は」

　綾崎がジト目をただひたすらに向けてきていたのだ。

　少なからずパンツを愛する同志だと思っていたのに、どうしてそんな目で俺を見る。

「だってさー、あんたなんでもパンツとか二次元に結びつけるんだもん。これじゃあこっちから話題振ふっても損ってもんだよー」

「なんだよ、嫌いやなのかよ」

「嫌っていうかさー、外でくらい別の話の方がよくない？　公衆の面前でパンツはまずいっしょ」

　こいつに正論を諭さとされるとは……確かに、それは一理ある。

「悪かった。今度からは時と場合を選ぶことにする」

「うん。あと、次は出来ればあんたからも日常的な話題とか振ってよね」

　その言い方だと、デートに『次』があるみたいじゃないか。

　ったく、こいつっていまいち摑つかめないところがあるんだよな。今日のデートだって、為ためになったのかよくわからんし。

　そんなことを考えていると、綾崎が急に俺の顔を覗のぞき込んできた。

「うおっ!?　な、なんだよ……」

「いやー、またなんか考え込んでるなって」

「別に、なんでもねえよ。それより、結局どうして俺を街に連れ出したりしたんだ？」

　綾崎は呆あきれたようにため息をつく。

「アイデア出しの一いつ環かんって言ったじゃん。あとは～、その、一応責任は取らないとって思っただけ。どっちにしろあたしの一方的なものだからさ、気にしないでよ」

「責任？　なんの話だ？」

　綾崎は慌あわてた様子で視線を逸そらしてから、ごまかすようにストローを一気に吸った。

「んじゃよ、綾崎。やっぱり気になったから訊きたいんだが」

「ん？」

「沙弥の誤解を解いたって言ってたけど、なんて説明したんだ？」

　──ズズズーッ。

　綾崎は容器の中身が空っぽになってもまだストローを吸い続けている。

　さては、さっきの責任云うん々ぬんってのも、沙弥関連の話についてだったんだな。

「その責任ってのが絡からんでるんだろ？」

「ま、まあいいじゃん、そのことは。一応理解はしてくれたみたいだし」

「一応って、全然信用ならないんだが」

「はい、この話は終しゆう了りようー。──ところでさ、あたしも訊きたいことがあるんだけど」

　強制的に話題を変えやがった。内容についてはよほど言いたくないらしい。

「はぁ、まあいいけどよ。──で、なんだよ」

　綾崎は俺の顔を横目にチラ見したかと思えば、

「あんたさっきから、なんのためにデートを～とか、どうして俺を街に～とか言ってくるじゃん？」

「おう」

　綾崎は俺の耳元に唇くちびるを寄せてきて、

「（それ、遠回しにパンツ見せろって言ってるようにしか聞こえないんだけど）」

「はぁっ!?」

　この女、声を潜ひそめてそんなことを言ったかと思えば、そのとんでもなく丈たけの短いスカートに手を置いた。

　勘かん違ちがいにも程ほどがあるぞ。俺がそんなことを言うわけがないだろ。ましてや今は外、公衆の面前だ。──いや、人目が無ければいいとかそういう話でもないんだが。

　でもこいつの仕草はなんだ？　どうしてこのタイミングでスカートに手を置いた？　こいつまさか、ここでパンチラしようってのか？

　あり得る。綾崎ならやりかねない。こいつは作品のためならなんだってやる女だ。下手をすれば大ごとになる。ここは俺がしっかり気を付けないと。

　そう思い、綾崎の手を押さえた。

「俺がそんなこと言うわけないだろ。──それとお前、さすがにここではやめろよ？」

　すると、綾崎がジト目を向けてくる。

「は？　あんたに見えないように押さえただけなんですけど。──それと、今の状じよう況きようわかってる？　あたしら多分、周りからはイチャつくバカップルに見えてると思うよ」

　気が付くと、周囲の視線が俺たちに集まっていた。

　まあ当然か。ただでさえ派手で目立つ綾崎と、地味オタな俺。その釣つり合わなすぎる組み合わせの二人が一いつ緒しよにいるってだけでも珍めずらしいというのに、そいつらが場を弁わきまえずにイチャつくバカップルとあらば──

「──って、俺たちがバカップルゥ!?」

「小島、声デカいって」

　まずった。この女が変なことを言い出すから、つい気が動転して叫さけんじまった。

　でも周囲からすれば、どう見たって女王と下げ僕ぼくの構図にしか見えないはずだ。……それもそれで腹立つ話だが。

　まあ、その辺りは置いておこう。今はこの場からの撤てつ退たいが最優先事じ項こうだ。

　俺は綾崎から手を離はなして、鞄かばんを担かついで立ち上がる。

　そのまま早足で店を出ると、綾崎も急いで付いてきた。

「ちょっと！　歩くの早いんだけど」

「あ、悪い」

　立ち止まって振り返ると、綾崎は不満そうに俺を見つめていた。

　さっきのは完全に、早とちりした俺が招いた状況だ。だからどう謝ろうか考えていたんだが、

「あれ、えまっちじゃね？」

　その声に、俺たちは同時にビクつく。

　声のした方へ視線を向けると、三人のギャルが立っていた。こいつらの顔には見覚えがある……多分、同じクラスの奴やつらだ。

　俺の中の何か──具体的には生存本能的なやつが警笛を鳴らしたため、すぐさま自動加速装置が起動して逃とう走そうを敢かん行こう！

　──しようとしたら綾崎に首根っこをふん摑まれて、おとなしく後ろに身を隠かくした。

「やっほー、みんなは部活帰り？」

　愛想良く挨あい拶さつをする綾崎。

　すると、ギャルの一人（確かチカとかいう奴）があからさまに俺のことを覗き込んで、

「そぉ部活ー。もう脚あしパンパンでさー、絶対太くなったわー。──つーかえまっち、後ろの誰だれ？　彼氏？」

　こいつ、俺の顔を覚えてないときた。俺も下の名前しか知らないけど。

「あ、ユリ知ってるぅ。こいつ同じクラスだよぉ。えーっと、なんだっけぇ、短いとか、小さいとか付く名前の──あっ、『パンジマ』だぁ！」

　どうやら、ゆるふわぶりっ子ギャル──ユリは俺の顔を覚えていたらしい。ついでに嫌なあだ名も。……小さいまで出てあだ名の方を言うって、もう確信犯だろこいつ。

　すると、他二名も「あぁ、パンジマね」「あのオタの」と同調し始めた。

　もういいかげん慣れたとはいえ、放課後にまで絡まれると嫌いや気けが差す。が、綾崎の面子メンツもあるし、下手なことは言えないよな。

　それにしても綾崎はずいぶんと黙だまってるなー、と思っていたら口を開いた。

「実はたまたまスタバで会ってさー、話してみたら案外面おも白しろい奴だよー、『小島』って」

　綾崎は明確に俺の名前を強調して呼んだ。

　すると、ギャルたちは「ああ小島ね、小島」「小島とか、言われてみればそんな名前だったわー！」などと掌てのひらを返したように俺の名前を連呼し始めた。

「みんなも今度話してみなよ、オタ話以外だってちゃんとできる奴だから。──あ、ちなみに彼氏とかじゃないから。噂うわさとかマジ勘かん弁べんね」

　綾崎はお得意の太陽スマイルで言った。

　こいつ自身も決していい気分はしていないだろうに、嫌いや味み一つも感じさせないところがすごい。これこそがトップカーストに君臨する者のコミュ力なのだと実感してしまう。

「じゃ、あたしこの後用事あるから、そろそろ行くね。またねー」

　綾崎があっさりと別れを切り出すと、他三人は楽しげに去っていった。

「……ふぅ」

　綾崎はため息をついたかと思うと、

「ほんっと、ごめん！」

　思いっきり頭を下げてきた。

　なんでこいつが謝ってるのかは知らないが、まあ非があるとするならば、平日の夕方に学校の最寄り駅前を二人でぶらつくなんて行動を取ったことだろう。知り合いに遭そう遇ぐうするとは考えなかったんだろうか。……こいつって他人のことは気にするくせに、自分のことになると意外と抜ぬけていたりするからな。

　俺はまあいいけど、今日のがきっかけで、少なくともこいつは友達とギクシャクしたりするかもしれない。

　そう思うと、なんだか居たたまれない気持ちになった。

「別に俺はいいけどさ……その、大だい丈じよう夫ぶなのか？　噂とか」

「ああ、多分平気。あたし自身の噂だったらとっくにいろんなものが立ってるし、そもそも今回の件は結構強めに釘くぎ刺さしといたからさ」

　あれで強めか。俺に対する時とはえらい違いだな。

「ま、他の奴と会う前に帰ろうぜ」

「あ、うん」

　先導するように歩き出すと、トボトボと後をついてくる。

　それが昔飼っていた犬の散歩中を彷ほう彿ふつとさせ、少し和なごんでしまった。

「あ、やっと笑った」

　俺は自然と微笑ほほえんでいたらしい。またキモいとか言われるんだろうか。

「小島ってば、ずっとしかめっ面つらだったりダルそうな顔してるんだもん。そりゃあ、あたしとのデートは楽しくなかったかもしれないけどさ、さすがに一度も笑ってもらえなかったらどうしようかと思ったよ」

　綾崎は照れくさそうに笑いながら伸のびをした。

　そうか、こいつは俺のことを気に掛かけてくれていたんだな。

　俺が高校生活なんて灰色だ～とか言ったから、きっとリア充じゆうっぽいことでなんとか楽しませてくれようとしたに違いない。

　その気持ちは、素す直なおに嬉うれしかった。

「ありがとな」

「えっ？」

「その……正直ヘトヘトになったけど、まあまあ楽しかったぞ」

「まあまあかい。そこはお世辞でも楽しかったーでしょ」

　安あん堵どしたように言う綾崎。

　本音を言えば、こういうのもたまには悪くないと思ったよ。

　そんなの、さすがに恥はずかしすぎて言えないが。

「あー、でもさぁ、あんた他の子とデートするときに下着売り場とか入っちゃダメだかんね？」

「入らねえし、そもそもデートなんかする機会ないわ」

「だから、これからだっての。万が一にも億が一にもそういうことが無いとは言い切れないじゃん？」

「無いね。断言できる。俺とデートしようなんて酔すい狂きような女はお前くらいだろうよ」

　それだって、実際はデートと呼べるものじゃないわけだし。

　まあ、今日わかったのは、デートも二次元だけで十分ってこったな。

「そういえば、お前の方は参考になったのか？」

　ふと本題のことが気になって尋たずねていた。

「あー、割と。ネームが出来次し第だい、あんたにも送るよ」

「お、おう」

　そうして駅前まで歩いて。

「あたしほんとにこの後、用事あるんだ。パパとのディナー。だから今日は実は、あたしの時じ間かん潰つぶしが本命なのでしたぁ～」

　綾崎はへらっと笑いながら言う。

「そうか。じゃあな」

「うん、今日はサンキュね。また明日～」

　そう言って、綾崎は大きく手を振ふりながら去っていった。

　俺はなぜだかその背をボーッと見送ってから、見えなくなったところで歩き出す。

　──と、そのときスマホが振しん動どうした。

　綾崎かもしれないと思い、なぜだか気持ちが急せくのを感じながら確かく認にんする。

『沙弥：今からそっちにお母さんの肉じゃが持っていくね～！』

　ビクッ、と全身が震ふるえた。

　別に悪いことをしていたわけじゃないが、激しく動どう揺ようしてしまう。

『三十分後ならオーケーだ』

　そう返信して、急いで走り出す。

　まだ帰宅していないなんて言ったら、また沙弥によからぬ勘違いをされるかもしれないからだ。

　そこで再びスマホが振動したので、走りながら確認する。

『沙弥：えへへ、もう来ちゃった』

「……笑えねえ」

　嫌いやな予感がしたが、足だけは懸けん命めいに動かした。

　もちろん、言い訳の内容を考えながら。




　　　　◇




「た、ただいま～……」

　小さく挨拶を告げる。

　リビングに杏きよう香か姉と談だん笑しようする沙弥の姿があったからだ。

　俺はひとまず自室に避ひ難なんしようとしたが、

「あっくんおかえり～っ」

　沙弥に笑え顔がおで声をかけられ、俺は観念してリビングに入る。

「お、おう……」

「ご飯にする？　お風ふ呂ろにする？　それとも、は・な・し、する？」

　沙弥さん、最後のは何ですか。なんかすごく怖こわいんですが……。

　その愛らしい笑顔にエプロンがよく似合っている。良妻感がすごいが、これで料理がド下手なんだから、人は見かけによらないってのはあながち間ま違ちがっていない気がする。

　まあそれはさておき。ここは無難に対応するとしよう。

「えーっと、じゃあお風呂にしようかな」

「うんっ、わかった。その後はどうする？」

「えーっと、ご飯を貰もらおうかな」

「うんっ、じゃあお話はその後ね」

「……すみません、やっぱりお話からにします」

「うんっ、じゃあそうしよっか」

「あはは～、シンちゃんは将来お嫁よめさんの尻しりに敷しかれるタイプだよねぇ～」

　杏香姉も冷やかす暇ひまがあるなら助けてくれよな。……ちなみに、嫁（二次元）の尻に敷かれるのは割と嫌きらいじゃないです、はい。

　そこで沙弥は和やかな笑顔から一転、頰ほおを膨ふくらませて変顔（？）状態になった。

「あっくん、今日は綾崎さんと会ってましたね？」

「な、なんでそれを……」

「噓うそをつかなかったのは偉えらいです、撫なでてあげます」

　ほんとに頭を撫でてきた。これだと嫁じゃなくて母親だろ。

　沙弥はたまに説教やら大事な話をするとき敬語になるんだよな。なぜかは知らんが。

「綾崎さんから事情は聞きました。なんでも、三次元に慣れるために頑がん張ばっているそうですね」

「は？」

「へ？」

「いや、なんでもない……」

　びっくりした～、天然系純じゆん粋すい幼おさな馴な染じみの口から『三次元に慣れるため』なんて意味深ワードが飛び出すものだから、つい動揺しちまった。

　だが、今ので理解した。綾崎は先日の誤解を解くために、沙弥にそう説明したのだと。

　綾崎のことだ。おそらく『小島はこのままだと社会不適合者になって生しよう涯がい独り身のままだろうから、あたしが改善しようとしてあげている』とかそんな説明をしたんだろう。

　うん、俺に甚はなはだ失礼なわけだが、悪くない手段ではある。あいつが自分の口から内容について話したがらなかったのも納なつ得とくだ。

　他に妙みよう案あんがあるわけでもないので、俺は仕方なく綾崎の手に乗ることにした。

「ま、まあ、そんなとこだ。綾崎って意外と良い奴やつだよな、ほんと」

「あ～、あの美ギャルちゃんねぇ～。確かにイイカラダだったしぃ、お姉ちゃんのすっごい好みだったなぁ～……ひっく」

　杏香姉が缶かんビール片手に口を挟はさんできた。……もう完全に酔よってやがる。

　こんな平日の夕方から従弟いとこの家でソファにもたれかかって飲酒なんて、大学生ってどんだけ暇なんだよ。

「杏香さんとも知り合いなんだ！　わたしが思ってるよりも、あっくんと綾崎さんって仲良いんだなぁ～」

「ま、まあ、知り合いって言っても、一回しか会ってないけどな」

　なんで俺は言い訳みたいなことしてんだか。

「玄げん関かんでちょ～っとガールズトークしたんだけどぉ～、最近のＪＫはああも発育がイイものなんだねぇ～──って、さやぴーは貧ひん乳にゆうだったね～、こりゃ失敬、あはは～」

　おい酔っ払ぱらいＪＤ！　最後のは余計だ！　本人すごく気にしてるかもしれないだろ！

「……お肉いっぱい食べなきゃ」

　ほらー、気にし始めちゃったじゃん。

　俺もさ、長年一いつ緒しよにいるから気付いてはいたんだぜ？　沙弥のお胸が中一の頃ころからずーっと変わらずＡカップのままだって。あえて俺は口にしていなかったというのに、このアホ従姉いとこは……。

　仕方ない、ここは俺がなんとかフォローを入れるか。

「い、いやでも、貧乳って意外と需じゆ要ようあるし、それにほら、成長期はこれからだろ？」

「そ、そうかな？　まだ望みはあるかな？」

　よし、このまま励はげまし続ければいける。

「ああ！　だから気を落とすことはないんだ！」

「さやぴーってなんかペットの子犬みたいだもんねぇ～。男子って意外と可愛かわいい系が好きだしねぇ～」

　酔いどれＪＤもナイスアシストだ！　このまま畳たたみかけるぜ！

「それにほら、お前って勉強が出来るだろ？　それに家事も──料理以外は完かん璧ぺきだ！　何気にハイスペックだよな！　そして何より可愛い！　最強だな！　俺もお前みたいな幼馴染がいて鼻が高いぜ！」

　気付けば、沙弥の顔は沸ふつ騰とうしたように赤くなっていて、ぷしゅぅ～と今にも煙けむりを出しそうだった。

「あわわわ……そんな、可愛いなんて、ふへへ～……」

「お、おい、沙弥？　だいじょぶか？」

「あっくんが、可愛いって、ふへへへへ～……」

「おーい」

　呼びかけても反応なし。まさかここまで効果があるとはな……。

「でもシンちゃんはデカパイ好きだもんねぇ～、お姉ちゃんみたいな～♪」

　おいいいいいいィ──ッ!?　人がせっかく励ましてたのに何言ってくれてんだこの酔っ払いはぁ──ッ！

　案の定、沙弥はハッと我に返った様子で俺を見つめてから、しょんぼり落ち込んだ。

「へへ……お気き遣づかいさせてごめんなさい……」

　ほらー、また落ち込んじゃったじゃないかー。

　考えてみれば、この負の乳ちちスパイラルはそもそも杏香姉によって引き起こされたものなんだよな。

「沙弥、ちょっと場所を移すぞ」
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　ならば、危険人物のいない場所に移ればいいだけだ。

　俺はすぐさま沙弥の手を引いて自室に入った。

「「…………」」

　入ったまではいいが、なんだこの気まずい空気は。

　俺がひとまず椅い子すに座ると、沙弥は床ゆかの上に腰こしを落ち着けた。

「……あのね」

「はい!?」

　つい素すっ頓とん狂きような反応をしてしまった！

　だが、沙弥は構わずに続ける。

「一つ、聞いていいかな？」

「なんだよ？」

「あっくんは、綾崎さんと友達なんだよね？」

「友達……とは違ちがうけど、まあ、少なくともお前が危き惧ぐしてるような仲ではないよ」

　多分、気付かないうちに心配をかけていたんだろう。沙弥はあまり問い詰つめたりすることはないが、それでも気遣ってくれているのは理解しているつもりだ。

　俺と綾崎が一緒にいれば、普ふ通つうは俺が一方的に脅おどされていたり弱みを握にぎられていることを考えるだろうし、沙弥もその辺りを危惧していたんだろうな。

「よかった、ちょっと心配だったんだ。それとね、あっくん達、噂うわさになってるんだよ」

「噂？」

「うん、これ見て」

　沙弥がスマホの画面を差し出してきて、そこには『あの綾崎絵麻とパンジマがデートしてた』などというツイートが投とう稿こうされていた。

　情報化社会とは実に恐おそろしい。わかってはいたことだが、いざこうして自分が標的になると、改めて怖おぞ気けを感じる。

　それによく考えないでも、放課後の学校最寄り近辺には誰だれかしらいるよな……と自分の行動の浅はかさを呪のろいつつ、一応綾崎にこのことをＬＩＮＥで報告しておく。

　すると、すぐさま返事がきた。

『えまちょろ：それ、あたしもさっき見た。ま、すぐ収まるっしょ』

　軽いなー。綾崎ほどともなると、男との噂くらい日常茶さ飯はん事じってことか。

　まあ、こいつがそれほど気にしていないなら俺も気楽に構えてよう。第一、特に友達もいない俺は周囲からの評判がどうあれ、あまり影えい響きようは受けないしな。

「綾崎は気にしてないみたいだな」

「強いんだね、綾崎さんは」

「強い？　そうか？　慣れてるだけじゃねえの？」

「ふふ、あっくんはそういうの疎うといもんね」

「お前な、俺がどれだけの女の子とデートをしてきたと思って──」

「うーん、それはあんまり参考にならないと思うな」

　思いのほかズバッと言われた。まあ実際、今日の綾崎とのデート（？）でも何一つとして上手うまくいかなかったし、沙弥の意見は的を射てるんだろうけどさ。

「ま、お前があんま心配することじゃないさ。俺らも気にしてる場合じゃないしな……」

「なんか、大変なんだね」

　沙弥は心配そうに見つめてくる。

　確かに大変だ。少なくとも、作業面に関しては。

　綾崎はイベントが来月に迫せまっていると言っていた。つまり、実質の作業期間は二週間ほどしか取れないと考えていい。それなのに、ネームもまだ描かき上がっていないのだ。

　本人は割と余よ裕ゆうをこいているように見えたけど、これって結構まずいんじゃないか？

　推すい敲こうする時間はじっくり取った方が良いだろうしな……てか、そこら辺のスケジュール計算とかはちゃんとしてるんだろうか。

　ああ、考えたらどんどん不安になってきた。くそ、確かく認にんしてみようかな。

　そんな風に頭を悩なやませていたとき、スマホが振しん動どうした。

　確認すると、綾崎からのＬＩＮＥだった。

『えまちょろ：今日はありがと。今夜中にネームをいくつか仕上げて送るから、明日の朝にでも読んで、学校で感想ちょうだい』

　そんな俺の心配は杞き憂ゆうに終わったようだ。

　だって、こいつのやる気は十分に燃え上がっているのだ。これは明日が楽しみだ。

　でも『学校で感想ちょうだい』って、また放課後に部室とかでってことか？　そもそも部室で二人きりになっているのだって、誰かに気付かれたらまずいと思うんだが。

「ったく、こいつは」

「ふふ、あっくん楽しそう」

　沙弥に言われて、思わず困こん惑わくしてしまう。

「楽しそう？　俺が？」

「うん、あっくん今ニヤニヤしてたし」

　沙弥はニヤニヤ、というよりニコニコといった感じで、幸せそうに微笑ほほえんでいる。

　でもそうか、俺は周りから見ると楽しそうなのか。それもニヤニヤって……なんか恥はずかしいな。

「でもあっくん、ほんとに大変なときにはいつでも相談してね？　力になるから」

　こういう存在を、世間では天使というのかもしれない。

　そんな風に思いながら、俺は沙弥の頭に手を置いた。

「おう、料理以外でサポート頼たのむな」

「もぉう、あっくんてばひどい～──あ、肉じゃが冷めちゃう！」

　沙弥に手を引かれ、再びリビングへ向かう。

　鼻先に漂ただよう良い香かおりが、食欲を刺し激げきしてきた。




　　　　◇




　翌朝。

　普ふ段だんより少し早めに起きて、ＰＣの電源を入れる。

　メールを確認すると、綾崎から三つの添てん付ぷファイルが送信されていた。

　やはり、昨日言っていたネームだった。すごい、昨夜だけで三つも仕上げたのか。

　さっそくファイルをダウンロードして、内容に目を通す。

　まずは一つ目。

　悪くない。というか、普通に面おも白しろい。王道デートからの、和なごやかな雰ふん囲い気きでのパンチラ。〆しめのもろパン。最後は悪戯いたずらっぽく自分から見せてくれるとかミカサ可愛すぎ。ハスハス。

　二つ目。

　なるほど、こういう切り口があったか、と思わせるストーリー。二人でデパートを訪おとずれて、ランジェリーショップに入って～──って、これまんま昨日の俺らじゃないか！　俺の場合、パンツは見せてもらってないけどな！

　三つ目。

　勉強会という名目で、ミカサの家にやってきた主人公。真ま面じ目めじゃない自分も知ってほしいというミカサは、保健体育を教えてくれるとのことで、まずはその純白おパンツの脱ぬがし方を優やさしくレクチャーしてくれて──

「ってこれエロ同人じゃねえかぁっ!?　もろ十八禁だろうがよこれぇぇ──っ!!」

　興奮のあまり一人で叫さけんじまった。

　朝っぱらからこんな如何いかがわしいものを見せやがって、あのドエロギャルは一体何を考えてやがるんだ。

　というわけで、さっそく感想をＬＩＮＥで送るとしよう。

『ネーム確認した。まず結論から言わせてもらうと、俺の一押しは三──

　いやいや、落ち着け俺。

　気を取り直して文を作り直す。

『ネーム確認した。まず結論から言わせてもらうと、俺の一押しは一つ目かな。ぶっちゃけ、王道の安心設計だし、ミカサが初めは普段通り真面目に振ふる舞まうけど、後半になるにつれて口調が砕くだけて、態度からも距きよ離り感が縮まったことを感じられるようになってるところなんかグッジョブだ。最後は優等生像とは真逆の、からかうような笑顔で自分からパンツを見せてくれるところなんかは、思わずキュンときた』

　ここで文を一区切りし、他作品のものも一応。

『それと二つ目だが、これもアリっちゃアリなんだけど、結構ノリに任せた出オチ感が強いんだよな。パンツも溢あふれかえってるせいで、ミカサのが見えたときのインパクトが弱かったような。いや、興奮したけどさ、ミカサのおパンツ。──ちなみに三つ目は年ねん齢れい制限的に論外な。余裕があるときにいつか完成させて読ませてください』

　ふぅ、こんなところか。さて、そろそろ出ないと遅ち刻こくしちまう。

　そうして俺は、胸を高鳴らせながら家を出た。




　──のだが。

　教室に入った俺は、再びリアルの厳しさを痛感していた。

　真っ先に目に飛び込んできたのは、黒板にデカデカと描かれた相あい合あい傘がさ。その下に書かれた俺と綾崎の名前。

　おかしいとは思っていた。登校道中、学校に近付くにつれて増える生徒からの視線がやけに突つき刺ささってくるなと。

　常時ステルスモードで過ごしてきた俺だからこそ、周囲の目に過か敏びんになりすぎているのかもしれない──そう思って流していた。けれど、教室に着いてわかった。すでに昨日の噂が広まりきっているのだと。

　室内を見回し、まだ綾崎が来ていないことを確認する。好都合だ。

　俺はまず、昨日遭そう遇ぐうしたギャル共を睨にらみ付けた。

「ち、違うって、うちらじゃないし」

　目が合った女子生徒──チカが、必死に首を左右に振る。

　となると、こいつらの他にも見られていたってことか。

　ひとまず黒板の落書きを消し始めると、

「てかさ、それマジなん？　なんかゲーセン一いつ緒しよにいたとか聞いたんやけど」

　茶ちや髪ぱつの男子生徒が声をかけてきた。クラスの中心グループに属しているチャラ男系イケメンの、確か早はや川かわとかそんな名前の奴やつだ。なんでエセ関西弁なのかは知らん。

　しかし、まさか俺がお前みたいなトップカーストに属する男子と話すことになるとはな。しょうがない、それとなく流すか。

「ガセだよ。と言っても、信じてもらえないかもしれないけど、綾崎さんの名めい誉よのために一応言っとく」

　名誉とかキモー、と女子の一人が笑いながら言った。あれ？　イマドキのＪＫからすると使うだけで笑えるレベルの単語なのこれ。

「え～、でもぉ、スタバで会ったって言ってなかったぁ？　ユリ覚えてるよぉ」

　ようやく消し終えた辺りで、ぶりっ子ギャル・ユリが口を挟はさんできた。朝っぱらから甘ったるい声は健在だ。横よこ槍やりビッチとでも命名してやろうか。

　俺はユリ相手に日ひ頃ごろの鬱うつ憤ぷん晴ばらしも兼かねて、がううっと威い嚇かくしてみせるも、あっかんべーで返された。くそ、意外と肝きもが据すわっててムカつくぜこの横槍女……。

「ユリちんが言うならあれじゃね？　デキてるやつじゃねそれ」

　早川うるせえな。耳みみ障ざわりなところなんかユリちんとやらとそっくりだぞ。

「ユリねぇ、前々からエマっちが彼ピの話しないの変だなぁって思ってたんだぁ～」

　あー、語ご尾びうぜえ。めんどくせえ。帰りてえ。

　お前ら暇ひま人じんと一緒にすんなよ。こちとら大事な同人誌の作業中なんだよ。

　でもどうする。

　ここで黙だまったままやり過ごせば、その皺しわ寄よせは綾崎にいく。確かに変に噓うそをついた綾崎も悪いが、誰だってあの状じよう況きようで本当のことを言ったりはしないと思う。

　やっぱ、俺がどうにかするしかないよな、うん。

　俺がこれからすることは仕方がないことだ。綾崎が来る前に、早々にケリをつけよう。

　大きく息をついてから、覚かく悟ごを決める。

「……答えてやるよ。ただし、一つ約束してほしい」

「え？」

　ユリを真まっ直すぐに見つめて言ってやる。

「綾崎……さんには追つい及きゆうするな。友達ならな、負担とか考えろよ」

　しんと静まり返る室内。ユリは動どう揺ようした様子で辺りを見回してから、渋しぶ々しぶ頷うなずいた。

　それを確認した俺は口にする。

「あの日、俺はたまたま綾崎さんを見つけた。デパートで、だ。びっくりしたよ、普段一人でいるイメージなんてない綾崎さんが一人だったんだ。だからなんとなく挨あい拶さつだけでもしようと思ったけど、なかなか話しかけられなくてな。そのままゲームセンターまでついていって、隣となりでゲームをしたりもしたけど気付かれなかった。あの人、多分俺の顔を覚えてなかったんだろうな。だけどスタバに入ってから、思い切って声をかけた。つまりは、それだけの話だ」

　淡たん々たんと語る俺の噓話を、誰だれ一人として疑っていないようだった。

　パンチラ痛Ｔを着ているような地味なキモオタの俺が学内のアイドル・綾崎とデキているという話より、俺みたいな奴がストーキングしていたという話の方がよっぽど信ぴょう性があったのだろう。

　現実とは往々にしてこんなもんだ。みんな、信じたいものを信じる。

　それは仕方のないことだろう。俺も、俺みたいな奴と普ふ通つうに話してくれる綾崎みたいなギャルの存在を今だって奇き跡せきみたいに感じているし、もしかしたら友達に……なんて、ありはしない幻げん想そうを時々だが抱いだいたりもする。

　何より憧あこがれの絵師さんとこうして巡めぐり合えたのだから、一ファンとしてもっとお近づきになりたいとすら思っている。

　これは一種の恩返しだ。俺は今朝がた見たネームに、正直感動しっぱなしだ。今もあの手て描がき感満まん載さいのネームが目に焼き付いて離はなれない。煽せん情じよう的なパンツの虜とりこだ。

　それだけのことだ。他意はない。

　そう言い聞かせて、俺は自分の席に着いた。

　最低だとか気持ち悪いだとか、そういった声は多々聞こえてきたけど、幸いなことに直接言ってくる奴はいなかった。

　それから授業が始まっても、綾崎は来なかった。

　そういえば、メールの受信時刻が朝の五時半とかだった気がするけど、まさかあの時間まで起きていたんじゃないだろうな？

　そんな風に心配していたら、綾崎は昼休みを迎むかえるなり登校してきた。

「おあよぉ～」

　眠ねむそうに欠伸あくびをして入ってくる綾崎に、すぐさまギャル連中が群がっていく。

　先ほどの出来事などお構いなしに、パンジマが～やらストーカーが～やらの話題を持ち掛かけ始めた。聞きたくもないのに、会話の端はし々ばしが耳に届いて不快になる。

　まあ、そりゃそうか。俺と約束したのはユリ個人。もし他多数の女子に口止めをしていたとしても無む駄だだったことだろう。

　結局上手うまくいかないもんだな。どうして周囲は放ほうっておいてくれないんだろう。俺たちはただ、必死に一つの物を作り上げたいだけなのに。

　これだからリアルは嫌いやなんだ。人間関係がすごく煩わずらわしい。

　そんな風にいろいろと考えていたら、なんだか気分が悪くなってきた。外の空気を吸おうと思い立ち上がったところで、

「ふーん」

　綾崎が席に座るなり、不ふ機き嫌げんそうに頰ほお杖づえをつく。

　あの綾崎が教室でこんな態度をとるのを初めて見た。正直意外だ。

　女王の逆げき鱗りんに触ふれたと感じたのか、取り巻き連中の顔が青ざめる。

「……う、うちらの勘かん違ちがいだったかも！」

　そのうち、一人が慌あわてた様子で訂てい正せいする。他の取り巻きもすぐさま同調したことで、程ほどなくして教室は平へい穏おんを取り戻もどした。

　それからはメイクが～とかあの雑誌が～などのリア充じゆうトークが繰くり広げられた。平常運転、すでに俺のストーカー疑ぎ惑わくなどどこへやらだ。

　これがトップリア充、綾崎絵麻の影えい響きよう力か。デートの時にも感じたが、やはりすごい。あいつのその日の気分一つで、周囲の反応や態度が一転するもんな。取り巻きのギャル共には今や奇き妙みような連帯感まで生まれている気がするし、綾崎恐るべしだ。

　当の綾崎は今では楽しそうに話しているが、その真意はわからない。今俺をどう思っているのかも、その表情からは読み取れない。

　俺は立ったままでいるのも不自然なので、昼食をとりに教室を後にした。

　味のしない昼食を終え、教室に戻って授業を机に突っ伏ぷして過ごす。

　その間中、なぜだか綾崎の視線を感じた。俺は絶対にそちらを向かないようにした。

　そうして迎えた放課後。

　早々に立ち去ろうと教室を出たところで、スマホが振しん動どうした。

　確かく認にんすると、綾崎からのＬＩＮＥだった。

『えまちょろ：先に部室行ってて』

　一いつ瞬しゆんだけそのまま帰ってしまおうかとも思ったが、そっちの方が後々面めん倒どう事ごとになりそうだったので、素す直なおに部室へ向かうことにした。

　職員室で鍵かぎを借りて、部室に入る。

　なぜだか、ひどく殺風景に感じた。それもそうか、今は騒さわがしい奴がいないんだから。

　棚たなに並ぶ漫まん画が本ぼんの一冊を手に取り、椅い子すに腰こし掛かける。

　これが本来の漫まん研けん部員らしい活動だ。いや、本当は内容や展開の解かい釈しやくについて部員同士で話し合ったり、その作品の名台詞ぜりふや名場面について語り合うものなんだろうけど。

　ここに置いてある漫画って、どれも十年以上前の古いものばかりなんだよな。多分、ろくに活動もしていないから部費が下りず、新しい本を買い足せないんだろう。

　全員入部制のこの学校の穴狙ねらいで入部した者ばかりで、モチベーションが低い奴らの集つどいであれば、自然と誰も来なくなるのは必然だ。そりゃ、部費も下りないよな。

　はぁ。

　なんというか、暇ひまだ。

　──ガラーッ。

　そんな風に考えていたら、扉とびらが勢いよく開いた。

　立っていたのは、予想通りの人物。

　けれど、その表情は見たこともないくらいの憤ふん怒ぬで歪ゆがんでいた。

「よ、よぉ、綾崎」

　つい怖おじ気けづいた俺は、愛あい想そ笑いを浮うかべて挨拶していた。

　しかし、つかつかと近付いてきた綾崎は俺の目の前に立つなり、

「──いててててっ！　いてえだろっ！　何すんだ!?」

「なんであんな噓ついたのよ!!」

　力いっぱいつねってきた手を振ふり払はらった途と端たん、綾崎はすごい剣けん幕まくで怒ど鳴なってきた。

　俺は自然と目を逸そらしてしまう。

「そりゃ、仕方なく……お前だって、噓はつくだろうが」

「あたしの噓は自分を守るためのものよ！　あんたの噓とは違うし！」

「それ、堂々と言うことか……？」

　綾崎は腕うでを組んで仁に王おう立だちする。

「当然。それならあたしがずるいだけで済むじゃん」

「は？」

「でもさ、小島の噓って、なんかこう、苦しくなるんだよね……」

　苦しくなる？　なんだ？　周りになんか言われたのか？

　あいつら、俺がせっかく噓までついたのに友達を傷付けるような真ま似ねしやがって……！

「ちょっと行ってくるわ」

「ちょちょ、待って！　あんた何か勘違いしてない!?」

「あ？」

　腕にしがみつく形で引き留めてきた綾崎を見ると、彼女はゆっさゆっさと胸を──いや、首を左右に振っていた。一いつ緒しよにいろんなものが揺ゆれていたので目が泳いだ。

「な、なんだってんだ、一体……」

「あんた今、どこ見てた？」

「見てねーよ」

「見てたじゃん」

「見てねえって！　お前の胸なんて！」

「ほら、見てたんじゃん」

　綾崎は誇ほこらしげに胸を張る。誘ゆう導どう尋じん問もんが上手いな、確かに立派だよ。

「椅子に座って」

　仕方なく言われた通りに座ると、綾崎は机を挟んだ向かいに座った。

「あんたの噓ってさ、自分を貶おとしめるものじゃん？」

「まあ、結果的にはな。だけどあの場合はしょうがな──」

「しょうがなくないでしょ。あそこで黙ってるなり、適当なことを言ってごまかしとけば、みんなあたしに訊きいてきたはずよ。あんたとの関係とか、全部ね」

「でも、結果的にお前の負担はだいぶ減っただろ？」

「だから、それよそれ。あんたさ、あんたが悪く言われているのを聞いて、あたしが何も感じないとでも思ってんの？」

　こいつが何を言いたいのかいまいちよくわからない。

　でも、俺のために憤いきどおってくれていることはわかった。昼休みのとき不機嫌そうになったのも、俺の噓うそが原因だったんだな。

「……悪かったよ。もう少し上手いやり方があったかもしれない」

「わかってくれればいいよ。でももう二度とああいうことはしないで。それと──ありがと。ちょっと……嬉うれしかった」

　綾崎は照れた様子で、視線を床ゆかに向けながら告げてきた。

　こいつは怒おこったかと思えば感謝してくる。感情表現が豊かというか、顔と一緒にコロコロと変わる奴やつだな。

「……結局、嫌だったのか嬉しかったのか、どっちなんだよ……？」

「だからっ……そんなの、どっちもに決まってんじゃん……」

　決まってんじゃん……なのか？　そんなのわかんないじゃん。

　とか冷やかしたらぶたれそうだったからやめておいた。すでにぶってきそうだし。

「あんた、ほんとにわかってんの？」

「何がだよ？　さっきから遠回しな言い方ばっかだな」

「それはあんたがっ、鈍どん感かん、だから……」

　言いたいことが言えなくてもどかしい、ってところか。数多あまたのギャルゲーをプレイしてれば、そのくらいのことは表情や仕草でわかるぜ。

　それどころか、俺は少女漫画を嗜たしなむまである。いわゆる感情の機き微びに関しては、相当触れてきていると自信を持って言える。

　だが、思ったよりリアルの難易度が高いことは認めよう。ギャルゲーの経験も実じつ践せんにはあまり役立たないことが最近わかってきた。

　さて。とりあえず、こいつが言うには外れているんだろう俺の答えを告げよう。

「お前は、俺の悪口を聞いたから怒ってる。それは俺がヘマをしたからだ。自分の友達に知り合いの悪口なんて言わせんじゃねえ──そういうことだろ？　ほら、わかってんだ──いてぇっ!?」

　話の途と中ちゆうでデコピンをお見み舞まいされたのだ！　机に身を乗り出してまでやることかよ！

「なんなんだよ一体！　間違ってるなら教えてくれよ！」

「あたしはねっ、あんたの悪口を、あんたの口からだって言ってほしくないのよ！」

「へ……？」

　言ってることが予想の斜ななめ上すぎて困こん惑わくしてしまう。

「それにあんた、その調子じゃ気付いてないんでしょうね。あんたが自分を貶めることで、一緒に他の人も貶めてるってことに」

「なんだよそれ……俺がお前を貶めてるって言いたいのか」

「そうよ。それにあたし以外にもいるわよ。言わないけどね！」

　なんだってんだ、ほんと訳がわからん。

「へーへー、それはわるうござんした。なんだかよくわからないけどな」

「なら言ってあげる。──あたしは、あんたのことを評価してるのよ。良い奴だし、面おも白しろい奴だと思ってる」

　やけに上からだな、おい……。

　それはともかくとして、なんだか悪い気はしない。

「で、それがどうしたってんだ……」

「だからね、あたしがいいなと思ってる人を侮ぶ辱じよくされるのは、たとえその本人だとしても嫌だってこと。だって、あたしの審しん美び眼がんを否定されているのと同じじゃない」

「そ、そういうものなのか……？」

　未いまだにぴんときていない俺を見て腹が立ったのか、綾崎は上うわ履ばきを脱ぬぎ捨てて机の上に上がり始めた。

　おいおい、何やってんだ、あぶねえだろ……。それにこの角度じゃパ──

「どう？」

　綾崎は笑っていた。

　スカートの裾すそをつまんで、狂きよう気きじみた笑えみを浮かべていた。

　その笑みの下の光景に、視線が釘くぎ付づけになる。

　ライトブルーのボーダー柄がら。

　昨日俺が選んでやった『パンツ』だった。

「感想は？」

　ごくり。

　問われ、生なま唾つばを飲み込む。

　やはり俺の目に狂くるいはなかった。

　素す晴ばらしい。

　三次元の女のパンツに、その造形美に、存在感に、これほど心を揺さぶられるとは。

　爽さわやかなライトブルーと穢けがれ一つない白が生み出す芸術的なまでの横よこ縞じま模様。細くもムチムチとした肉感がたまらない白い太ももが動くたびに、秘部を覆おおうその布の皺しわは煽せん情じよう的に形を変え、新たな世界を幾いく度ども創造し、変革し続けている。

　許されるのならば、もう少し近くで……

　そう思って自然と引き寄せられるように近付いたところで、スカートの裾がひらりと元の位置へ戻もどる。

「あうぅ……」

　俺は思わず主人との再会を求むる忠犬のようにか細い鳴き声をあげた。

　そんな俺を弄もてあそぶかのように、位置の高低差によりチラリと見え隠かくれする水色ボーダー。

　見たいのに、見えない。一度美食を味わったら戻れないというが、まさにそれだ。

　お預け。全すべてが見えてはロマンが無いという派は閥ばつもあることは存じ上げているが、こと今回に限れば俺はお預けされる状じよう況きようを作ってくれた先ほどのフルオープン状態にむしろ感謝をしてもいいと思えるくらいだ。

　ありがとう、裾つまみ。お預け最高。ハァハァハァ……。

「すごいわね、あんた……パンチラだけでどんだけ思考を巡めぐらせてんのよ……」

　さすがにドン引きした様子の綾崎。だけどな、仕方ないんだ！　俺はパンツが好きなんだよっ！

「認めてやるよ」

「は？」

「──お前はっ、二次元と三次元の狭間はざまを生きる人種であるとな！」

　ついに宣言してやった。

　これを認めるのは悔くやしいが、最強のパンツを身に着けた綾崎は今まさに間違いなく、俺にとっては素晴らしき声優の皆みなさんやアイドル達のように三次元を解げ脱だつしていたのだ！

　それほどの美として認めてやったというのに、綾崎は呆あきれた視線を向けてきている。

　そのまま綾崎は満足したのか机を下りて、椅い子すに座るなりこほんと咳せき払ばらいをして、

「でもあたし、このパンツ嫌いやすぎて二度と穿はかないかもな～。何がって、色と柄がねぇ。ボーダーって、世界で一番あたしに似合わない柄だしぃ～」

「馬ば鹿かもんがぁっ！」

「それはこっちのセリフだぁ！」

　つい勢いよく怒鳴った俺を、綾崎がすかさずチョップしてきた。

「いてて……何すんだ！」

「ね？　腹が立ったでしょ？　あんたが認めたものを馬鹿にされたら、すごく腹が立つでしょ？　つまりはそういうことよ」

　ドヤ顔で語る綾崎。しかし耳まで赤くしているものだから、全然様さまになっていない。

「お前、それを教えるためにわざわざ見せてくれたのか……」

「ま、まあね！」

「でも、どうして穿いてきたんだ？　実は気に入っていたり……？」

　綾崎はふいっと視線を逸そらして、

「……まあ、今日はある種の勝負のつもりで来たからね」

「つまりは、勝負下着と──ごばばっ!?」

　机に身を乗り出した綾崎に思いっきり口を塞ふさがれた。息ができなくて死ぬかと思った。

「それ以上は言ったら絞しめるから」

「はい、すみません……よく、わかりました」

　素直に謝った俺を見て、綾崎は満足そうに微笑ほほえんだ。

「わかってくれたならいい。じゃ、この話はおしまいね」

　ふふんと上じよう機き嫌げんに鼻を鳴らす綾崎は、ニコニコとしながら俺を見つめてくる。

「な、なんだよ……」

「ほら、だから、感想。あたしが描かいたネームの」

「はぁ？　ＬＩＮＥで送っただろーが」

「感想は直接のも貰もらいたいんですぅ～。同人誌だって直接手て渡わたしするのが楽しいって言うし、そのときのコミュニケーションっていうの？　そういうのもあるらしいじゃん！」

　恋こいに恋する乙女おとめな顔をして語る綾崎。これがパンツメインの同人誌に馳はせた想おもいなんだから、クラスの連中が知ったらさぞ幻げん滅めつするだろうな。

「ま、言えるわけないか」

「は？」

「いんや、こっちの話。──まあそういうことなら言ってやるよ。俺の一押しは一つ目、王道デートのやつだ。理由は簡単。安心設計、エロ萌もえパンツ描びよう写しや期待大。個人的にだが、普ふ段だんは絶対エロいことをしないような女子が自分からパンツを見せてくれたときなんて超ちよう萌える」

「あ～、さっきのあたしとか？」

「いや、お前は見るからに安売りしてそうだろ」

「は？　鼻血出す勢いだったくせに」

「出してねえし！」

「よだれは出てました～」

「くっ……」

　よだれは出てたやもしれん。

「ま、まあ、つまり、シチュエーションにしろパンツのセレクトにしろ、相あい性しようさえ合えば抜ばつ群ぐんの効果を出すってことだな」

「そんなパンツをレア防具みたいな言い方されてもね」

「その考え方は間違っていないからな。んで、二つ目だが、まあ悪くないんだがインパクトがな。初しよっ端ぱなからランジェリーショップだと、他に目移りしちまう」

「あー、あれどうだった？　三つ目。あんたへのお礼のつもりで描いたサービスネーム」

「最高だった。ぜひ完成版を見たいと思った。──今回は選外に置かせてもらうが」

「マジ？　んじゃあ、夏コミにでも引っ提げて参加しようかな！　売り子はお姉ちゃんとかに頼たのんで」

「おぉぉっ！　──ごほん。まあ、その話は今は置いとけ」

　夏が楽しみになってきたのは言うまでもない。申し込みは済ませてあるんだろうが、実現可能なのかとか、そもそも当選するのかどうかとかはまだ考えないでおく。

「じゃあ、一つ目で決定ってことで！」

「おい、いいのかよ、そんな軽い感じで。俺が言うのもなんだが、俺の意見を鵜う吞のみにするのはよくないと思うぞ」

　綾崎は勢いよく立ち上がって、

「いいんだよ！　あたしはまず、あんただって喜ばせたいわけだし！　──じゃ、さっそく作業に取り掛かかるから！　画えが欲ほしくなったらＬＩＮＥするから、すぐさま部室集合ねっ。バイバーイ！」

　綾崎はそう言い残すなり、本当に帰ってしまった。

　一人残された俺は、呆ほうけたまま椅子にもたれかかった。

「俺を喜ばせたい、ねえ……」

　俺のことも一読者として見てくれてんだな。嬉うれしい限りだ。

　でもそれだけじゃない。

　今回、あいつは俺なんかのために憤いきどおってくれて、そして俺なんかのために恥はじを忍しのんでパンツまで見せてきた。

　それは、俺が今まで嫌けん悪おしてきたリア充じゆう共じゃ決してやらないような行動だ。

　あいつは、他の奴やつとは違ちがう。

　薄うす々うすわかってはいたことだけど、あいつは嫌な奴じゃない。

　それはそうか。あいつは綾崎絵麻であり、同時に俺の恩人・アヤエさんでもあるんだから。

　今ではその共通部分も感じるし、本人だと言われてもしっくりくる気がする。

　なら俺はどうだ。

　俺はちゃんと役に立っているのだろうか。正直、自信はない。

　けど、せっかく協力しているんだ。どうせなら、悔くいが残らないように力ちから添ぞえしたい。

　アヤエさんの──綾崎の同人デビューを華はな々ばなしいものにしてやりたい。

　そのためには俺も自分が喜ぶために、もっと頑がん張ばらないとな！

　柄にもなくそう意気込んで、俺も部室を後にした。




　　　　◇




「ただいまー」

　家に着くと、ソファに座り込んで夕方アニメを見ながら、缶かんビールをあおる杏香姉の姿があった。

「あ～、シンちゃんおかえり～」

「嫌な出で迎むかえだな……。授業とかちゃんと出てるのかよ」

「ちゃんとフル単取ってまーす。それと、お弁当買ってきたから食べなよ～」

　こう見えて、杏香姉は頭が良い。ただの酒飲みオタクではないのだ。俺も試験前なんかは勉強を見てもらうことがある。……もちろん、シラフの時にだ。

　まあそのぶん、家事は出来ないんだよな。こうして弁当を買ってきてはくれるけども。

　杏香姉が買ってきてくれた唐から揚あげ弁当だけでは野菜が少ないので、サラダだけでも作ろうと思って冷蔵庫を開けると、中には禍まが々まがしい見た目のサラダらしきモノが入った容器があった。……これは沙弥お手製だな。

「サポートは料理以外でってあれほど……」

「妬やけますなぁ～、愛妻サラダですかな？」

　びっくりした、知らぬ間に杏香姉が真後ろに立っていたのだ。

「そんなんじゃねえって、つか酒くさい。離はなれてくれよ」

　本当はそれ以外の匂においもして気が落ち着かないのもある。だが、杏香姉はぐて～っと背中に抱だき付いてきた。

「シンちゃんはぁ～、シンちゃんが思ってる以上に、いろんな人からい～っぱい愛されてるんだからねぇ～」

　杏香姉のやつ、もうできあがってるのか。酔よってるとはいえ恥はずかしいことを言ってくれるぜ、この保護者代理は。

「愛が重いと潰つぶれちゃうくらいには繊せん細さいなんだぜ、俺は」

「だいじょーぶ、これでも普ふ通つうの人よりは少ないだろうから～」

　どっちなんだよ、てか何が大だい丈じよう夫ぶなんだよ。さっそく結構傷付いたんだが。

「ほら、サラダ取り分けるからテーブルについてくれ」

「お姉ちゃんはさやぴーのサラダいらな～い」

　それ本人の前でだけは絶対に言うなよ？　泣いちゃうから。

　俺は沙弥作のサラダを小皿に載せて、テーブルにつく。

「いただきます──うっ」

　さっそくサラダらしきモノをいただくと、口いっぱいに苦みやら辛からみやら甘みやらが謎なぞの粘ねばり気と一いつ緒しよに渾こん然ぜん一いつ体たいとなって押し寄せ、そのあと遅おくれて野菜のシャキシャキとした歯ごたえが伝わってきた。

　沙弥は隠かくし味とか言って有るものを手当たり次し第だいに加えるんだよな。花はな嫁よめ修しゆ業ぎようと称しようして家庭科部に入部すること早一年……まだまだ先は長そうだ。

「シンちゃんは一つのことに集中すると、周りが見えなくなるタイプなんだよね～」

「いきなりなんだよ」

　ほんと、いきなりだ。すでに視線はテレビに釘くぎ付づけだし、酔っているんだろうな。

「確かにトイプードルは可愛かわいいけどね～、やっぱ嫁にするなら柴しば犬けん──さやぴーが一番だよ～」

　マジで何言ってんだこの酔っ払ぱらい。何の話かさっぱりだぞ。

　……いや、嫁とか言ってたよな今。それに柴犬が一番ってたとえは、どっかで聞いたことがあるような……。

「……てか、杏香姉。今、沙弥を柴犬にたとえなかったか？」

　多分、失礼に当たるよな。沙弥が柴犬って、全然ぴんとこないし。

「あ～、さやぴーはどっちかっていうと、チワワかポメラニアンだねぇ～」

「ならやっぱ、トイプードルっていうのは……」

「あの美ギャルちゃん！　すらっとしてボンッ、キュッ、ボンッ！　なゴージャスボディだからね～。ま、意外とカップはＣくらいかもだけど～」

　この人、時々言い回しが古いんだよな。とても二十歳はたちの若者には思えないときがある。

　でも綾崎がＣカップというのは妥だ当とうな気がする。身体からだが細いからバストが強調して見えるだけで、案外そこまで大きくはないだろうというのが俺の見立てである。

　というか、杏香姉の話を遡さかのぼると、俺が綾崎に夢中になっているせいで沙弥を蔑ないがしろにしているって意味に聞こえるんだが！　考えすぎなのかね！

「心外だな。俺が夢中になっているのは同人誌制作で、そりゃあ綾崎は尊敬している人でもあったわけだけど、それとこれとは別っていうかだな……」

「ど～じんしぃ～？」

「──ッ！」

　まずった。ついペラペラと話し過ぎた。

　杏香姉を見み遣やると、未いまだにテレビの方を向いたままだった。

　よかった、酔っ払いが相手で。綾崎のことは誰だれにも言うなと言われているし、一応、親族相手だろうと守秘義務は守らないとな。

「ごちそうさまでした、と」

　そうして食べ終えてから、サラダの容器に水を浸ひたして部屋に戻もどろうとしたところで──

「ま、人の好意を素す直なおに受け取るのがイイ男、だからねっ」

　ニマ～ッとした笑えみを浮うかべてそう言った杏香姉の顔は、それほど赤くは染まっていなかった。

　ということは……

「は、ははは、さっきのはここだけの話なっ」

「わかってま～す。今日のことはぁ、お姉ちゃんとシンちゃんだけのナイショだよ～」

　うわ、うぜぇ。この女子大生、男だったらマジで一発ぶん殴なぐってるレベルだ……。

　まあ保護者代理としては優ゆう秀しゆうなんだろうな、こんなお節せつ介かいな助言をくださるなんて。

「へいへい、そりゃどーも」

　俺は部屋に戻るなり、ＬＩＮＥでメッセージを送信した。

『サラダさんきゅな、まあまあ美味うまかった』──と。








三章　ギャルＶＳ幼馴染









　あれから数日が経たった。

　今日は日曜だというのに珍めずらしく綾あや崎さきからの呼び出しもなく、俺はスーパーのタイムセールで食材諸もろ々もろを買って、ヘトヘトになりながら帰宅した。

　だが。

「よっ」

　そこにいることがあたかも当然であるかのように、タンクトップにショートパンツ姿の綾崎が俺の机の椅い子すに座りながら挨あい拶さつをしてきた。

「は……？　お前、どうしてここに……」

「いやね、あんたに見てもらおうと思って。下書き上がったんだ～。だから今日はショーパンなんでーす、小こ島じまちゃん残念っ」

　別に俺はお前のおパンツなんか見れなくても残念じゃねえよ──という反論は面めん倒どうなのでせずに、綾崎から手て渡わたされた液タブに映る原げん稿こうを読んでいく。

「──おぉっ！　これすげえよ！　なんだこれ！　超ちようエロ可愛かわいいじゃねえか！」

　本当にすごい……このクオリティをペン入れ込みでよく一週間弱で仕上げたものだ。

　活いき活きと原稿の中で動くミカサは健けな気げで可愛い。恥じらっている顔も、覗のぞき見えるパンツもベリーグッド！

「でしょ！　すごい完成度でしょ！」

「ああ！　これなら買う！　いや、買わせてくださいっ！」

　思わず叫さけんでしまった俺に対し、綾崎は呆あきれた様子で微笑ほほえんだ。

「別に、あんたは協力者なんだしタダでいいっての」

「いやいや、そんなわけにはいかんだろ！」

「もぉう、気が早いし。てかまだ仕上げ終わってないっつーの」

　照れくさそうに言う綾崎。

　それにしても、この原稿がさらに磨みがき上げられるのか。なんだかオラ、すごくワクワクすっぞ。

「ところでさー、小島」

「ん？」

「一つ、お願いがあるんだけど」

　しなを作って笑顔で合がつ掌しようしてくる綾崎。すごく嫌いやな予感がする。

「ものによる。言ってみろ」

「あんたさー、幼おさな馴な染じみのよしみで宮みや瀬せさんにパンツ見せてもらえない？」

「は？」

　自分でも信じられないくらいに冷え切った声が出て、綾崎がひぃっと悲鳴を上げた。

　いや、そんなに怯おびえられるとこっちが申し訳なくなるわ。

「ったく……それって、俺が沙さ弥やにパンツ見せてくれるよう頼たのむってことだよな？」

「う、うん……ダメ、かな……？」

「ダメに決まってんだろ。言ったら下手すりゃ通報されるぞ」

　またいろいろと誤解されるのは面倒だ。それにこれ以上騙だますような真ま似ねはしたくない。

　綾崎はうーんと唸うなり出してから何か閃ひらめいたように手打ちして、

「平気っしょ、減るもんじゃなし」

「お前それで押し切れると思ってんのか？　パンツ見るぞこら」

　すると、綾崎は「あたしが見せることで叶かなうなら……」とショーパンを自ら脱ぬぎ出そうとしたので、たまらずストップをかけた。

「あのなぁ、何度も言ってるけど、もっと自分を大事にしろよ。お前も一応女だろーが」

「一応とは失礼ね、これでも清せい廉れん潔けつ白ぱくな乙女おとめだっつーの」

　清廉潔白ぅ？　その見た目でよく言えたな。

「まあそれは置いとくとして、どうしてそんなことを頼んできたんだ？　もう内容と絵は決まってるじゃないか」

「えー、だってぇー、表紙絵のポージングとかアングルとか全然思い浮かばないんだも～ん」

　なるほど、同人誌の『顔』となる存在をすっかり忘れていた。

「今ので思い出したけど、宣伝絵みたいなものはピクシブに上げなくていいのか？」

「あー、それはいいや。あたしツイッターとかでも一応宣伝しといたし。今回は現場勝負よ！」

「いやまあ、お前が良いならいいんだけどさ……」

「で、いいの？　表紙用のサヤパン！」

「勝手に人の幼馴染を変な略し方で呼ぶな！」

　こいつはつまり、パンツを見られて恥ずかしがっている女の子の画えが欲ほしいということだよな。でもそれなら今まで通り、自分がモデルでいいんじゃないか？

「お前自身がモデルじゃダメなのかよ？」

「あたし、今回の作品では表紙にこう、ビビッとくる何かが欲しいわけよ」

「躍やく動どう感的な？　遠目に動画とか撮とれば、その辺りは解消されそうだが」

「あんたさ、あたしがあんたにパンツ覗かれてるところを動画撮さつ影えいして、後々それを見返しながら作業しろっての？　さすがにキモすぎ」

　今さら俺らの間に『キモい』なんて概がい念ねんがあったことに驚おどろくぜ。

　だって俺から言わせてもらえば、綾崎だって十分キモい。言葉を借りるならば、『キモすぎ』だ。

　でも俺は、そんな綾崎を嫌きらいじゃなかったりする。

　だから言ってやろう、今こそ。

「ふっ。キモすぎなんて、当たり前だろうが」

「は？　なに開き直ってんのよ。あんたとうとう頭おかしくなった？」

　ぐっ。耐たえろ、耐えるんだ、新あら太た。

「言っとくがな、俺もキモいがお前だって十分キモいんだよ、綾崎絵え麻まぁっ！」

　勢いよく指を差して宣言してやると、綾崎はみるみるうちに赤面した。

「は、はぁっ!?　あ、あたしが、キモいですって!?」

「そぉーだ綾崎！　お前はキモい！　すげえキモい！　だがな、綾崎。俺はそんなお前が、嫌いじゃないぜ？」

　キラン。決まったぜ。

「うえぇ……」

　いや何、その反応。吐はき気を催もよおしたように口元を押さえちゃってさ。てかカーペットは洗いづらいんだから、マジで吐くのだけは勘かん弁べんしてくれよ？

「なあ、綾崎絵麻よ」

「何よ、改まって」

　綾崎が睨にらみ付けてくるが、俺はそんな威い嚇かくに動じない。

　今日の俺は少しおかしい。多分、こいつの努力の結けつ晶しようみたいなものを見せられて、気持ちが浮かれている──というか、滾たぎっているんだろう。

　こうなったら俺だって進んでやる。踏ふみ込んでやる。

「俺は同志──いや、キモオタ仲間として、綾崎絵麻を歓かん迎げいしようと思う！」

「あんった、今あたしのことをキモオタって言ったわねぇ……？」

　あれ？　怒おこってる？

「え、えっと……なんなら、同志なだけでも……」

「いいや、あんたは今言ってはいけないことを言ってしまった。あたしはねぇ、キモオタじゃないのよ、隠かくれオタなのよ。強しいて言うならパンツオタ」

　世間じゃパンツオタとキモオタは同義だと思うんですが……。

「あんたは自分とあたしが同じブヒブヒ言ってるだけのオタだと思ってるんでしょうけどね、あたしとあんたとじゃ、決定的に違ちがうところがある」

「は、はい……？」

　綾崎は凄すごい形相で近付いてきて、俺はすぐさま壁かべ際ぎわに追いやられた。

　やべ、これあのパターン……

　──ドンッ！




「あたしはねぇっ、あんたと違って、世せ間けん体ていを気にしてるっ！」




　ビシャーンッ！

　壁ドンに続いて、俺の全身に落らく雷らいしたような衝しよう撃げきが駆かけ巡めぐった。

　世間体、だと……？

　考えてみればそうだ。

　学校という学生にとっての社会組織の中で、綾崎絵麻は超ちよう絶ぜつリア充じゆうトップカーストギャル。片かたや俺はというと、日ひ陰かげ者ものの地味オタ野や郎ろうだ。

　それにこいつはオタと言っても、自じ称しようしていた通り隠れオタだし、しかも絵師さんだ。同人作家としてのデビューも飾かざろうとしている。なのに俺はといえば、その同人作品を今か今かと楽しみに待つだけのただの消費型オタクだ。

　自分の今の位置に不満はない。ピクシブで毎日パンツ神を拝むたびにありがとうございますブヒィ！　と歓かん喜きする生活は刺し激げきがあって楽しいものだからだ。

　けれど、そんな俺と同じ土俵に上げられては綾崎が憤いきどおるのも当然のこと。俺は大きな勘かん違ちがいをしていたんだ。

　綾崎絵麻は、オタク活動中の自分と普ふ段だんの自分とを分けて生活している。

　だからそう、俺と綾崎は違う。

　綾崎と『オタ友』になるなんて、はなから無理な話だったんだ。

　真実を悟さとり、ズルズルと床ゆかにへたり込む俺。

　やっとわかったわね、とばかりにドヤ顔で離はなれていく綾崎。

　そして綾崎は仁に王おう立だちしたまま背中を向けて、

「でも……絵師・アヤエとしては、あんたみたいな奴やつとキモオタ仲間になってもいいっていうか……むしろ、望むところっていうか……」

「ふぇ……？」

　窓から差し込む夕日を浴びて、綾崎が赤面しているのではないかと錯さつ覚かくを起こしてしまう。

「それって……」

「だから、これからもこうしてオタク活動中はオタ友ってこと！　言わせないでよ、恥はずかしい！」

　振ふり返ってドヤしてくる綾崎は耳まで真っ赤に染めていた。錯覚じゃなかった。

　ドクン。

　今、俺の胸の高鳴りは最高潮に達していた。

　憧あこがれの絵師さん。

　そんな彼女と、友達になることが出来ただなんて。

　夢みたいだ。奇き跡せきとしか言いようがない。

　やっぱり伝えよう、俺の気持ちを。

「アヤエさん」

「へ？　はい……？」




「前からずっと、あなたのパンツを見てドキドキしていました。大好きです！」




　思いの丈たけを叫ぶと、アヤエさんは動どう揺ようしながらも「さんきゅ」と優やさしく微笑みかけてくれた。

　嬉うれしくなって、改めてサインでも貰もらおうかと思ったそのとき、アヤエさんの後ろ──窓の向こうに見える沙弥と目が合って、脳内がフリーズした。

　大きく見開かれた幼おさな馴な染じみの双そう眸ぼうが、確かに俺を捉とらえている。

　それから彼女はきょろきょろと挙動不ふ審しんに視線を泳がせてから、気まずそうに苦笑いをして手を振ってきた。

　……沙弥には、今の俺の告白を全部、聞かれていたんだろうな。

「ちょっと、小島？　大だい丈じよう夫ぶ？」

　放心してしまっていたからか、アヤエさ──綾崎が心配そうに声をかけてきた。

　俺は大きく深呼吸してから、頭をフル回転させて得た最適解を口にしようと思う。

「なあ綾崎。俺、さっきのお前の頼み、受けようと思う」

「え、マジ？　やった！　超嬉しい！」

「その代わりと言っちゃなんだけど、一つ、俺に提案があるんだ」

「へ？」

　──それを告げたとき、綾崎は渋しぶ々しぶといった様子で頷うなずいて。

「ま、信しん頼らいするオタ友の提案となれば、乗るしかないっしょ」

　言いながらはにかんだ綾崎の笑え顔がおに、不覚にもドキッとした。




　　　　◇




　月曜の放課後。漫まん研けん部室。

　その場には『三人』の生徒がいた。

　一人は俺。もう一人は綾崎。

　そして──

「──えっと、何かな」

　俺ら二人を見下すようにして立つ沙弥の姿があった。

　いや、物理的に見下されているのだ。

　……俺と綾崎は現在、並んで『土下座』をしていた。

「お願いします、事情は説明した通りなので、なにとぞ、なにとぞ貴女あなた様さまのおパンツを拝見させていただきたく思いまして──ぐはっ!?」

　お頼たのみ申し上げている最中に顔を上げようとしたら、後頭部を踏みつけられた。わざわざ上うわ履ばきを脱ぬいでくれるところが沙弥の優やさしいところだ！

「あっくんのえっち！　今顔を上げられたら見えちゃうんだからっ！」

「ぐぬぬ……あ、綾崎……」

　踏みつけられながら後を託たくすと、隣となりの綾崎が顔を上げた。

「そうなんです、あたし今すごく困ってて……昨日見た光景は夏の幻まぼろし──じゃなかった。とにかく、誤解なんです！　信じてください！」

　綾崎は踏みつけられなかった。軽い差別だ。

　しかしまあ、なぜこのような状じよう況きようになっているかと言うと、あの後俺たちは沙弥に一つの『噓うそ』をつくことに決めた。

　その噓とは、『綾崎の知り合いが同人誌を作っていて、非オタの綾崎はバイトとして協力している。たまたま事情を知ってしまった俺は、その絵師のファンだったので力を貸している。綾崎の知り合いと俺たちが直接顔を合わせることはない』──という、我ながら無理のあるものだ。

　昨日は沙弥の家に直行したのだが、会ってもらえなかった。よって今日、放課後を迎むかえた学校で半ば強ごう引いんに沙弥をここまで連れてきて、噓の内容を説明したのである。

「……えっと、事情はわかったし、別に怒ってないよ？　できれば力になりたいとも思うし。──でもね、その、あっくんにパンツを見せるっていうのは……だって、そういうことをするのって、もっと深い関係同士になってからかなって思うし……」

　どうやら俺のピュアすぎる幼馴染は、あんな噓を本気で信じてくれたらしい。

　まあ沙弥って、他人を疑うことを知らないもんな。

　その上で、この「あっくんにパンツを見せるっていうのは……」という拒きよ否ひ反応は、至し極ごく当然なものでして……。

　だが、隣の綾崎の『話が違うじゃん』と訴うつたえかけてくる視線が非常に鬱うつ陶とうしいので、ここはなんとか頑がん張ばってみようと思う。

「だ、だけどさ、ものは考えようだろ？　ほら、昔はよく一いつ緒しよに風ふ呂ろにも入ったじゃないか！　あんな感じでさ、俺たちの仲なんだし！」

「……あっくんは、その、わたしのパンツ、見たいの？」

「全然。──い、痛いっ、沙弥さん？　そろそろ足どけてくれませんかね……？」

　なんか踏みつけが強くなった気がするんだが！　俺なんか悪いこと言いましたかね！

　そこで、綾崎がすっくと立ち上がった。つられて立ち上がろうとしたものの、沙弥の足が未いまだにどいてくれないのでスタンドアップが出来ない。

「でもそうなると、小島にはあたしの友達のパンティを見てもらうことになるかなぁ」

　綾崎が妙みようなことを言い始めた。

「は？　そんな話は聞いてな──ぐはっ!?」

　綾崎まで踏みつけてきた──って、上うわ履ばき脱ぎやがれ！

「……あっくんが承しよう諾だくするなら、わたしは別に……」

「だってさ、仕方ないね。んじゃ小島、チカとユリだったら、どっちがいい？」

「何言ってやが──いぎぎっ!?」

　しゃがんだ綾崎に頰ほおをつねられた。……おとなしく合わせろと言ってる気がした。

「……どっちかと言えば、チカ」

「あっくん……？」

「へぇ～、チカかぁ。確かに、チカって姉あね御ご肌はだタイプだからリードしてくれそうだしねぇ～。参考までに、ユリを選ばなかった理由も訊きいていい？　あたし的には小こ悪あく魔まタイプなユリを選ぶと思ってたからさ」

　ユリってのは、綾崎の取り巻きの一人で、自分のことを名前で呼ぶゆるふわぶりっ子ギャルなあいつのことだよな。

「ああ、あれはダメだ。俺、苦手なんだよああいうの」

　なぜか沙弥の足がどけられた。解放されたので立ち上がると、なぜだか二人揃そろって続きを催さい促そくしてきた。

「いやな、綾崎グループの連中って基本レース穿はいてんだけどさ──ひぃっ」

　怖こわい怖い！　二人とも顔怖いから！

「聞けって。あいつらさ、基本的に全員パンツ見せまくってんだって！　たまたま見えただけなんだよ、まじで。床にう○こ座りなんかされたら見たくなくても見えるっての」

「わかったから、続けなよ」

「お、おう。──それでな、すんげえ見える連中だなって思ってたんだけど、ユリって奴だけはどうにも見えたためしがない。だけど、偶ぐう然ぜんにもスカートが机の角に引っかかってさ、たまたま一度見えたんだよ」

　二人のジト目が酷ひどい事になってる。信用ないなー、俺。しかも綾崎に関しては何か言いたげだが話を最後まで聞いてから、という感じだ。

「そしたらさ、ユリの奴、綿のジュニアショーツを穿いてたんだよ」

　……しーん、と。

　場を静せい寂じやくが支配した。

　たまらず俺は続ける。

「おかしいだろ？　普ふ通つう、更こう衣い室とかで女子同士なら見る機会があって、その話にもなってるはずだ。あの見た目と性格なら黒のＴバックとか穿いてそうだろ。なのにあの女、あえてジュニアショーツを穿いてるんだ。あざとすぎるだろ。もう俺は確信したね、あいつはクソビッチだと」

「あっくん、男の子なのにジュニアショーツを知ってるんだ……変態さん、なんだね」

　沙弥の憐あわれみの目が痛い、痛すぎる。

「まあ、あんたの意見についてあたしはノーコメントとして、一つ訊きたいことがあるんだけど」

　来たぞ。

「なんだ？」

「あんたさ、あたしのは見たの？」

　あたしのは、ってパンツのことだよな。なるほど、それが気になってたのか。

「安心しろ。お前はガードが固すぎて、全く見える気配がなかった。すごいよお前、階段を上がるときにはわざわざスカートの丈を下ろしたりしてたもんな」

　二人の鋭するどい視線がぶすぶすと突つき刺ささってくる。

「いやいや待てよ、違ちがうんだって。こいつ明らかに一人だけガード固かったし、三次元の中ではやけに整った顔してるし、ルックスだってモデル並みだし、メイク薄うすいくせに目がデカいから派手で目立つし、声とか綺き麗れいだからどこにいるかわかるし、仕方ないだろーが」

　言い訳をしたつもりが、目の前には顔を真っ赤に染める綾崎と、笑顔が引き攣つっている沙弥という、謎なぞの光景が広がっていた。

　なんだ？　俺、何かおかしなこと言ったか？

「えへへ……なんだ、そういうことかぁ。なんか、その……ごめんねっ」

　なぜか唐とう突とつに半泣きで出て行こうとした沙弥の腕うでを、俺たち二人は必死に引っ張る。

「ま、待てって、なんかまた誤解してるぞ！」

「そ、そうよ、こいつってただのパンツ好きっていうか！　だから宮瀬さんのパンツもきっと好きだし！」

「何言ってんだお前……」

「でもさっき『全然』って言われたし。わたしのパンツは嫌きらいなんだよきっと！」

　やけになっているようにも見える沙弥。

　綾崎は俺に頷きかけてきて、通じてしまった俺は仕方がないから事前に決めていた最終戦法（綾崎立案）を使うことに決めた。

　これが効果あるとは思えないけど……まあ、ここは作戦立案者を信じよう。

「沙弥」

「何っ？」

　勢いよく振ふり返った沙弥は今にも泣き出しそうで、一いつ瞬しゆん気け圧おされてしまったが、気を取り直してその両りよう肩かたを摑つかむ。

　そして真しん剣けんに告げる。




「頼む、俺にはお前が必要なんだ」




　俺の言葉を受け、どんな罵ば倒とうが返ってくるかと思いきや、

「……わたしで、よければ」

　顔を紅潮させた沙弥は目をぱちくりとさせながらそう言った。

　綾崎渾こん身しんの策は、なぜだか見事に成功したのだった。

　それから、気の変わらないうちに俺んちに向かうことになった。

　よって、俺たち三人は並んで下校していたのだが。

「おい、これいいのか……？」

　下校途と中ちゆう、周囲からの視線が集まる中で綾崎に尋たずねると、笑え顔がおのまま頷うなずいた。

　どういうことだ？　沙弥がいれば俺の存在なんて霞かすむってことだろうか。

「でもわたし、どれ穿こう……うぅ、迷っちゃうよぉ……」

　沙弥が何やらもじもじと悩なやんでいるな。ここは俺の出番のようだ。

「えっとだな、お前なら変に気張らずいつものやつでいいと思うぞ。あの、ひよこプリントのパンツとか。お前あれお気に入りみたいだし」

「…………」

　顔を真っ赤にして黙だまり込んでしまった沙弥。

　次の瞬間にはバシッと後頭部を引っ叩ぱたかれて、それが綾崎によるものだとわかったので睨にらみ付けた。

「お前、いきなり何しやがる！」

「あんたこそ、ここが公衆の面前だって忘れてない？　内輪ネタは当人達だけの空間にしなさいよ」

「えっ、できればどこでも言われたくないんだけどな……」

「「あ、そっか」」

　確かにデリカシーに欠けていたかもしれない。俺も、綾崎も。

　先ほどから沙弥がチラチラと俺と綾崎を交こう互ごに見つめてくるのだけど、また何か変な誤解をしてるんじゃないかと心配になる。

　それよりも心配なのは、これから先の実じつ践せん作業なわけだが。




　　　　◇




「なんか、落ち着かねえな……」

　帰宅した現在、俺の部屋には女子二人が居座るという落ち着かない状じよう況きようとなっていた。

　だというのに、綾崎はまるで自室のようにくつろいでいる。

「そういえば、宮瀬さん。さっきの話だけど、あたしが持ってきたやつを穿いてもらうからそのつもりで。それと、服もね」

　結局、沙弥は自分の家には戻もどっていない。つまりは、すでにひよこプリントのパンツを穿いていたということだろう。

　だというのに、綾崎は自前のおパンツを穿けと言う。

「えーっと、そういうことはもっと早めに言ってほしかったな～……」

「おい沙弥、それでいいのか？」

「え？　どういうこと？」

「ひよこさんはお前のアイデンティティだろうが！　それを他の奴やつに渡わたされたものにホイホイ穿き替かえるなど自分というものを──」

「はいはい、着替えるからあんたは出て行ってねー」

　綾崎に追い出され、俺は仕方なく部屋の前で立ち尽つくす。

　すると、中から声が聞こえてきた。

「えっ、自分で穿けるよ！」

「いいじゃん、宮瀬さんはモデルなんだし～」

「嫌いやっ、やめっ、きゃっ」

　なんというか、エロボイスにしか聞こえないんですが……いや、間違ってないのか。

　けれど、俺は悪くないはずだ。着替え一つのために、わざわざ家主である俺がリビングまで行く必要はないだろうし、エロボイス付きなんて聞いていないからだ。

「えっ、うそ……これを着るの？」

「はいはい、さっさと着替える。あたしも一いつ緒しよに着てあげるから」

「でも、このままでも良いと思うんだけど──きゃあっ！　わかった！　自分で着替えるから！」

「へぇ～、宮瀬さんってイイ身体からだしてるね。肌はだもスベスベしててクセになりそ」

「そ、そんなっ。それを言ったら綾崎さんこそ……」

　まずいな、これは非常にまずい。今の会話を俺が聞いていたなんて知れたら、きっとまたよからぬ事態になるだろう。

　よって、俺は抜ぬき足差し足でその場を離はなれようとしたのだが、

「あんた、何やってんの？」

　扉とびらから顔を覗のぞかせた綾崎が、ゴミクズでも見るかのような目で俺を見ていた。

「えっと……終わったか？」

「うん。だから入りなよ、変態」

「ぐっ」

　全すべてお見通しってわけか、このエスパー女め。

　綾崎に続いて室内に入るなり、俺は驚おどろいた。

　なんと、沙弥が長なが袖そでセーラー服を着用していたのだ。紙地に赤リボンという王道。一瞬、綾崎がどこぞの中学生でも拉ら致ちってきたのかと思って心配になったぞ。

　ついでに、綾崎までセーラー服を着用している。こちらは半袖の夏服仕様だ。

「どうよ？　可愛かわいいでしょ」

　綾崎は自信ありげに尋ねてくるが、うーん、これは……

「うちの中学って、女子はセーラーだったんだよな。だからタイムリープしたのかと思ったくらいでだな──って、なんだよ」

　綾崎がしかめっ面つらで必死に首を左右に振っている。その隣となりに立つ沙弥は気のせいか、先ほどよりも元気がないように見える。

　……なるほど、モデルのモチベーションを上げろってわけか。

「いやでも、あれだな、沙弥にはやっぱセーラー服が似合うな」

「ほんと？」

「おう、なんか若返ったみたいでさ──いてっ!?」

　綾崎から飛び蹴げりをお見み舞まいされたのだ。なんだよ、リアル女子は若く見られると喜ぶもんじゃないの？

　にしても、セーラー服というチョイスは安直過ぎだろ。そりゃ、確かにキミカノのヒロイン達はみんなセーラー服だったわけだが、スカートは大差無いんだから、その辺は神絵師様の裁量でどうとでもなる気がするんだが。……あと、綾崎は着る必要なかっただろ。

　沙弥は何やらそわそわしている。トイレだろうか。

「行ってこい」

「あっくんってば、トイレじゃないよ！　──これ、ちょっと上がぶかぶかだなって思って……スカートはキツめなんだけど」

「ああそれ、あたしの中学のときのやつだから、サイズとかは我が慢まんしてね」

　綾崎の中学の制服だったのか。どうりで夏冬両方あるわけだ。こいつが今の恰かつ好こうで登校している姿とか、想像するとちょっと笑えてくる。まあ、意外と似合っているが。

　てか沙弥、上がぶかぶかでスカートがキツいってのは──

「──わたし、帰る……」

　事の真相に気付いたらしい沙弥が半泣き状態で部屋を出て行こうとしたので、俺と綾崎はなんとか引き留める。

　……なんかこの展開、数時間前にも見た覚えがあるな。

　なんとか俺と綾崎で説得して、沙弥を定位置である壁かべ際ぎわに立たせる。

　そして俺も、指示されるがままに沙弥の前に立つ。

「唐突だけどさー、小島ってフロントとバックならどっちが好き？」

「フロント」

「言うと思った」

「二人とも、一体なんの話を……」

　沙弥がタコみたいに茹ゆで上がった顔でショート寸前になっていた。

「こいつどうしたんだ？　ああ、バックとかフロントって言っても体位の話じゃ──ぶばべっ!?」

　アヤエ氏の制裁ミドルキックいただきましたー。

　反省しなくては。沙弥だって年とし頃ごろの女子だ。そういうことを知っていても全然おかしくないよな。

　よし、仕切り直して。

　俺は沙弥の目の前でしゃがみ込んで、パンツを覗こうとする。

　すると、沙弥は──

「おい、その顔はやべえだろ」

「カット。宮瀬さん、その顔は十八禁になるからもっと力抜いて」

　そう、沙弥は早くも達しそうな顔をし──ぶばべっ!?

「──いてえなっ!?　何も言ってないだろ!?」

　アヤエ氏の制裁ミドルキック──改め踵かかと落おとしがお見舞いされたのだ。……肩かた痛い。

「エロいこと考えてるのが見え見えなのよ。あんた、三次元には興味ないんじゃなかったの？」

　綾崎は割とガチで怒おこっているように見えた。

　俺だって別に、欲情したいわけじゃない。

　ただ、パンツってものは好きだし、それは三次元のパンツそのものだって例外じゃない。三次元の女子が例外ってだけでな。

　それにしても、沙弥は裾すそを押さえたままで、これじゃあパンツが全く見えないぞ。

　そこで綾崎がビデオカメラを片手に、

「宮瀬さん──いえ、ミカサちゃん。貴女あなたは今、愛する人を受け入れる立場にあるのよ。大だい丈じよう夫ぶ、優しい人であるのは貴女が一番よくわかっているでしょう？」

　こいつ何言ってんだ？

　だが、不思議と目の前の沙弥はその手を少しずつどけ始めた。表情はまだ梅干しを口に含ふくんだように強こわ張ばっているが。

　綾崎がそこで何やら顎あごでくいくいと示してくる。

　さすがに意味がわからなかったけれど、なんとか沙弥の表情を和やわらげようと努力してみることにする。

「ミ、ミカサ、君のパンツが見たいんだ！」

　……リアル幼おさな馴な染じみ相手に何言ってんだ俺。

　自分で演じていて馬ば鹿からしくなってきた。第一、沙弥は『キミカノ』未プレイ、アニメ版も未み視し聴ちようなんだから、いきなりミカサとか言われてもよくわからないはずだ。

　けれど、沙弥は少しずつ表情を和らげて、俺の顔を見つめてきた。

　表情は……ギリギリセーフ。そしてその手は指示通りに、ワァッと驚いた様子で広げてみせた。

　その瞬間、俺の目に飛び込んでくる。

　純白。

　細身の太ももの付け根に位置する穢けがれなき白布。

　それは──紐ひもパンだった。

　恥はじらいに身を揺ゆらすたび、紐がふりふりと踊おどり出す。

　布地の薄うすさが目を惹ひき、透すけて見えそうで見えない、そんなロマンを感じさせる。

　その全ぜん貌ぼうは完全には見えない。だがそれがイイ！

　チラと見える、いや、七割ほどは見えている。

　と、そこでミカサ──否いな、沙弥がスカートの裾を押さえた。

「もう、無理ぃ……」

　恥じらいに悶もだえる沙弥はうずくまってしまい、綾崎を見み遣やると、彼女はウインク交じりにグーサインを出してきた。
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「はぁ～～～っ！　終しゆう了りよう～～～っ！」

　俺は全身から脱だつ力りよくして、どさりと床ゆかに倒たおれ込む。

「おつかれーっ、二人共！　こうなれば最高の同人誌に仕上げて、その後は三人で打ち上げしよー！」

　綾崎はるんるん気分で語っているが、ずいぶんと気楽なもんだな。

　てか、

「（おい綾崎、沙弥の前だぞっ）」

　綾崎はハッとしてから、取り繕つくろうように笑え顔がおとなった。

「な、な～んて、描かくのはあたしの知り合いなんだけどねっ。でも打ち上げはしたいなって思っただけで、その、あはは……」

「ん？」

　沙弥はきょとんとした様子で首を傾かしげた。……この子が天然で良かったよ。

　俺は綾崎の気を引き締しめてやるつもりで耳打ちする。

「（お前、まだ表紙を描いていないわけだし、仕上げも残っているんだろ？　それに、脱だつ稿こうしないとイベント当日云うん々ぬんの話じゃないぞ。第一、当日どれだけ売れるかもわからないのに打ち上げの話って──）」

「あー、聞こえなーい。あたし何にも聞こえなーい」

　こいつ、現実から目を背そむけたかっただけか。ほんとはだいぶプレッシャー感じてんな。

「えっと、あと何が残ってるのかわからないけど、わたしも応おう援えんするよ。頑がん張ばってね！」

　沙弥はすっかり元通りの能天気っぷりだな。けど、今の綾崎に「頑張って」と言うのはだいぶ鬼き畜ちくだ。軽い追い打ちだ。……まあ、真実を知らないんだからしょうがないが。

「ありがとー、がんばるー……」

　あーあ、お得意の太陽スマイルも引き攣つってるよ。

「あ、わたしお茶いれてくるね～」

　沙弥（セーラー服Ｖｅｒ．）はそう言って部屋を出ていった。

「なにあの子、良い子すぎじゃない？　うちに欲ほしいんだけど」

　綾崎が素すでオッサンみたいなことを言い始めた。

「まあ、性格はお前の五百倍くらい良いだろうな」

　バシッと蹴りを入れられた。そういうとこを言ってるんだがな。

　と、綾崎はそこで腕うでを組んで改まる。

「……ごめんね、あたしのために噓うそつかせちゃって」

　急にしおらしくなったな。……意外と気にしてるってことか。

　仕方ない、少しフォローしてやるか。

「まあ、誰だれかを傷付ける目的の噓じゃなきゃ、沙弥は許してくれるだろ。それにいざとなったら、また俺も一いつ緒しよに土下座してやるしさ」

「ふふ、ありがと」

「え、あ、ああ……」

　こいつから素す直なおに感謝なんかされると、なんだか背中の辺りがむず痒がゆくなる。

　なんとかこの空気を変えないと。

「それと、俺は暇ひまだからな。イベントの当日に人手が必要なら、売り子ぐらい手伝ってやってもいいぞ」

「え、マジ？」

「おう、マジだ」

「やった！　超ちよう助かる！　嬉うれし～っ」

　俺が売り子の手伝いを申し出ることは予想していなかったのか、すごく嬉うれしそうだ。

　どうやら元気も戻もどったようだし、これで空気も変わったかな。

　綾崎はそこでずいっと距きよ離りを詰つめてきて、

「てかさ、あんたも一緒にサークル入らない？」

「えっ？」

　……サークル？　俺が？　綾崎と、一緒に？

　そんな誘さそいを受けるなんて全く予想していなかった。驚おどろきすぎて一いつ瞬しゆん、思考停止しかけたぞ。

　なんとか気持ちを落ち着けてから、冷静に考える。

　サークルか。正直、すごく有あり難がたい誘いではあるんだが……。

「うーん、ちょっと考えさせてもらっていいか？　俺は一応、こうして手伝うのは今回限りのつもりだったし……」

　綾崎は数秒ほどぽかんと呆ほうけてから、

「あ、うんっ、そうだよね！　ごめん、いきなり……。いや、悪いね、すっかりサークルメンバー並みに酷こく使ししちゃって。サークル初めてだからよく知らないけど」

「なんだよ、知らないで言ったのかよ」

「あはは……」

　綾崎は笑顔だったが、それは見たことがないくらいにぎこちないものだった。

　くそ、また変な空気になっちゃったじゃないか……。

　そう思ったとき、救いのように扉とびらが開いた。

「──ねえ綾崎さん、ご飯食べていく？　わたし今日、カレーを作ろうと思うんだけど」

　扉からひょっこり顔を覗のぞかせた沙弥（セーラー服＆エプロンＶｅｒ．）が恐おそろしいことを言い出した。どうやら救いではなく破は滅めつをもたらす存在だったようだ。

「あ、じゃあ頂こうかな──」

「や、待て、俺が作る。俺のを食べていけ」

「え～、どうして？」

　え～、じゃないだろ。どうして、ってのもおかしいだろ。俺たちを滅する気か。

　エプロン着用でやる気満々のところ悪いが、俺はまだ生きていたいんだ。

「てか、あんた料理できんの？」

「そこのダークマターを創造せし者に比べればな」

「あー、ベタな弱点があるのね」

「綾崎さんまでひどいよ～」

「じゃあ、すぐ作るから、二人とも手を洗ってこいよ」

「「はーい」」

　────。

　それから綾崎は、俺お手製のカレーを食べて帰っていった。

「あっくん、綾崎さんと何かあった？」

　皿洗いの最中、隣となりで手伝ってくれていた沙弥が唐とう突とつに尋たずねてきた。

「……別に。どうしてだ？」

「えっと、わたしがお茶をいれて戻ってから、綾崎さんが元気なさそうに見えたから。最初はわたしが料理するって言ったせいかもと思ったんだけど、あっくんの美味おいしいカレーを食べてるときもずっと落ち込んで見えたから、ちょっと心配で」

　沙弥はどうでもいいことには疎うといけど、大事なことにはちゃんと気付くんだよな。

　俺なんかとは正反対だ。

「俺も一つ、尋ねていいか？」

「うん」

「俺と綾崎、どう見えた？」

　我ながら変なことを尋ねたと思ったが、沙弥は冷やかすこともなく少し考えてから、

「仲良しに見えたよ、わたしには」

「仲良し、ねえ……」

　少し言うか躊躇ためらってから、

「俺さ、クラスであいつと話したことないんだよ。おかしな話だろ？　放課後は部室で散々話すし、休日だって会ってるのにな。──あ、会ってるのはもちろん、例の同人誌の手伝いでな」

「怖こわいんだね、あっくんは」

「えっ」

　その言葉に困こん惑わくしてしまう。

　沙弥はなぜだか嬉しそうに微笑ほほえんできた。

「な、なんだよ」

「ううん。ただ、ほんとに綾崎さんには感謝しなきゃなって思ったの。だって、あっくんがまた他の人を信じようとしてるのも、綾崎さんのおかげだから」

「そんな大層なものじゃないだろ。俺も、あいつも、ただ自分のやりたいようにやってるだけっていうかさ……」

「うん、そうかもね」

　沙弥は嬉しそうに言う。

　沙弥の言っていたことを、頭の中で反はん芻すうする。

　怖い、か。

　そうかもしれない。

　オタクとしての綾崎とは友達になれた。

　けど、みんなの知る綾崎絵麻とは友達になれていないんだ。

　それが怖い。

　どちらのあいつが本物なのか、なんて考えるのは間ま違ちがっているし、どちらもきっと本物なんだろう。けど、一度デートをしたときに垣かい間ま見みたカリスマＪＫなあいつと、果たして仲良くやっていけるかどうか……その、自信がないんだ。

「やめだやめ。ひとまずは、イベントの成功あるのみってな！」

　自分を鼓こ舞ぶするように独り言を呟つぶやくと、帰り支じ度たくを始めていた沙弥がふふと笑った。

　そうだ。

　答えはイベントを終えてから出せばいい。

　それでいいじゃないか。




　　　　◇




　翌朝。

　今日も今日とて教室に入ると、綾崎はすでに登校していた。

　窓まど際ぎわの自分の席で、ギャル連中と普ふ段だんのように仲良く談だん笑しようしている。

　それは俺の知る日常とは別世界の光景のようで。けれど、勝手に奴やつらから蔑さげすまれていると決めつけて切り離はなしていたつい数週間前とは、その光景は別物のように見えた。

「つーか、またパンジマがこっち見てんだけど」

　着席するなり、ギャルの一人──チカが俺に気付いてダルそうに言った。

「えー、ユリあの人ホントに無理なんですけどぉ～」

　へいへい、それはお互たがい様だよ。

　俺は何も、会話の標的にされたいから見つめていたわけじゃない。

　きっと、関かかわり合いたかったんだ。

　ちらりとこちらを見てから、すぐに興味関心のないように視線を逸そらしたあいつと。

　けど、それは無理な話だ。贅ぜい沢たくな望みだ。

　だって俺たちは、住む世界が違うんだから。

　わかっていたことなのに、今さらその事実に対してやるせなさを感じてしまう。

　俺は雑念を取っ払ぱらうように机に突つっ伏ぷして、ただひたすらに始業の時を待った。




　──ブブブッ。

　スマホのバイブで目が覚める。

「もう、放課後か……」

　一日を抜ぬけ殻がらのように過ごしていたら、いつの間にか授業が終わっていた。

　これが燃え尽つき症しよう候こう群ぐんってやつだろうか。正確にはまだ原げん稿こうは完成していないわけだが、もう俺に出来ることはほぼ残っていないわけで。

　おっと、新着メッセージを確かく認にんし忘れていた。

　差出人は綾崎で──

「あのアマ……」

　綾崎は『まだ爆ばく睡すいなう？』というメッセージとともに画像を添てん付ぷしてきており、そこにはよだれを垂らして文字通りに爆睡する俺の姿があった。場所が教室だし、おそらく授業中に撮とったやつだろう。あの女、いつの間に隠かくし撮りなんてしていやがったんだ。

『そんなことより、脱だつ稿こうはできそうなのか？』──送信、と。

　案の定、すぐさま返事がきた。

『えまちょろ：うんっ、良い感じ！　完成したらあんたにも読ませてあげるから、楽しみにしといてよねっ』

　ならよかった。

　本当に、俺のお役は御ご免めんって感じだな。

　……いや、でもまだ何かあるはずだ。

　ためになるかはわからんが、話題の提供も兼かねて情報共有をしとくか。

『それと参考になるかわからんけど、ミカサのすげえ同人があってさ。【ｃｏｒａｌ＊】って人の【ミカサと過ごす休日】って作品なんだけど、お前知ってるか？　俺、あれで【ｃｏｒａｌ＊】さんのファンになっちゃったぜ』──送信、と。

　その作品は全年ねん齢れい対象だが、キュンキュンくる恋れん愛あい模様に思わず唸うなったものだ。それに端はし々ばしから、原作への強いリスペクトを感じた。

　俺はオススメする意味合いも込こめて、そんなメッセージを送ったわけだが。

　……待てども待てどもメッセージが返ってこない。

　確認すると、既き読どくにはなっていた。だとすると、何かしらのトラブルに巻き込まれたりしたのだろうか。

「──って、んなわけねえだろ。乙女おとめか、俺は」

　夕暮れ時の教室で、女子からのＬＩＮＥを待つ俺。……うぅ、気色悪すぎて穴があったら入りたい気分だ。幸い周りには誰だれもいないし、早々に帰るとしよう。

　家に着く頃ころには、返事もくるかもしれないしな。

　しかし、その日は綾崎からのメッセージがくることはなかった。




　　　　◇




　それから一週間が経たった。

　だが、綾崎からの返事は相変わらずなし。

　それどころか、あれからいくつメッセージを送ろうが、全すべて既読スルーしやがる。

　腹立つぜ、一体何を考えてやがる。俺が何かしたってか。

　朝、教室に入ると、いつも通りにギャル連中と談笑する綾崎の姿があった。

　ったく、メイクはばっちり決めてくるくせに、俺にＬＩＮＥを返す暇ひまは無いってか。

　着席してから、ギャル共の耳みみ障ざわりなトークをシャットアウトするためにイヤホンを付けようとしたところで、

「えまっち？　どした？」

　チカとやらの動どう揺ようする声が聞こえたので、そちらを横目に見ると、綾崎がウトウトと眠ねむそうにしていた。

「──ハッ。……えっと、ごめん、なんだっけ？」

　意識を取り戻もどしたらしい綾崎は、取り繕つくろうように笑みを浮うかべた。

「なんだ～、寝ね不ぶ足そくかよぉ～。原因はなに、彼氏？」

「あはは、そんなんじゃないってば」

「え～、エマっちの彼ピが寝かせてくれなかったのぉ～？　きゃあ～、ゾッコンだぁ～。ユリもっとその話聞きたぁ～い」

　すげえ猛もう攻こうを受けてるな。本当は同人誌の原稿作業を頑がん張ばっていただけだろうにさ。

　こんな奴らを友達と呼ぶのなら、俺はやっぱり友達なんかいらないと思う。だってそうだろ？　気き遣づかいもせず、困ることを平気でする。俺からすれば、上辺の関係でしかないように見える。てか、綾崎が必死で否定したがっているのがわからないのかよ。

　とことん邪じや魔まをしやがって。もう我が慢まんならん。こうなったら、力ちから技わざだ。

　そう思って立ち上がろうとしたとき、綾崎と目が合った。

　綾崎は静かに、小さく首を左右に振ふった。

　俺はそれを見て、おとなしく机に突っ伏した。

　そうだ、前にも言っていたじゃないか。俺が悪口を言われるようなことはするな、と。

　危ない危ない、また綾崎に余計な心配をかけるところだったぜ。

　──ブブブッ。

　そこでＬＩＮＥの新着があり、

『えまちょろ：余計なことしないでよね？』

　久々にメッセージが来たかと思えばこれだ。

　わかってるって、今回は踏ふみとどまっただろうが。

　で、俺の返事は当然のように既読スルー。思わずスマホを床ゆかに投げつけそうになった。

　そんなこんなで迎むかえた昼休み。

　思い当たる節のないシカトの連続で、堪かん忍にん袋ぶくろのなんとやらが切れた俺は、タブーを犯おかすことに決めた。

　綾崎が席を立ったところで、俺は後に続いて廊ろう下かに出たところで声をかけた。

「おい、綾崎」

　もちろん、周囲に人がいないのは確認済みだ。

　だというのに、一度足を止めただけで、またすぐに歩き出した。

「おいって」

　俺は自然と腕うでを摑つかんで引き留めていた。

　すると、振り返った綾崎は、

「は？　何すんのよ」

　冷たい声。鋭するどい視線。身に覚えのある、他た人にん行ぎよう儀ぎな態度。

　部室や俺の家で話すときとは違いがありすぎて、まるで別人格だ。同じ学校なこと以外は接点などない、ギャルと陰いんキャオタクの間あいだ柄がらに戻ったかのように。

「お、お前、なんで無視すんだよ」

　なんとか絞しぼり出した声は、自分のものとは思えないほどに掠かすれていた。

　綾崎は周囲を見回してから、俺を睨にらみ付けてきた。

「別に、無視してないでしょ」

「無視してるだろうが、既読スルーしやがって」

「それはっ……忙いそがしいから、返事する暇がなかっただけ」

　ここで視線を逸らされると、言い訳をしているようにしか見えないんだが。

　というかこいつ、目の下に隈くまがないか？　ファンデーションじゃ隠しきれていないくらい、くっきり濃こいぞ……。

　隈に見入ってつい黙だまり込んでいたら、綾崎は手を振り払はらってトイレに入っていった。

　あんまり眠れていないんだろうか。原稿の進しん捗ちよくは大だい丈じよう夫ぶだろうか。いや、それよりも体調が大事だよな……身体からだを壊こわしたら元も子もないわけだし。

　でも、印刷所に入にゆう稿こうするならそろそろ完成していないといけないよな？

　いけないいけない。作家の体調が第一だろうが。

「というか、俺が邪魔してどうするんだよ……」

　今、気付いたのだ。

　俺が今日こうして接せつ触しよくすること自体が、綾崎にとって大きな負担になるってことに。

　それにもしかしたら、ＬＩＮＥでメッセージを送っていたことも全部、少なからず負担になっていたのかもしれない。

　そう思うと、途と端たんに罪悪感が込み上げてきた。

　違うんだよ、俺はただあいつの助けになればと思っただけなんだよ。

　くそ、こういうときに言い訳を聞いてくれる友人の一人もいないのかよ、俺には。

　俺はもう、イベント当日を無事に迎えられるよう、ただ祈いのって過ごすべきなのかもしれない。で、当日の売り子を精せい一いつ杯ぱい頑がん張ばって、それで終わりだ。

　終わり、か。

　このままサークルに入らなければ、俺と綾崎はまた、クラスの陰キャオタクとリア充じゆうギャルなだけの関係に戻るんだろうな。

　もちろん、ファンとしては絵師アヤエをこれからも応おう援えんし続けるつもりだ。

　ただ全部、何もかも元に戻るだけだ。綾崎絵麻というＪＫと邂かい逅こうを果たす前に。




　　　　◇




「はぁ」

「あっくん、ため息三回目だよ」

　自宅のキッチンで調理中、隣となりで手伝ってくれていた沙弥が心配そうに声をかけてきた。

　どうやら俺はため息をついていたらしい。気付かなかった。

「わりいな、幸せ逃のがしちゃって」

「あっくんって、わかりやすい人だよね。落ち込んでるときは特にそう」

「別に、落ち込んでねえよ」

「綾崎さんと、何かあった？」

　諭さとすように尋たずねられ、俺は愚ぐ痴ちを零こぼすように返答する。

「あいつ最近、綾崎絵麻なんだよな」

「……ん？　ごめん、どういう意味？」

「だから、ちょっと前の綾崎絵麻よりもより綾崎絵麻らしいっていうかだな、とにかく、すげえ俺にとって綾崎絵麻っぽいんだよ」

　沙弥はニコニコしながら額に触ふれてきた。

「熱はねえよ」

「ごめんね、言ってる意味がよくわからなくて。えへへ」

「だからつまり、アヤエさんっぽさが──いや！　なんでもない！　忘れてくれ！」

　危ない危ない、ついあいつの秘密をバラすところだった。

　今のはセーフ、だよな……？

　沙弥はしばらく考え込んでから、何やら納なつ得とくがいった様子で頷うなずいた。

「アヤエさんっていうのは、あっくんが中学生のときに見つけた、すごく絵の上手うまい人のことだよね？」

「えっ、そうだけど……」

　もしや、アウトか？　バレちゃったのか？

　ごめん綾崎、俺──

「もしかしてだけど、あっくん達がお手伝いしてる人って、そのアヤエさんって人なのかな？」

　セーフ……純度百パーセントの天然万ばん歳ざい。

　これくらいは、いいよな。

「よ、よくわかったな」

「えへへ、あっくんがさっき名前出したからそうかなって」

　その割にはドヤ顔に見えるんですが。

「えっと、じゃあ綾崎さんの話に戻ろっか」

「お、おう」

「あっくんの悩なやんでいることをわたしなりに考えてみたんだけど、ちょっと前までの綾崎さんはアヤエさんみたいな自分の理想通りの人だったのに、今はあっくんにとって苦手な、軽い感じの人と同じ雰ふん囲い気きってことかな？」

「……まあ、当たらずといえども遠からず、って感じだ」

　今となっては、それすらも勝手に俺の理想を押し付けただけの、ただの幻げん影えいだったんじゃないかと思ってるけどな。

　それにしても、アヤエの正体を勘かん違ちがいしてるくせに、俺の悩みの核かく心しんをついてくるのはすごいな。軽くエスパーの域だぞ。

「あっくんはやっぱり、綾崎さんと過ごしていた時間が楽しかったんだね」

「楽しかった、か。確かに楽しかったのかもしれないな。あいつ、性格はアレだけどな。毎日が刺し激げき的だったような気がする。今となっては、それも遠い過去のことだけどさ」

「あっくんはもしかして、綾崎さんのことが好き、なのかな？」

「はぁ!?」

　我が幼おさな馴な染じみが突とつ然ぜんそんな冗じよう談だんめいたことを訊きいてくるからびっくりした。

「違うの？」

「……あのなぁ、好きって、色いろ恋こい云うん々ぬんの意味だろ？　そういう意味で、俺があいつを好きになるわけがないだろ。あんな見るからにリア充なギャルで、人気者で……その上、絵の才能──ごほん。いろんな才能まで有りやがるんだぜ。妬ねたみの対象にはなっても、恋れん愛あい対象にはなり得ねえよ」

「そっか」

「そりゃあ確かに、見てくれよりはマシかもしれないけどさ。俺のために怒おこってくれるし、口は悪いけど対等に接してくるし、いつだって自分のやりたいことには真しん剣けんで、俺なんかといるときもノリが良くて、友達思いな良い奴やつかもしれないけどよ」

「あと美人だし」

「それは……まあ、三次元の中ではな」

　つんつん、とそこで肩かたをつつかれた。

　隣に立つ沙弥は、慈じ愛あいみたいなものを感じさせる笑え顔がおを向けてくる。

「あっくんのそういう気持ち、ちょっとでいいから綾崎さんに伝えてあげなよ。きっと喜んでくれるよ」

「そ、そうかな……？」

「うん。絶対、嫌いやな気持ちにはならないと思う。わたしが保証します」

　えっへん、と無い胸を張る沙弥。

　なんだか、少し気が楽になった。もうちょっと素す直なおに、あいつと話してみるか。

「ありがとな。なんだか気が楽になったよ」

「えへへ、ならよかった。わたし、詳くわしいことはよくわからないけど、あっくんも綾崎さんも何かを本気で頑がん張ばってるってことだけは伝わるから、応援したいなって思うの」

　本当に俺は、こいつにも支えてもらってばかりだな。

　本気で頑張ってるといえば、あいつは今もきっと必死に描かいているんだろうな。

　俺も何か力になりたい。でも、邪じや魔まはしたくない。

　とりあえず、入稿の締しめ切り日になったらまたこっちから連れん絡らくしてみよう。

「お前のおかげでどうするべきか、なんとなくわかった気がするよ。本当にありがとな」

「どういたしまして～」

　沙弥はスッキリした様子で鼻歌交じりに調理を再開した。

「そういえば、イベントって近いんだよね。良いものが出来るといいね」

「だな。ま、それまでにはあいつも機き嫌げんを直してるだろ。──てかお前、いつの間にこんなものを……」

　今日の夕食はビーフシチュー、のはずだった。しかし、目の前の鍋なべには黒こく煙えんを上げる紫むらさき色いろの液体──ダークマターが顕けん現げんしていた。

「あれ？　ちょっとお手伝いしたつもりだったんだけど……すごい色だね？」

「すごい色だね？　じゃねえよ！　なんで他人ひと事ごとなんだよ！　お前が生み出してしまった禁きん忌きだろうがよこれ！」

「えへへ、ごめんなさ～いっ」

　悪びれる様子もなく皿を並べ始める沙弥。

　ったく、皿洗いくらいしか頼たのめないぞ、この有り様じゃ。

　それからなんとかそのダークマターを食べ終え、沙弥を見送る。

　自室に戻もどった俺は、久々にピクシブでアヤエさんのページに入ると、新規イラストが一枚アップされていた。

「なんだよ、これ……」

　透すき通るような色調の背景に、幻げん想そう的な雰囲気を纏まとって佇たたずむ少女の絵。

　まるで、先日俺が勧すすめた【ｃｏｒａｌ＊】さんの作風を彷ほう彿ふつとさせるイラストだった。

　これは言ってしまえば、アヤエの絵ではない別の何かだ。

　先ほど沙弥と話した意気込みなど忘れて、俺はすぐさまメッセージを送っていた。

『ピクシブに上がってるあのイラストはどういう意図があって描いたんだ？』──と。

　すると、返事は意外にもすぐにきた。

『えまちょろ：気に入ってくれた？』

　俺はむしゃくしゃした気持ちのまま電話をかけたが、出てはくれない。

　仕方なく、『あれは俺の好きなアヤエの絵じゃない』というメッセージを送ると、既き読どくはついたが返事はこなかった。

　そしてその翌日。

　綾崎は学校を休んだ。




　綾崎の欠席理由は体調不良によるものだと、川かわ添ぞえ先生が言っていた。

　それから数日が経たっても、綾崎は病欠扱あつかいで学校を休み続けた。

　そして入稿日を迎むかえた。

　キミカノオンリーイベント二日前。ここを逃のがすともう印刷所に頼むのは厳しくなる。

　綾崎はこの日も学校を欠席。

　けれど、諦あきらめるのはまだ早い。

　あいつは完成原げん稿こうを入にゆう稿こうしたんじゃないか、そう思って確かく認にんのメッセージを送信する。

　だが──




『えまちょろ：ごめん、イベントは不参加で』




　放課後を迎えたところでそんなメッセージが届いて、俺は大きくため息をついた。

　あれだけ意気込んでいたイベントに、参加することすらできないのだ。

　そりゃ、ひどく落ち込むってもんだ。








四章　やまない雨はないと言うけど









　ザーッ……

　窓を叩たたく雨音が聴きこえる。

　もうどれくらいの間、こうしているだろう。

　イベント不参加のメッセージを綾あや崎さきから受け取ってから、俺は自室のベッドに寝ね転ころがり続けている。

　外はすでに暗い。テレビも電気も点つけていないため、室内も真っ暗だ。降りしきる雨のせいか、気持ちまで暗くなってくる。

「なにやってんだ、俺……」

　ぼそりと呟つぶやいて、自じ嘲ちよう気味に笑う。

　綾崎は明日、登校してくるだろうか。締め切りという概がい念ねんから解き放たれたのだ、清すが々すがしい顔で来るかもしれない。……正直、顔を合わせづらいし、会いたくない気分だ。

　──ガチャリ。

　そこで扉とびらが開いた。

　薄うすい隙すき間まから顔を覗のぞかせたのは、杏きよう香か姉だった。

「……なんだよ」

　俺は苛いら立だちを隠かくさずに応じた。

「シンちゃんがなんかシテる最中だったら邪魔しちゃいけないかな～って」

　冷やかし気味なところがうぜぇ……ノックすりゃいいだけだろ。

　カチッと音がしたのと同時に、部屋の電気が点灯する。

「うっ、眩まぶし……勝手に点けないでくれよ」

「よいしょ、と」

　杏香姉は部屋に入ってきて、床ゆかに腰こしを下ろした。その手には缶かんビールが──ない。顔色からしてもシラフ。この時間に珍めずらしいこともあったもんだ。

「何のつもりだよ、説教される覚えはないぞ」

「説教なんかしないって～。ただまあ、一応保護者の代理を任されてるからね～」

「それなら十分果たしてくれてるだろ」

「まぁまぁ、そう邪じや険けんにしないでよ～。ほら、お姉ちゃんに話してみ～？　さやぴーもすっごく心配してたぞぉ～」

　やっぱり沙さ弥やの差し金か。イベントに不参加になったことをＬＩＮＥで伝えたから、きっと杏香姉に慰なぐさめるよう頼んだのだろう。

　どいつもこいつもお節せつ介かいというか、なんというか。

　俺は身体からだを起こして、杏香姉の隣となりに腰を下ろした。

「その、ちょっと残念なことがあって、落ち込んでるだけっていうか……」

「残念なことね～。それって美ギャルちゃんが関係してることだったり？」

「まあ、な。あいつ、一体何を考えてやがるんだか。そりゃあ、ほんとに体調不良なのかもしれないけどさ……」

　学校を休んでいるわけだし、疑うのはよくない。

　けれど、タイミングが悪い。綾崎がピクシブにあんなイラストを上げた直後だ。しかもこちらからの連絡は基本的にスルー。こんな状じよう況きようで学校を休まれると、何か別の理由があるんじゃないかとつい勘かん繰ぐってしまう。

　だが理由はどうあれ、作品が完成していたなら、俺が売り子をやれば頒はん布ぷは出来たわけで。自分が参加しなきゃ意味がないってことなら、そう言ってくれれば納なつ得とくする。でも、事情を話してくれなきゃ何もわからないし、どうしようもない。

　それとも、完成させられなかった後ろめたさから連絡しないとか？　うーん、わからん。考えれば考えるほど混乱する。どうして何も言ってくれないんだよ、あいつは。

「そんなに気になるなら、確かめればいいんだよ～」

　杏香姉はけろっとした表情で簡単に言ってくれるが、それができたら苦労はない。

「あのなぁ、あっちはＬＩＮＥを既読スルーだし、電話にも出ないんだ。ツイッターだって相そう互ごとかじゃないし、そもそも俺には巡じゆん回かい用の鍵かぎ垢アカしかない。インスタとかいう謎なぞアプリもやってないしな。その上、学校にもずっと来てないんだぜ？　もはや打つ手なし、確認のしようがないだろうが」

　俺は半ば八つ当たり気味に話していた。

　それでも、杏香姉は嫌な顔一つしないで聞いてくれる。

　俺がひととおり話し終えた辺りでは、杏香姉は嬉うれしそうに微笑ほほえんでいた。

「よかった～、シンちゃんもちゃんと現代っ子やってるんだな～って、お姉ちゃん安心したよ～」

「はぁ？　どういう意味だよ」

「ほら～、確認方法に簡単かつ確実なアレを挙げてこない辺りとか～」

「だから、なんなんだって」

　杏香姉は俺の肩に腕うでを回し、ぐいと引き寄せてきた。大人の香かおりとともに柔やわらかい感かん触しよくが伝わってくる。

　そのまま、動どう揺ようする俺の耳元で、

「来ないなら、こっちから会いに行けばいいんだよ。ほら、簡単かつ確実でしょう？」

　囁ささやくように、アレとやらを告げてきた。

「会いに行くって……家に、直接ってことか？」

「うんっ。ネットで簡単に繫つながれる現代っ子が見落としがちなやつだよね～」

　それは確かに思いつかなかった。一応この人も現役女子大生のはずだけど、この歳としの差でもジェネレーションギャップみたいなものはあるのかもしれない。

「でも、俺あいつんちの住所知らないんだよな」

「その辺りはほら、意地で」

「あのなぁ……」

　住所を知る方法にあてはある。学校で綾崎の友達か、教師にでも訊きけばいい。

　まあ、その『訊く』って行こう為いの難易度が高いわけだが。

「ほんと言うと、お姉ちゃんも心配してたんだ～。ここ一週間くらいのシンちゃんを見てると、なんかまた中学の頃ころみたいになっちゃうのかも、ってね」

「中学の頃か。まあ、あのときとは状況も違ちがうし、何より今の俺には『支え』があるからな」

　俺にとっての『支え』とは、アヤエ氏のイラストだ。

　だが、その『支え』自体が今揺ゆらいでいることに、言ってから気付いた。

「ま、それならいいけどね～。じゃ、お姉ちゃんはそろそろ酒のつまみでも買ってきまーす。落ち着いたらさやぴーにもできる範はん囲いの話はしてあげるんだよ～」

「うん、さんきゅーな」

　杏香姉が部屋を出て行ってから、俺はＰＣの電源を入れた。

　ピクシブに入り、アヤエさんの作品一覧を見る。

　更こう新しんはなし。過去の作品に遡さかのぼり、最初の投とう稿こうイラストを見る。

「ふおぉっ！」

　思わず叫さけび声を上げてしまった。

　ギャルっぽい見た目のオリキャラ・キャルちゃんのパンチライラスト。ここ最近のアヤエさんのイラストに比べると粗あらい部分も目立つけれど、やっぱりいつ見ても可愛かわいいし、興奮する。胸が躍おどる。

　俺はこの絵を見て、救われたんだ。

　中学時代──俺にとってトラウマ案件といえる、あの出来事から。

　俺はあの頃の出来事を、今でも忘れはしない──。







　中学二年の夏、クラスで盗とう難なん事件が起きた。

　盗ぬすまれたのが女子生徒の『パンツ』だったとなれば、大問題だ。

　そして、当時から俺は二次元パンツオタだった。学校でも休み時間には、美少女キャラのパンチラがウリのソシャゲをプレイしていたことは、周知の事実だったと思う。

　──というわけで、真っ先に俺が槍やり玉だまに挙がった。

　そもそも俺は陰いんキャラオタクなので、イジメを受けてはいないまでも、大多数の奴やつらから好かれてはいなかった。それと、被ひ害がい者しやの女子生徒と親しくしていた。正確に言えば、彼女が沙弥の親友だったので、その繫がりで話したりしていた。

　また、沙弥もその子も男子から人気があったようで、普ふ段だんから男子連中も俺に対する鬱うつ憤ぷんが溜たまっていたんだろう。そんな連中に彼女の友人を自じ称しようするギャル集団も加わって、団結した周囲の総攻こう撃げきが始まった。

　被害者である彼女も、当然のように俺を罵ば倒とうしてきた。周りの意見を信じたのだ。

　それは仕方のないことなんだろうけど、最初は身の潔白を主張していた俺も、周りの圧力で徐じよ々じよに抵てい抗こうすることをやめていき、次し第だいに黙だまるだけになっていった。

　それからひと月ほどが経たってわかったことだが、被害者の彼女に恋れん愛あい絡がらみで腹を立てていた女子生徒が、水泳の授業中に盗んで隠したことが判明した。しかもその女子生徒は俺を罵倒してきたギャル集団の一人だった。

　そうしてあっけなく解決した後、被害者である彼女だけは謝ってきた。

『信じてあげられなくてごめんね』──と。

　俺は言った。

『ううん、しょうがないよ』──と。

　しょうがない。

　しょうがない──もんか。

　俺はあのとき、この子なら俺がやっていないと信じてくれると思った。

　この子なら、って。

　でも、人はそんなに強くない。

　周りの情勢でいくらでも変わる。それに、被害者であれば言い知れぬ恐きよう怖ふや嫌けん悪お感だって抱いだくだろう。

　けれどしょうがないって。俺が周りから散々な扱あつかいを、犯罪者同然の扱いを受けるのは仕方ないって、そう、割り切れるはずもなく……。

　この出来事をきっかけに、三次元はもう信じないって決めたんだ。

　その頃には沙弥だけが例外だったけれど、やっぱり彼女も三次元の存在だし、心の底から信じきれているかといえば、自信はなかった。




　だが、そんな灰色の日々から立ち直るきっかけは、唐とう突とつに訪おとずれた。

　ピクシブでとあるイラストを見つけたのだ。【下校途と中ちゆうのクラスメイト】というタイトルのその作品をひと目見た瞬しゆん間かん、俺の渇かわききった心が一瞬で潤うるおされた。人生が一気に色付き始めた。こんなイラストを見続けられるのであれば、それだけで毎日が楽しくなりそうな気がした。

　それほどまでに、感動したのだ。虜とりこになったのだ。

　俺はこのとき、神と出会ったのだと思った。

　すぐにいいねとブクマをして、コメントを送る。

　どうやら投稿者──アヤエさんの初投稿作品であったらしく、いいねもブクマもコメントも、全すべて俺が初めてだったらしい。そのおかげか、コメントが返ってきた。




『すごく嬉しいです。誰だれの目にも留まらないのではないかと不安だったのですが、あなたのおかげで少し自信がつきました』




　そんな、丁てい寧ねいなコメントだった。

　それから毎日、アヤエさんのイラストをチェックすることだけが俺の生きがいになっていた。その度たびに、コメントのやり取りもした。

　学校へ行くのはすごく嫌いやだったが、アヤエさんのイラストを見ると、なんとか学校へ行く元気が出た。アヤエさんが作品を投稿する時間帯が基本的に夜だったことも、日中の時じ間かん潰つぶしとして行く理由になっていた。

　アヤエさんはイラストをすごい頻ひん度どで投稿してくれるし、どんどん上手うまくなる。その度に俺の心を動かし、潤し、滾たぎらせた。

　そんな日々がしばらく続いたある日、結構親密になれたと舞まい上がった俺は、厚かましくも自分のＴシャツにアヤエさんのオリキャラ・キャルちゃん（のパンチライラスト）をプリントしたいと頼たのみ、アヤエさんからあっさりとオッケーをもらった。あのときは嬉しすぎて、自分でプリントした物をいつも着て過ごしていた。

　そのＴシャツを着た俺は、すでに学校へ行くことに何の躊躇ためらいもなくなっていた。

　あの頃の俺にとって、絵師・アヤエは間違いなく神様だったのだ。




　それから俺が中三になる頃には、アヤエさんは人気絵師となり、コメント欄らんで初期のように密なやり取りをすることはなくなった。

　だが、俺はそれでもよかった。アヤエさんの絵が多くの人から素す晴ばらしいと称しよう賛さんされることが素直に嬉しかった。もちろん、俺も応おう援えんを続けた。




　────

　そんなこんなで現在、俺は中学時代のトラウマから立ち直ることが出来ているわけだが、人生を変えてくれた救世主たる存在のアヤエさんが今、もしかしたら俺のせいでよくない状じよう況きように陥おちいっている。

　自分なりにアヤエさん──綾崎の態度が変わったり、他者の作品に作風を寄せた絵を投稿したり、イベントへの一方的な不参加を決めた理由を考えてみたんだが……

「きっかけはこれ、なのか……？」

　思い当たるものと言えば、俺が送った一通のＬＩＮＥメッセージ。




『それと参考になるかわからんけど、ミカサのすげえ同人があってさ。【ｃｏｒａｌ＊】って人の【ミカサと過ごす休日】って作品なんだけど、お前知ってるか？　俺、あれで【ｃｏｒａｌ＊】さんのファンになっちゃったぜ』




　これを送って以降、突とつ如じよ返事が来なくなったわけで。

　俺が【ｃｏｒａｌ＊】さん、もしくは【ｃｏｒａｌ＊】さんの作品を褒ほめた──という部分が、綾崎を不快にさせたのはなんとなくわかる。

　でも、それで不快になったのがなぜなのかがわからない。

　締しめ切り前のクリエイターの心情を理解するのは、一消費型オタクに過ぎない俺にはやはり困難だったらしい。無い頭を使って悩なやむよりも、杏香姉が言っていた通り、直接会って確かめるのが一番だろう。

「うし、やるぞ」

　萎い縮しゆくしそうになる心を奮い立たせるべく、俺はお気に入りのパンＴを掲かかげる。

　明日もこれを着ていけば、きっと俺は頑がん張ばれる。

　願がん掛かけは済んだ。あとは明日を迎むかえるだけだ！




　　　　◇




　翌日。空は曇どん天てん模様。

　なんと、綾崎は今日も学校を休んだ。理由はやはり、体調不良によるものらしい。

　正直、なんだかんだで来るだろうと予想していた俺は動どう揺ようしていた。

　それは周囲も同じようだった。綾崎みたいな派手な女子が一週間近くも学校を休んでいるせいか、デリカシーの欠片かけらもない憶おく測そくを立てる輩やからが多くなった。

　取り巻きであるユリやチカも何も知らされていないようだった。不安そうにヒソヒソと話をしているのみである。

　綾崎に会いに行くために、俺はどう動くべきか。それを考えていたら、知らぬ間に帰りのＨＲの時間になっていた。まずい、もう放課後になっちまう！

　俺が焦あせり始めていると、不意に川かわ添ぞえ先生が困った様子で切り出した。

「実は綾崎さんに渡わたしたいプリントがいくつかあるんだけど……誰か家まで届けてくれないかしら？　先生、このあと会議があるから、親おや御ごさんをお呼び立てするわけにもいかなくて。──南みなみ沢さわさんか浅あさ井いさん、いつも仲良しみたいだしどう？」

　要するに、厄やつ介かい事ごとの押し付けらしい。てか南沢と浅井って誰だよ、と思った矢先、ユリとチカが揃そろって苦く笑しようした。

「えっとぉ、ユリこの後チア部の練習があってぇ、野球部の大会も近いのでパスでぇ～」

「ぞえちゃんごめーん、うちもタカシ君が週一のオフの日だから無理だわー」

「そう……。困ったわね」

　いや、ユリの方はまだしも、チカの言い分はなんだよ……ったく、これだからリア充じゆうってやつは。てか先生も納なつ得とくすんなよ。

　……待てよ。これは好機なんじゃないのか？　なんとか自然に俺が行くよう仕向けられれば、綾崎の住所を知るという目標を達成できるぞ。

　頭をフル回転させる。──と、閃ひらめいた！

　こうなったら、やるしかない。

　胸むな元もとのパンＴを握にぎり締めて自分を奮い立たせ、空いた片手でポケットの中にあるスマホを操作し──




　──ジリリリリリッ!!




　その瞬間、黒電話の音（俺のスマホの着信音）が大音量で室内に響ひびき渡った。

　皆みなが一いつ斉せいにビクつき、俺は申し訳なさそうにスマホをいじって止める。

「すみません……」

　そこで川添先生が大きく咳せき払ばらいをした。

「校内ではちゃんと電源を切っておくか、せめてマナーモードにしておいてくださいね。……小こ島じまくん」

　なんだ今の間は！　すぐに名前出てこなかっただろ！　絶対そうだろ！

「それと、小島くんはＨＲが終わったら職員室に来ること。今回の罰ばつ、というわけではないですが、せっかくですから綾崎さんの家にプリントを届けてもらいます」

「い、いや～っ、困りますって！　俺、綾崎さんと全然関かかわり合いとかないですしっ」

「まあまあ、そう言わず。よろしく頼みますよ」

　川添先生が有う無むを言わさぬ態度で微笑ほほえんできたので、俺は渋しぶ々しぶ頷うなずく『フリ』をした。

　そう、『フリ』である。

　ＨＲが終わり、俺は帰り支じ度たくを済ませてから、職員室を訪おとずれる。

　川添先生から何枚かのプリントが入った茶ちや封ぶう筒とうとともに、綾崎の家の住所が記された紙を手て渡わたされ、俺は一礼してから職員室を出た。

　それから校舎を出て、しばらく歩き、周囲に誰もいなくなったところで、

「ク……ククッ…………ハーッハッハッハッハッハッ！」

　思わず高笑いをしていた。

　なぜなら、俺の名演技により、周囲を欺あざむいて完かん璧ぺきに目標を達成したからである！

　ＨＲ中、あの状況でスマホを鳴らせば、普ふ通つうは教師が罰として俺に綾崎宅へ行くことを命ずる。それに川添先生は漫まん研けんの顧こ問もんでもある。まさか綾崎が漫研に所属していることなど覚えているとは思えないが、以前に俺を漫研の一件で使いパシリにしたことで、俺が漫研の部員であることくらいは覚えているだろう。俺の名前はうろ覚えだったけど。その点を加味しても、きっかけさえあれば俺が頼まれる可能性は高かった。

　なんにせよ、俺の「い、いや～っ、困りますって！　俺、綾崎さんと全然関わり合いとかないですしっ」という発言は真に迫せまった名演技だったはずだ！　決して棒読みではなかったはずだ！

　これほど狙ねらい通りに上手うまくいって、ほくそ笑まないわけにはいくまい。

　まさに、計画どお──ブブブッ！

　間の悪いタイミングでスマホが鳴り、確かく認にんすると、沙弥からのＬＩＮＥだった。

『沙弥：大根役者だったねｗ』

　なっ!?　あいつ、いつから見て!?

　それよりもまず、俺の演技が大根なわけがない。きっとデタラメだ。現に、俺はこうして誰にも関係を疑われずに、綾崎の住所を手に入れているわけだしな。

『噓うそ言うな、俺の演技は完璧だった！　てかいつから見てたんだよ！』──送信、と。

　すると、すぐさま返事がきた。

『沙弥：ＨＲのときからだよー、あっくんずっとニヤニヤしてたよね』

　なん……だと……!?

　まあ、いい。沙弥にだけはそう見えていたのだと割り切ろう。第一目標は達成できたわけだし、結果良ければ全すべてよし、だ。

　そこでさらに沙弥からメッセージが届く。

『沙弥：お見み舞まいならスポーツドリンクとかゼリー、あとは果物とかを買っていってあげるといいと思うよ。わたしだったら、食材も買っていってお粥かゆを作ってあげるかな』

　なるほど、風か邪ぜを引いたとき、沙弥にだけは見舞いを頼んじゃいけないことがよくわかった。

　それはともかく、スポドリにゼリー、あと果物か。俺はまともなお粥が作れるから食材を買っていってもいいが、あんまり他人ひと様さまのお宅のキッチンを使うのはよくない気がする。というか、親御さんがいるなら作る必要自体ないだろうし。

『さんきゅー、参考になった』──送信、と。

　沙弥にそんな返事を送ってから、コンビニでスポドリとゼリーを買い（果物は予算的に割かつ愛あい）、俺は紙に書かれた住所の場所へ向かったのだが。

「ほんとにここ、なのか……？」

　着いた先には、洋風の豪ごう邸ていが建っていた。

　門の先には小さな庭園が広がり、中央に白しろ塗ぬりの二階建て一いつ軒けん家やが堂々とそびえ立つ。その光景は圧巻の一言。正直、庶しよ民みんである俺では近付くことすら憚はばかられるレベルである。

「あいつ、お金持ちのお嬢じよう様さまだったんだな……」

　口を突ついて出た感想はそんなもの。

　けどまあ、ここまで来て臆おくしてはいられない。

　本番はここからだ。

　胸むな元もとを握り締め、震ふるえる指先でインターホンを押す。

　──ピンポーン。

　電子音が鳴ったのち、

『……えっ』

　女性の困こん惑わくする声がインターホン越ごしに聞こえて、それ以降は反応なし。

　相手は母親か、それともお姉さんか。とにかく繫つながっていることを願って、こちらから挨あい拶さつすることにした。

「え、えっと、俺、綾崎さんと──綾崎絵え麻まさんと同じクラスの、小島新あら太たと申します！　あや──え、絵麻さんに、その、プリントをお届けに参りましたっ！」

　声が震えて、テンパっているのが丸わかりだ。高校生にもなって恥はずかしいぜ……。

『ぷっ』

　今、確かにインターホン越しに笑い声が聞こえた。

　そして、この放置されている状況からして──

「……綾崎、なのか？」

　おそるおそる尋たずねると、大きなため息が聞こえた。

『……なんであんたが来てんのよ。てか、そもそもどうして家知ってるわけ？　超ちよう怖こわいんですけど』

　嫌けん悪お感かん丸出しの声。これだよこれ、綾崎の声が新しん鮮せんで心ここ地ちいいぜ。ちょっと覇は気きが感じられないのが気になるが。

「実はあとをつけていたことがあってな、ハハ」

『うわキモッ、ストーカーじゃん！　通報しなきゃ』

「ちょちょ、噓だから！　川添先生に訊きいて来ただけだからっ！」

　こいつに以前やられたストーカー行こう為いの仕返しをしたつもりが、うっかり警察沙ざ汰たにでもなったら笑えない。

『ま、チカから連れん絡らくもらったから知ってたけどね。まさか、ほんとに来るとは思わなかったけど』

　このアマ、知ってて茶番を……。

「俺はどこかのサボリ魔まと違ちがって不良じゃないからな。真ま面じ目めさが取り柄えなのさ」

『はいはい、ありがと。プリントはポストに入れといてくれればいいから。それじゃ』

「え？」

『何よ』

「いや、顔見せろよ。お前、外に出てこれないのか？」

『……体調悪いから無理』

　体調悪いから無理って、やっぱり風邪でも引いているんだろうか。

「親とかお姉さんはいるのか？」

『は？　あんたには関係ないでしょ』

「いないんだな。一応、見舞いってことで、ゼリーとかスポドリも買ってきたんだ。仮け病びようじゃないなら、なおさら顔を見せてくれ。玄げん関かん先くらい、出てこれるだろ？」

　今はあいつの姿を一目でいいから確認したかった。要は、俺のワガママなわけだが。

『無理。あたし今すっぴんだし』

「別に気にしねえよ」

『あたしがするの！』

「へえ～。お前、俺ごときが相手でもそういうのを気にするのか～、ハハ。意外と乙女おとめチックなところもあるんだな～」

　冷やかすように言うと、綾崎の舌打ちが聞こえた。

『いいわよ、そこまで言うなら出てあげる』

　ノッてきた。こいつも負けず嫌ぎらいというか、結構わかりやすい性格してるよな。

　……でも、そうか。負けず嫌い──なんだよな、こいつ。

　──ガチャリ。

　そのとき、玄関の扉とびらが開いた。

　中から現れたのは、ライトブルーのネグリジェを着た綾崎だった。

　ヘアバンドをつけて、おでこに冷えピタ。黒くろ縁ぶちの大きな眼鏡までかけている。
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　これがオフモードの綾崎……なんというか、オタクお嬢様っぽくてすげえ俺好みの──

「何よ、アホ面づらでそんなところに突っ立って」

　訂てい正せい。やっぱこいつは忌いむべきリア充じゆうギャルだ。

　危ない危ない。つい、見てくれに騙だまされるところだったぜ。

　大体、ちょ～っと容姿が整っていたって、所しよ詮せんは三次元の女なんだよな。てか髪かみもいつもみたいにセットされてないし、目の下にはすごい隈くまが──

「お前、ほんとに大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　俺はつい心配になって尋ねていた。

　だが、綾崎は無言で手招きしてくる。

　生なま唾つばを飲み込んでから、俺は門をくぐって綾崎とともに家の中に入った。

「……てか、誰だれもいないのに俺が入ってよかったのか？」

　考えてみれば、女子の家に上がるのなんて、沙弥の家以外では初めてだ。

　でも今は、間近に立つ綾崎の顔色が心配で、それどころじゃなかった。

「熱はあるのか？」

「今は下がってる。昨日はちょっとあったけど」

「その……悪かったな。ゼリーとかも渡わたせたし、帰るよ」

「待って」

　袖そでを摑つかまれ、俺は全身を強こわ張ばらせた。

「な、ななな、なんだよっ」

「キモ、なにテンパってんのよ。別に取って食ったりしないから、落ち着きなさいよ」

　語調に覇気がないし、すっぴんのせいか迫はく力りよくも三割減で──

「それと、失礼なこと考えてるの丸わかりだから。すっぴんブスで悪かったわね」

「いや、むしろ俺はこっちの方が──じゃなくて。元々ギャルにしてはナチュラル気味なんだから、そんなに変わんねえよ」

　なんで必死にフォローしてんだ、俺。

「ま、あたしにとってメイクは素材を生かすものだから。元々デカ目の方だし、つけまはしてないから余計に薄うすく見えるのかもね。あんたには差なんてわかんないかもだけど」

　いや、差くらいわかるけどな。ナチュラルメイクといっても、やっぱメイクはしてたんだなって今まさに思ってるし。

　にしても、メイクの話をしているときはイキイキするもんだな。さすがはギャルだぜ。

　ま、俺は全然すっぴんでも良いと思うけどな。これならワンチャン清せい楚そもいけるぞ。

　とか言えばまた罵ば倒とうされる気がしたので、これ以上メイク話には触ふれないことにする。

「てかさ、お茶とかいらないよね？　用意するのめんどくさいし。そもそも、いきなり来たあんたが悪いわけだし」

「別にいいけどよ。んで、どこ行くんだ？」

「は？　あたしの部屋だけど」

「はぁっ!?」

　すでに階段を上がり始めていた綾崎がしかめっ面つらを浮うかべる。

「見せたいものがあるの。じゃないと、あんたを家になんか上げないっての」

「お、おう……？」

　綾崎に続いて階段を上がり、二つ並んだ扉のうち、片方に綾崎が手をかけた。

「ちょっと散らかってるけど、文句言ったら殴なぐるから」

「へいへい」

　綾崎は一いつ瞬しゆんだけ躊ちゆう躇ちよしてみせ、それから扉を開いた。

　中は、白を基調とした空間になっていた。広さは俺の部屋の二倍はあるだろう。意外にもシンプルなインテリアに、所々オタクグッズが並んでいる。白塗りの壁かべにはポスターやタペストリーの他に、友人と写っている写真が貼はられていた。

　それとなぜかクローゼットが二つもあるが、決して開けてはいけない気がした。

　部屋の真ん中に置かれた小さなテーブルには液えき晶しようタブレットが置かれており、そこで気付いたが、床ゆかには無数のイラスト用紙が散乱していた。

　これが綾崎の──絵師・アヤエさんの部屋。クリエイティブな雰ふん囲い気きはありながらも、どこか年とし頃ごろの女子高生らしさを感じさせる。とはいえ、落ち着けるわけもないが。

「あんたキョロキョロしすぎ。そこに座って」

「お、おう」

　言われた通り、小さなテーブルの前に座る。

　すると、なぜか綾崎が隣となりに座ってきた。

　近すぎだろ……。こんな広い部屋なんだから、もっと遠くに座ればいいだろうに。

「何よ。……もしかして、におう？」

　綾崎は不安そうに自分の匂においを嗅かぎ始める。

　別に、くさくなんかない。むしろなんかよくわからん甘い香かおりがして、気が酩めい酊ていしそうなくらいだ。

「平気だから、安心してくれ。それに、お前が何週間風ふ呂ろに入ってなかろうが、俺は別に気にしねえよ──いてぇっ!?」

　肩かたを殴られた。文句は言ってないのに！

「あんたってほんっとデリカシーないわよね！　それにお風呂はちゃんと入ってるから！　……ただ、昨日はちょっと根を詰つめすぎたから、入り忘れただけで……」

「根を詰めすぎたって、どういうことだ？」

　綾崎の状態や部屋の状じよう況きようを見れば、大体の察しはつく。

　こいつは、学校をサボってずっと、自分が納なつ得とくのいく絵を描かこうとしていたのだろう。

　ただ、そこまでするようになった理由がわからない。

　その辺りの話は、きっと俺が訊きたかったことにも繫がっているだろう。

　綾崎は逡しゆん巡じゆんしたのち、タブレットを見せてきた。

「これ、読んでみて」

　そこに映し出されていたのは、一人の少女のイラスト。

　パンツを見せてはいるが、どこか儚はかなげで繊せん細さいな雰囲気を纏まとっているせいで、ドキドキするというよりも、何か切ない気持ちになってくる。

　その少女の表情は憂ゆう鬱うつそうで、目の前の綾崎も同じような表情をしていた。

「……【ｃｏｒａｌ＊】さんっぽいな」

　俺は思わず呟つぶやいていた。【ｃｏｒａｌ＊】さんの作風に似ている──というより、意図的に似せているとしか思えないほど、以前のアヤエさんのイラストとは作風が違う。

　元々あった瑞みず々みずしさや、躍やく動どう感みたいなものが感じられないのだ。

「スワイプして」

　綾崎に言われた通り画面をスワイプしていくと、これが同人誌として続いていることがわかった。

　内容は以前に俺と一いつ緒しよに取り組んだものがベースになっているが、所々でキャラクタータッチに合わせて叙じよ情じよう的というか、とにかくシリアス風味が強めに感じられるものに変へん更こうされていた。

　はっきり言って、よくはない。作風が似ているせいで【ｃｏｒａｌ＊】さんの劣れつ化か版に思えてならないし、何より俺の大好きなアヤエさんの作品という感じがしなくて、とてもやるせない気持ちになってくる。

　でもここでただ単にダメ出しをして、果たして良いものだろうか。

　綾崎の表情は、今にも不安に押し潰つぶされそうに見える。唇くちびるを嚙かみ締しめ、両りよう肩かたを震ふるわせている彼女の姿は、とてもじゃないが、余よ裕ゆうがあるとは言えないものだった。

　俺は綾崎のことを知ったようなつもりでいたが、実は全然わかっていなかったのかもしれない。

　クリエイターは繊細だと聞いたことがある。それは万ばん人にんに共通するものじゃないだろうが、綾崎がその中の一人に当てはまる可能性は十分にあり得る。

　でも、俺は今までそんなことを考えもしなかった。

　だってそうだ。

　明るくうるさく、常にリードし、いつも勢いみたいなものを感じさせるギャル。

　そんな表面的な部分だけを見ていれば、一いつ般ぱん的なクリエイターのイメージと比べて、精神的に強い気がしてしまう。

　いつだって絵には真しん剣けんで、全力で。それは見方を変えれば、大事なことだからこそ、実はとても脆もろい部分なのかもしれないということ。

　──冷静に考えろ、言葉を選べ。

　彼女が今何に怯おびえ、悩なやみ、苦しんでいるのか、俺はまだ知らない。

　それを確かめにここまでやってきたわけだが、あちらからいきなり本題を振ふってきた。

　ここはまず、俺の意見を言うのは後回しにしよう。

　現時点だと、判断材料となる情報が少なすぎるからだ。

「なあ、綾崎」

「はいっ」

　緊きん張ちようした様子で返事をする綾崎。

　俺はなるべく穏おだやかに話すことを心こころ掛がける。

「お前さ、この作品が好きか？」

　俺の問いに対し、綾崎は逡巡してから首を左右に振った。

「なら、どうして俺にこれを読ませようと思った？」

　綾崎は再び逡巡してから、

「……小島が、気に入ってくれるかと思って」

　その答えはさすがに意外すぎたが、以前に俺のことも喜ばせたいと言っていたことを思い出す。

「えっと……勘かん違ちがいだったら悪いんだが、この前ＬＩＮＥで俺が【ｃｏｒａｌ＊】さんの絵を褒ほめたことがあったよな？　もしかして、あれがきっかけで、お前はこういう作風のものを描き始めたのか？」

　綾崎は途と端たんにキッと睨にらみ付けてきた。

「は？　当然じゃん。何しらばっくれてんのよ」

「当然じゃん、なのか……おう。それは、その、悪かったよ」

「悪かったって、何が？　好きなものを好きって言うのは、別に悪いことではないんじゃん？」

　ならどうしてお前は今キレてんだよ……さっきのしおらしい態度はどこいった。

「えーっと、その……──ごほん。お前さ、何か勘違いしてないか？」

「は？　別に何も勘違いなんかしてないけど。あんたがただ【ｃｏｒａｌ＊】とかいうイラストレーターの絵が好きになって乗り換かえ──ハマってるってだけの話でしょ？　ムカつくから作風似せてやったのに、まだ答えはぐらかすし……ほんと、意味わかんない」

　キレて捲まくし立ててきたかと思えば、今はもう半泣き状態になってるし、なんなんだよ。情じよう緒ちよ不安定というか……ヒステリックっていうのか？　てかこいつ、なんか乗り換えとか言ってたし、絶対変な勘違いしてるだろ。

「ちょっと待てよ。あのな、念のために言っとくけど、俺はアヤエのことが世界で一番大好きなんだからな？」

「ハァッ!?　あ、あああ、あんた！　いきなり何言ってくれてんのよっ!?」

　綾崎は突とつ如じよ、顔を真っ赤にして挙動不ふ審しんになった。おいおい、今さら驚おどろく話かよ。

「お前の方こそ、今さら何動どう揺ようしてんだよ。この前もお前のパンツ──間違った。アヤエのパンツが大好きだって伝えたばっかだろうがよ」

「で、でも、今は【ｃｏｒａｌ＊】とかいう奴やつのことが好きなんでしょ？」

「いや、【ｃｏｒａｌ＊】さんは好きだけど、アヤエの方が好きに決まってんだろ。それは変えるつもりねえよ。俺の、恩人だしな」

「恩人……？」

　綾崎はぽかんと呆ほうけながら見つめてくる。あまり恩着せがましく思われたくなかったから、この話は本人にはしたくなかったんだが、まあ仕方ないよな。

「じゃあ、俺の愛の証あかしを見せてやるよ」

　俺はブレザーやらワイシャツを脱ぬぎ始める。

「ちょっ!?　あんたいきなり何脱いで!?　血迷わないでよッ！」

「お前、ほんと落ち着けよ……ほら、これ」

　俺は上半身がインナーシャツ一枚の状態になっていた。

　その胸むな元もとにプリントされるのは、もちろん思い出のイラスト──キャルちゃんのパンチラ絵である。

「あんた……それ……」

「へっへっへ。お前は覚えてないだろうけどな、実はこれ、お前から直接許可を貰もらってお前のイラストをプリントした、俺お手製のファンＴシャツなんだぜ。すごいだろ」

「いや、知ってんだけど」

「やっぱ驚いたか──って、え？」

　驚いたのは俺の方だった。綾崎は呆あきれた様子でため息をつく。

「あんたが痛いＴシャツを着てるって話は、一年のときから割と有名だったし、そのときはまさかって思ったけど、あんたと部室で会って、そのときに確かく認にんして気付いたわ。こいつが、『ニュータ』さんなんだって」

「マ、マジかよ……」

　綾崎の口から出た『ニュータ』という名前。これはピクシブにおける俺のニックネームである。

　ということはつまり、俺が「今回も神過ぎまするううううっ!!」とか「尊すぎるがゆえに神様だと拝ませてもらいもうシタァァァ──ッ!!」などというキモすぎるコメントをした奴だと知った上で、今まで顔を合わせていたってわけか……。

「くっ……それは、結構な恥はずかしさだぜ……」

「別に、恥ずかしがることじゃないでしょ……」

「なんでお前まで顔赤くしてんだよ」

「してないしっ！」

　いや真っ赤なんですが。

「とにかく、その痛Ｔがなんだって言うの？」

　話を戻もどしたな。

「これを見てもわからないか？　さっきも言ったけどな、これは俺の愛の証なんだよ」

「うわキモ、あたし今告コクられてんの？」

「てめえ、今の話の流れでどうしてそうなりやがる……」

　いきなり現実方面の話に戻るなよな、恥ずかしくて死にたくなるから。

「その告白、コメントで言われてたらキュンときてたかもだけど、面と向かって言われると安く聞こえるっていうかねー」

「コメントならよかったのかよ」

「あー、訂てい正せい。あんただって知る前のニュータさんに言われてたら、ね」

「ニュータだったらやっぱりキュンとくるのかよ……」

「やっぱ訂正！　全然キュンとこないから！　全く何も思わないから！」

　もはや意地のぶつかり合いだ。このまま話していると黒歴史を暴ばく露ろし合う形が続きそうだし、話を本題に戻そう。

「まあつまり！　俺は、こんなＴシャツを未いまだに着続けるくらいにはアヤエって絵師のファンなんだよ！　推おし絵師さんなんだよ！　一番のな！」

　綾崎はわかったようなわからないような、曖あい昧まいな表情をした。

「で、でもさ、推しの絵師なんて、イイ感じのイラスト見つけたら、割とすんなり変わるもんじゃないの？　ラノベにしろギャルゲーにしろ、自分が好きになった作品のイラストレーターが推しになる、とかあるあるじゃない？」

「まあ、そういう人は多いかもしれないな。俺は違うが」

「何がどう違うの？」

　こいつはあくまでクリエイターだから、ファンの繊せん細さいな心理には気付けないというわけか。うん、まあそれも仕方のないことだろう。元々押し付けるべき気持ちではないしな。

　だが、今回は説明しなければならない。そうしないと、俺たちの場合は先に進めそうにないからだ。

「いいか、まず俺はお前のイラストに一ひと目め惚ぼれした」

「えっ、あ、うん……」

　そこ、いちいちモジモジしない！

「そんときの俺は、リアルでちょっと悲しいことがあって、落ち込んでいたわけだ。でもお前のイラストを見たら、なんかそんなことがどうでもよくなった。それくらい、衝しよう撃げき的だったんだよ、お前のパンチラ」

「あたしのパンチラ『イラスト』ね。あんたその言こと葉ば遣づかい気をつけないと、また宮みや瀬せさんとかに勘違いされるわよ」

　沙弥は今どうでもいいんだっての。それより、赤面しながら茶々を入れるなよな。

「で、とんでもないペースで投とう稿こうし続けて、どんどん上手うまくなっていくお前のスタイルに魅み了りようされた。もちろん、イラストにもだ。要はさ、イラストもそうだけど、アヤエって絵師自体のファンにもなってたんだよ、俺は。やっぱ、タイミングとかって重要だよな」

「……でも、あたしより絵が上手い人なんていっぱいいるじゃん」

　こいつってこんな卑ひ屈くつな奴だったか？　てっきり自分が一番の神絵師だと自負しているかと思ったんだが。まあ、アヤエさんのコメントからは謙けん虚きよさが感じられたけど。

「そりゃあまあ、お前より絵が上手い人はいるかもな。けど、俺が一番好きなのは、アヤエの作品なんだよ」

「うーん……」

「もちろん、好みのシチュとかヒロイン造形はあるから、俺の好みじゃないヒロインとかシチュで描かいたお前の作品と、他の絵師さんの好みど真ん中の作品を比べると、そりゃあ他の作品が良いと感じるときもあるけどな」

「やっぱそうじゃん、あるんじゃん」

　途端に不ふ機き嫌げんに唇くちびるを尖とがらせる綾崎。ほんとこいつ、どこのメンヘラ女子だよ。

「いやいや待てって。──なら、恋れん愛あいでたとえよう」

「えっ？」

「ある日、俺は一人の女子を好きになった。彼女は常にローライズショーツを穿はいている人で、その姿に惚ほれたんだ。それから人ひと柄がらを知り、彼女自身に本気で惚れた。でも、彼女はトゥルーエンドの後にはＴバックを穿くようになってしまった……──だが！　俺にとって、彼女がナンバーワンヒロインであることに変わりはない！　ビジュアルに関しては他作品のローライズショーツ女子に負けることもあるが、それでも俺にとって一番であることは揺ゆるがない！　少なくとも、現時点では！　──つまりはそういうことなんだ!!」

「ふぁあ～」

　綾崎の奴、欠伸あくびしやがった。俺が熱弁してやったってのに。

「おい、聞いてたか？」

「あー、聞いてた聞いてた。恋愛って言うから、一いつ瞬しゆんあんたにそんな経験があるのかと思ったけど、ギャルゲーヒロインの話か。まあ、納なつ得とくだけど」

　納得って、たとえ話の説得力についてだよな？　馬ば鹿かにしてるわけじゃないんだよな？

「つまりな、アヤエは俺にとってパンキュンのアユミっちなんだよ」

「アユミっちとか誰だれだっつの」

　そういうのいいから！　くそ、この分からず屋め！

　俺が歯ぎしりしながら頭を悩なやませていると、綾崎は呆れた様子でため息をついた。

「……でもまあ、なんとなく言いたいことはわかった」

「わかってくれたか！」

「つまり、あたしの作品が他の作品にクオリティで劣おとっていようとも、俺は好きだ。だから作風は変えるな、こんな他人のパクリで劣れつ化か版の同人誌を描くのはやめろ、ってことでしょ？」

　こいつ、ほんとひねくれてやがるな……この数週間でよほどイライラが溜たまっていたに違いない。

「わかってないな、違うって。他人の影えい響きようを受けるなとは言わないし、作風を変えるなとも言ってない。それが自分で納得した上での変化なら、俺は何も文句はねえよ。むしろ、それがさらなるステップアップに繫つながるのかもしれないし、そうやって変わっていくアヤエの絵を、俺は今後も見たいと思ってるよ」

　綾崎は唸うなりながら頭を抱かかえたかと思えば、

「……あぁ～っ、もぉう！　わかんない！　でもこの同人誌はダメなのよね!?」

　タブレットに映る【ｃｏｒａｌ＊】作品に寄せたものを指して喚わめいてくる。

「ああ。お前が自分で納得して変えた作風じゃないからな。それは俺に好かれようとして無理矢理変えただけの──ごほん。とにかく、前描いたやつはどこにあるんだ？　あれ、完成はしてるのか？」

「一応、してるけど……」

「見たい！　それを見せてくれよ！」

　綾崎は未だに納得がいっていない様子で、渋しぶ々しぶタブレットを操作する。

「──はい、スワイプすれば読めるから」

　不安そうにタブレットを差し出してくる綾崎。

　その緊きん張ちよう感が俺にまで伝わってくる。

「ほ、ほんとに完成してたんだな……」

「まあね。あんたの言葉が妙みように引っかかって、印刷所に入にゆう稿こうはしてないけど……いいから、早く受け取りなさいよ」

「その前に、遅おそくなったけど一言、俺から言わせてくれ」

「え？」

　本当に遅くなったけど、これを言う時が来たのだ。

　俺は立ち上がり、大きく頭を下げ──




「この前はごめん！　お前の気持ちも考えず、不注意な発言をした！　本当にごめん！」




　綾崎ははぁ、とわざとらしくため息をついた。

「……あたしも、ごめん。なんか、一人で勝手に勘かん違ちがいしてたみたいで。あたしさ、絵をネットにアップし始めてからの全部が、あの瞬間に崩くずれちゃった気がして……一人で取り戻そうと必死に足あ搔がいてたら、なんか自分でもよくわかんなくなっちゃって……」

「綾崎……」

　顔を上げると、綾崎は両目に涙なみだを浮うかべていた。

　そのとき気付いた。

　理り屈くつとかじゃない、もっと簡単なことだったんだと。

　俺はアヤエの絵が好きだ。それをこいつに理解してほしいと焦あせっていた。

　けど、それよりも先に、あのときの不注意な発言を謝るべきだったんだ。その上で気持ちを伝えれば、もっとすんなり受け入れてもらえただろう。

　やっぱリアルと二次元は違うな。俺は二次元ならこんなミスはしでかさないだろうし。

　まあ、こいつとの関係の先行きは、そもそも恋愛じゃないわけだし、ギャルゲーが参考になるはずもないんだよな。

　けど、不思議と面めん倒どうには思わない。むしろ、ワクワクしているくらいだ。

「それ、読ませてくれるか？」

　綾崎は覚かく悟ごを決めたように頷うなずいて、視線を逸そらしながら差し出してくる。

「あんた、言わないと伝わらないと思うから言うけど、あたしの作品をいくら酷こく評ひようしようが褒ほめようが、それは構わないんだからね。てか、正直に言ってくれないと困る。あたしのためにならないし。──で、今後はあんたのオススメ作品とか聞いても嫉しつ妬としないから、その……これからはどんどん教えて」

「お、おう」

　嫉妬、ね。嬉うれしいことを言うじゃないか。

　タブレットを受け取って、タイトル──【あたしのヒミツ、見られちゃった】を読み始める。

「ふ、ふ……」

「小島？」

「ふげぇぇ────────────っ!!」

　興奮のあまり、思わず奇き声せいを上げてしまった。

　けど仕方ないだろ。だって表紙に描かれたセーラー服姿のミカサ、

「エロすぎやろぉ……ブヒィッ、ブヒィッ！」

　ローアングルから白いパンツが覗のぞき見え、それに気付いて恥はじらうミカサの姿からは優等生らしさが溢あふれ出ていてもう、背徳感が込み上げ必至であるっ！

　なるほどなるほど、沙弥の頑がん張ばりはこう生かされたか。確かに、綾崎よりも同じ真ま面じ目め系の優等生である沙弥の方が、表紙のモデルには適任だったな。

　そこで気付いたが、隣となりに座る綾崎がドン引きしていた。

　まあ、今はこいつのことなど知ったことか。ここがイベント会場ならまだしも、知り合いの家となればすでにプライベートスペースも同然。

　ごくり。

　生なま唾つばを飲み込んで、初夜のように緊きん張ちようしたまま画面をスワイプする。

　──たまらん。

　ミカサとのデートが始まり、ゲーセンでＵＦＯキャッチャーに挑ちよう戦せんしたり、カフェで笑い合ったり。初めは清せい楚そに振ふる舞まうミカサとの、仲なか睦むつまじい光景が続く。けれど、突とつ風ぷうが吹ふいてスカートがめくれ上がり、優等生らしい純白のパンツがチラ見えする。

　これを機にミカサは豹ひよう変へんする。悪戯いたずらっぽく微笑ほほえみ、下着を見られたことを盾たてにして、腕うでを組んだり飲み物で間接キスをしたり、積極的にスキンシップを取ってくる。

　ごくり。

　ページをめくる手が震ふるえる。

　自分の鼻息が荒あらいのがわかる。

　いよいよクライマックス。夕日も沈しずみゆく頃ころ、デートも終わりが近付き、伏ふし目がちに俯うつむくミカサとともに歩く主人公──俺。

　上り坂に差し掛かかったところで、『ここでいいよ』と寂さみしげに告げるミカサ。

　ミカサは軽快に坂を駆かけ上がっていき、くるりと振り返った。

『今日は楽しかったよ、ありがとう。……ねえ、最後に見せてあげる』

　頰ほおを赤く染めながら告げたミカサは、こちらが返事をする前に、スカートの裾すそを自らたくし上げ──

　紐ひもパンツ。

　目に映るのは、ずっと気になっていた純白。けれどその全ぜん貌ぼうは、優等生のものとは思えないほどに大人びた、魅み惑わく的なもの。

　猫ねこ被かぶりの彼女にこそ相応ふさわしい穿き物だった。

『これであたしのヒミツ、全部知っちゃったね？』

　ミカサはからかうように微笑んだ。

　これで俺はもう、彼女から離はなれることは出来ないだろう──。




「ごちそうさまでした」

「お粗そ末まつ様さまでした」

　読み終わった俺の独り言に合わせてくる綾崎。

　よだれを拭ぬぐってから、作者である綾崎に向き直ると、彼女も緊張した様子で姿勢を正した。

「えっと、だな……その、まず一言」

「うん？」




「──最っ高だった!!」




　興奮のあまり身を乗り出して叫さけぶと、綾崎は目を丸くして驚おどろいた。

「いやぁ、これだよこれ！　ちゃんとミカサが魅み力りよく的だし、特とく徴ちようも摑つかんでる。そして何より──エロい！　やっぱりパンツってさ、ストーリーを孕はらんでるよな。そりゃそうか、男女関係において外せない領域を隠かくす、究極の最後の砦とりでであり、同時に妄もう想そうを搔かき立てるスパイスとなるもので──」

「えっと、小島。これ全ぜん年ねん齢れい対象だからね、一応」

　わかってる、これは十八禁じゃない。あくまで全年齢対象。わかってはいるけど、俺にとってこのイラストタッチや艶つやの出し方はクリーンヒットで、シチュエーションも好みど真ん中、否応なしにアンテナが反応してしまう。

「つまり、合格って感じ？」

　不安そうに尋たずねてくる綾崎。

　俺はその不安を払ふつ拭しよくするべく、綾崎の両手を握にぎった。

「もちろん！　てか、これをイベントに出さない手はない！　やっぱこれだよ、アヤエのイラストは！　女の子の顔がまず好みだし、何よりパンツの出し方！　表紙はチラ見せ、全貌は見せずに紐パンであることを隠し、ミカサの恥じらい顔とチラ見せホワイトによって優等生部分を強調。本編序じよ盤ばんでラッキーパンチラをきっかけに猫被りの仮面優等生であることが発覚！　そして最後に紐パン！　あれを自分で見せときながら『あたしのヒミツ、全部知っちゃったね？』だもんなぁ！　もう、読者の俺が離れられないっての！」

「あはは、興奮しすぎ」

　これが興奮せずにはいられるか！

「でも、入稿の期限は過ぎちゃってるしね。イベント、明日だし。あたしのせいで、ごめん」

「諦あきらめるのはまだ早い！」

「えっ？」

　俺は秘策と呼ぶにはあまりに泥どろくさい手段を口にする。

「コピー本を作ろうぜ！」

　コピー本とは、自ら原げん稿こうを印刷して製本する、お手製の同人誌のことだ。印刷所に作ってもらうオフセット本とは違ちがい、出来に多少なりとも差が生まれるが、その代わりにイベント開かい催さいのギリギリまでが締しめ切りとなる。部数にもよるが、きっと半日もあれば完成させられるだろう。

　こんなこともあろうかと、ホッチキスはさっきコンビニで買っておいた。あとは綾崎からタブレットを借りて、家の近くのコンビニで印刷すればなんとかなるはずだ。

　良い案だと思ったんだが、綾崎は浮かない顔をしている。

「だめか？」

「ううん。コピー本、ね。この際、部数は少なくなっても仕方ないか」

「えっと、元々はどれくらい頒はん布ぷするつもりだったんだ？」

「……百部」

「百っ!?」

　考えてみればそうだ。神絵師アヤエの人気は今や、とどまるところを知らない。ツイッターやピクシブで宣伝していたし、そのとき買いに行くというリプが殺さつ到とうしていた。おそらく当日はそのファン達が大勢やってくる。人気のほどで考えれば百部でも足りないくらいだ。

「……お前、まだツイッターでもピクシブでも参加辞退のことは言ってないよな？」

「うわ、忘れてた……。あー、もう。ほんと、しっかりしないとな……」

　こいつにはまあ、人気絵師としての自覚は足りていないと思う。今回は結果オーライだし、俺にも非があるからあまり責められないけど。

「……まあいい、やるだけやってやる。百部だって、俺が本気を出せば余よ裕ゆうのはずだ！」

　現時刻は午後六時。明日のイベントは午前十一時開場。移動時間やスペースの準備諸もろ々もろを考えれば、タイムリミットは明日の午前八時まで。──今からコンビニで表紙や裏表紙などを含ふくめた二十ページを百部ぶんコピーして自宅に戻もどってからがスタートとなると、製本作業にあてられる時間はせいぜい半日弱といったところだろう。

　無む謀ぼうにも思えるが、やるしかない。一人で初めてのコピー本作製を百部。そうと決まれば時間が惜おしい、さっそく行動開始だ！

「悪いが、タブレット借りるからな！」

「は？　ちょっと待ちなさいよ！」

　袖そでを摑まれて引き留められ、俺は苛いら立だちながらも振り返った。

「なにすんだっ、こっちは時間が惜しいってのに」

「いや、あんた何を勝手に一人でやろうとしてんのよ。あたしも手伝うわよ」

「なに言ってやがる、お前は病人だろ。それに、明日はお前に会いたくて買いに来る人だって大勢いるんだ。当人は自分の体調のことだけ考えてろよ」

　綾崎はキッと睨にらみ付けてくる。

「あたしはもう平気。学校だって、ズル休みしてたようなものだし。それに、お客さんの前でなら無理してでも笑顔を作るわよ」

「どこのアイドルだよお前は……とにかく、ダメだ。寝ね不ぶ足そくなことは見りゃわかるしな」

「じゃあわかった。あたしはちょっと寝かせてもらう」

「おう」

　わかったと言う割には、袖を離してくれない。

「お、おい、綾崎……？」

　綾崎はふいっと視線を逸らす。気のせいか、頰がほんのり赤い。

「だからその代わり、ここで作って」

「は……？」

　綾崎の発した言葉の意味がわからず、俺はぽかんと呆ほうけてしまう。

　すると、綾崎はそんな俺に呆あきれたのか大きくため息をついてから、

「だから、あたしの部屋で製本作業してって言ってんの。ここには高性能なレーザープリンターもあるし、今日は親も両方帰ってこないから気とか遣つかわなくていいし」

「ちょちょちょ、ちょっと待て！　お、お前、自分が一体何を言ってるのかわかってるのか？」

　すでに何か吹っ切れたのか、綾崎はいつものように不敵な笑みを浮うかべた。

「当然。効率を考えて、最善の手段を取ろうとしているだけよ。あんたは二次専門の甲か斐い性しよう無しだし、あたしも製本作業が近くで進んでる方が安心して眠ねむれるしね」

「いや、そうは言ってもだな……」

「それに、ずっと寝て過ごすつもりもないし。ある程度休めたらあたしも手伝うから。うちには栄養ドリンクもカロリーメイトも常備されてるから、作業するにはうってつけよ」

「ぐっ……」

　未いまだ渋しぶる俺を見て、綾崎はさらに笑みを深める。

「それとも、あんたがあたしを異性として意識しすぎて集中できないって言うなら、考え直してあげなくもないけど？」

　このアマ……完全に挑ちよう発はつしてやがる。

　いいさ、乗ってやる。負けず嫌ぎらいなのはお互たがい様ってこった。

「わかった。なら、そうさせてもらう。お前はグーグー寝てろよ。なんなら、俺一人でも終わらせられるしな」

「そ。じゃあ、いろいろ準備してから寝かせてもらうかな」

　そうして綾崎は、お菓か子しやクッションと一いつ緒しよにどこからか小型冷蔵庫を運んできて、中にある栄養ドリンクやジュースを好きに飲んでいいと言い、プリンター（超ちよう高そう）の使用方法を手早く説明してから本当に寝てしまった。そこに躊ちゆう躇ちよなんて全くない。

　さっきは売り言葉に買い言葉でああ言ってしまったが、この状じよう況きようは正直、むちゃくちゃ緊きん張ちようする。女子の部屋で、女子が寝ている。家の中には俺たち二人のみ。……相手が沙弥なら、もう少し気楽にしていられるものを。

　とはいえ、時間に余裕があるわけじゃない。さっそく作業を開始する。今回は最もスタンダードな袋ふくろ綴とじ本という綴じ方で製本していくことにした。片面印刷した紙の、印刷面を表にして二つ折りしたものをホッチキスで綴じるだけだ。

　綾崎宅のプリンターの印刷速度は俺の予想を遥はるかに上回ったが、作業を丁てい寧ねいにこなそうとすると、どうしても時間がかかってしまう。

「……すーっ……すーっ……」

　そして何より、後ろから聞こえる気持ち良さそうな寝ね息いき。

　振ふり返ると、綾崎の寝顔がすぐ近くにある。……これが気にならないわけがない。

　いくら寝不足だったからとはいえ、同じ部屋に男がいるのによくもまあこんなに熟じゆく睡すい出来るよな、いや俺は男としてすら認にん識しきされていないのか……などとよくわからない落らく胆たんをしながら、起きたときに笑われないよう必死かつ丁寧に作業を進める。

　そうして作業開始から六時間ほどが経たち、日付が変わった頃ころ。

「──ん～、よく寝た。どれくらい進んだ？」

　作者様が目を覚ました。

　本来であれば『もう少し寝ててもいいんだぜ？　俺一人で余裕だしな』とかかっこつけたことを言いたかったんだが……

「ひぃっ、ひぃっ……」

　実際は綾崎に構っている余裕などなかった。

　何せ、六時間ノンストップでひぃひぃ言いながら製本出来た部数は二十部。このままでは目標の半分もいけずにタイムリミットを迎むかえてしまう。

　甘く見ていた……。俺が自分でも予想外なほどに不器用だったのと、そのくせアヤエ様の神作なのだから一ミリのズレもなく製本したいというプライドが相まって、一つ一つの作業にとてつもなく時間がかかってしまったのだ。

　そんな俺を綾崎は小こ馬ば鹿かにするかと思いきや、

「ありがとね、小島。疲つかれただろうから、少し休んでて」

　知らぬ間に眼鏡とヘアバンドを装着した綾崎が、ねぎらいの言葉とともに俺の隣となりに座り、手て際ぎわよく作業を始めた。

「綾崎……──いや、俺もまだいける！」

「あっそ。じゃ、一緒にがんばろっか」

「おう！」

　それから五時間ほどが経ち。

　日が昇のぼり、鳥の鳴き声が外から聴きこえてきた辺りで俺たちは全百部の製本を完かん了りようした。

　後半、眠ねむ気けと疲ひ労ろうで俺は使いものになっていなかったというのにこの時間で完成したのは、綾崎のとてつもない器用さゆえだろう。完成度も俺のお手製とは比較にならない。

「「終わった～……」」

　俺たち二人は共にテーブルに突っ伏した。

　隣を見み遣やると至近距きよ離りに綾崎の顔があったので、俺は姿勢を正した。

「おつかれ、綾崎。まだ時間はあるし、俺はそろそろ帰らせてもらうぞ……」

　正直、今すぐにでも眠りたい気分だったがそうはいかない。俺だって一応年とし頃ごろの男だからだ。

　だというのに、こいつはけろっとした様子で、

「あのさ、あんま時間無いし、うちで寝てけば？　会場も直で行けばいいでしょ。あたしのベッド──はさすがにまずいから、リビングのソファとかになっちゃうけど」

「まあ……なら、そうさせてもらうか……」

　綾崎は気にも留めていないようだし、ここはお言葉に甘えるとするか。

　安心したらすぐに睡魔が襲ってきた。

　俺は再びテーブルに突っ伏す。

　瞼まぶたを閉じた辺りで、遠くからシャワーを浴びる音がした。

　綾崎のやつ、相変わらず不用心というか……

　そこで俺は、眠りに落ちた──。




　────

　シャンプーの香かおりがする。

　ほんのり甘く、それでいて心ここ地ちよい気持ちになる。

　ゆっくり瞼を開けると、目の前には見覚えのある寝顔があった。

「──ッ!?」

　綾崎絵麻。

　見み間ま違ちがえようのない、あいつの寝顔だ。

　まさか、俺はこいつと過あやまちを……

　──という馬ば鹿かな考えはすぐに霧む散さんした。

　俺はテーブルに突っ伏していただけだ。そして、こいつも俺の眠りにつられたんだろう。やはりまだ疲れが残っていたんだな。

　それにしても、本当に気持ち良さそうに眠っている。起こすのを躊躇うくらいに。

　そう思いながら時計を確認したところで、俺の顔から血の気が引いていくのを感じた。

「おおお、おい綾崎！　起きろッ！　もう十時過ぎだ！」

「ん～……もうちょっと……」

「イベント遅おくれちまうぞッ！」

　肩かたを強く揺ゆさぶって大声で呼びかけたことで、ようやく綾崎は目を開け──

「って、やば！　あたしまで寝ちゃった！　もうっ、あんたが気持ち良さそうに寝てるから！」

「俺のせいかよ!?　いいから早く出るぞ！」

　昨日のうちに紙かみ袋ぶくろに入れておいた同人誌の山を持ち、綾崎と駆かけ足で外に出る。

　眩まぶしいくらいの晴天の下、改めて隣に立つギャルを見て嘆たん息そくした。

「てかお前、その恰かつ好こうなんだよ」

　綾崎は白いブラウスに黒のフレアスカート、そして変装のつもりか伊達だて眼鏡めがねを合わせた、いかにもオシャレ～なギャルといった装よそおいをしていた。寝る前にメイクも済ませていたらしく、ばっちり本気モードといった感じだ。同人誌即そく売ばい会かいにはどうかと思う。

「あんたこそ、決まってるじゃん」

　対する俺は、パンＴに制服のズボン。昨日ワイシャツやらを脱ぬいだまま、着直すのがめんどくさくてそのままになっていただけだ。こいつ、馬鹿にしやがって。

「……まあ、これは俺の誇ほこりだからいいけどな、別に」

「うん、似合ってる」

　綾崎が清すが々すがしいまでの笑顔で言うものだから、あたかも本音なのではないかと思ってしまう。

　そうしてキミカノオンリーイベントの会場に開始時間ギリギリで到とう着ちやくした俺たちは、スペース準備も早々に済ませ、開場を待つのみとなった。

　そこで隣に座る綾崎が急にこちらを向いたかと思えば、

「ねえ」

「ん？」

「昨日は、来てくれてありがと」

「なんだよ、いきなり」

「あんたのおかげで、あたしは今ここに座っていられる。だからありがと。あたしのことを一番だって言ってくれて、すごく嬉うれしかった」

　頰ほおを赤らめたその笑顔に、不覚にも見入ってしまう。

　俺の方こそ──

　そう言葉にしようとしたところで、綾崎の視線は前方に向いた。

「ほら、もう開場するよ。お客さんには営業スマイルを見せないとねっ」

「……ったく、だからお前はアイドルかっての」

「ううん、あたしは絵師アヤエ。美少女を創造するクリエイターよ」

　すっかりスイッチを切り替かえたらしい。綾崎らしいな。

　よし、こうなったら俺も気合いを入れて売り子をするぞ！

　そんな風に意気込んだところで、キミカノオンリーイベントは始まった──。







　────

　俺たちのイベントは、終わってみればあっという間だった。

　開始一時間で完売し、昼頃ごろには二人でぶらついて他のサークルを見て回ったほどだ。

　いろいろとあったけれど、大成功と言っていいだろう。

　綾崎と俺による初の同人イベントはこうして幕を閉じ、二人とも言い表せないほどの充じゆう足そく感を共有したに違いない。

「あ、小島ー」

　会場を出たところで俺が感かん慨がいに耽ふけっていると、綾崎が気の抜ぬけた声をかけてきた。

「ん、どうした」

「この後さー、打ち上げやろうよ。宮瀬さんも誘さそって」

「別にいいけど、場所はどこだ？　駅前か？」

「あんたんち」

「あのなぁ……」

「うちは今日親が帰ってきてるから無理だし、駅前なんて誰だれかいそうじゃん」

「あ、沙弥といえば……」

　スマホを確認すると、沙弥からメッセージや電話の着信がいくつも入っていた。

　ちょうどいい、帰らなかった理由の説明と一いつ緒しよに、打ち上げに誘うとするか。

「じゃ、決まりね。れっつごー」

「はぁ……わかったよ」

「それと、はい」

　先を歩き出した綾崎が振り返り、何かを差し出してきた。

　それは、【あたしのヒミツ、見られちゃった】の冊子だった。

「……いいのか？」

「もちろん。てか、渡わたすの遅れちゃってごめん」

「おう……」

「じゃ、行こっか」

　受け取ったその冊子から、俺は綾崎の背へと視線を移す。

「ありがとな」

　そしてそんな言葉を自然と発していた。

「ん？　なんか言った？」

「いいや、なんにも」

　俺は綾崎の後を小走りについていく。

　このとき、俺は綾崎に自分の気持ちを伝えようと決心した。








エピローグ









　その日の夕方。

　俺たちはイベントの余よ韻いんを残しつつ、打ち上げを開かい催さいしていた。




「では、イベントの成功を祝って──カンパーイッ！」




「「「カンパーイッ！」」」

　綾あや崎さきの音おん頭どに続く形で、俺と沙さ弥や、それに杏きよう香か姉までもが唱和した。

　場所は俺の家。リビングで料理を広げてパーティーである。

　イベント帰りの綾崎はまだしも、沙弥までなぜだか外行きのピンクのワンピースを着ている。杏香姉は上下スウェット（部屋着）だ。

「ゴクッ……ゴクッ……パァーッ！　美味うまい！　若い子に囲まれて飲むビール最高ぉ！」

　杏香姉はさっそく飲んでるし。てか、発言が完全にオッサンなんですが。

　俺がうっかり同人誌のことを口にしたのもあって、杏香姉はおそらくいろいろと気付いているんだろう。でもそこは知らんぷりしてくれているから、この件は綾崎も渋しぶ々しぶ許してくれた。

「──てかさ、宮みや瀬せさんってどこで服買ってるの？　今着てるのとか、シンプルなのに可愛かわいいよねー」

「えっとね、実はお母さんと同じところなんだけど、池いけ袋ぶくろにあるお店でね──」

　綾崎と沙弥はソファに座って楽しそうに談だん笑しようしている。二人はすっかり仲良くなったようだ。この調子なら、いつか綾崎がオタクだという事実を、沙弥に話せるときもくるかもしれない。そんなときがくれば、俺もだいぶ過ごしやすくなるんだがな。

　それにしても、綾崎って基本的に女子とだったらどんなタイプとも打ち解けるんだよなー。教室で地味めの女子と話しているところを見たこともあるし。

「キモ、またニヤついてるし。てか、今あんたの話してるんだけどさー」

　俺は自然とニヤついていたらしい。綾崎はイラつきながら睨にらみ付けてくるが、同人イベントの余韻に浸ひたる今、俺が笑え顔がおになるのは至し極ごく当然のことなのだ。




　それから宴うたげはしばらく続き、食事も尽つき始めた頃ころにお開きとなることになった。

　綾崎が立ち上がり、

「えっと、今日は本当にありがとう。知り合いであるアヤエに代わって、感謝させてもらいます。皆みんなのおかげで、アヤエは同人作家としてデビューすることが出来ました。それで、お礼になるかはわからないんだけど」

　綾崎は鞄かばんから色紙を取り出して、俺と沙弥に手て渡わたしてきた。

　描かかれているのはミカサのイラストと、アヤエさんのサイン。

　こ、これは……っ！　先ほど【あたしのヒミツ、見られちゃった】の冊子をもらったときも嬉しかったが、サインはまた別の喜びがあるぞ！　今日はなんて幸せな日なんだ！

　俺はもう感動で、思わず涙なみだを流しそうになった。

「ありがとうございますありがとうございます一生大事にします家宝にします！」

　沙弥は嬉しそうに色紙を眺ながめている。

「うわぁ、すごい。わたしも大事にするね」

「えー、杏香お姉さんはー？」

　飛び入り参加なんだからあるわけないだろ、と杏香姉にはツッコミを入れといた。

「ふふ、喜んでもらえたならよかった。それで、その、アヤエは今後もイラストを描き続けるつもりだから、気が向いたらサイトとかでいいねを押してあげてね」

　綾崎は少し寂さびしそうな笑顔でそう言った。

「シンちゃ～ん、もう時間も遅おそいし、そろそろ綾崎ちゃんを送っていってあげなよ～」

　お、杏香姉が珍めずらしく大人っぽいことを言ったぞ。

「ま～、お姉ちゃん的にはこのまま泊とまっていってほしいけど～」

　やっぱこの人ダメだった。

「いや、普ふ通つうに送ってくから。──駅まででいいか？」

「いいのー？　じゃあ駅までー」

　そうして沙弥とは家の前で別れ、俺は綾崎を最寄り駅まで送ることになった。

　すでに六時過ぎだが、まだ明るい。夕焼け空だ。もう夏が近いんだなと実感する。

　河か川せん敷しきを歩いていると、虫の鳴き声が聴きこえてきた。

　……なんというか、落ち着かない。

「小こ島じま」

「おう!?」

　いきなり名前を呼ぶものだから、つい素すっ頓とん狂きような反応をしてしまった。

「ほんと、ありがとね。今日だけじゃなくて、今までずっと。感謝してる」

　急に真しん剣けんな表情で礼なんかを言われると、返答に困ってしまう。

　けどまあ、こういう空気の方が切り出しやすいか。

「なあ、綾崎」

　俺が足を止めて名前を呼ぶと、綾崎も立ち止まった。

　実は今日のうちに、こいつに伝えると決めていたことがある。

　それを伝えるべき時はきっと、今だ。幸い、この場には俺たち二人きりなわけだし。

「何？」

「あのさ、実はお前に頼たのみがあるんだ」

　綾崎は小首を傾かしげる。

　ごくり。

　俺は生なま唾つばを飲み込んでから、




「──俺を、お前のサークルに入れてほしい」




　言った。

　ついに言った。

　心臓がドクンドクンと早はや鐘がねのように脈動していて、額には汗あせ粒つぶが浮うかび上がる。

　まるでこれじゃ、愛の告白じゃないか。

　それを受けた綾崎は──

「えっ、えっ、いい、の……？」

　瞳ひとみから涙をいっぱいに溢あふれさせて、信じられないといった表情をしていた。

　俺は近付いていき、自然とその涙を指で拭ぬぐう。

「ああ。お前とまた一緒に、創作活動がしたいんだ」

「……嬉うれしい。あたしもそうなれたらって、ずっと思ってた……」

　綾崎は嬉しさと驚おどろきからか、涙いっぱいに破顔した。

「お前、泣きすぎだろ。そんなに意外だったか？」

「……ぐすっ……ぐすっ……──まあ、ね」

　そこで綾崎は仕切り直すように咳せき払ばらいをしてから、真まっ直すぐに俺を見つめる。

「そういうことなら、改めてよろしくね！　これで我がサークル『ｈｏｎａｍｉ　ｐａｒｔｙ』は、あたしと小島の二人体制となったわ！」

　サークル名の『ｈｏｎａｍｉ　ｐａｒｔｙ』って、うちの学校名が穂ほ並なみ高校だから、そっから取ったんだろうな……なんて安易な。

「お前って、意外とネーミングセンスないんだな。──いや、そもそも『えまちょろ』とか名乗っちゃう時点でわかりきってたことか」

「はぁ!?　あんたにセンスがどうのとか言われたくないんですけど！」

「ま、これからもよろしくな」

「うん、よろしく。──もちろん、学校では今まで通りにね？」

　にこやかに釘くぎを刺さしてくる。これでこそ綾崎絵え麻まだ。その辺り、抜ぬかりないよな。

「わかってるって、心配すんなよ。教室や廊ろう下かでお前に話しかけるほど、俺は物好きじゃないしな」

「あんたってほんと一言余計なのよね～、だからクラスではぼっちなんじゃない？」

「うるせえ、俺は好きでぼっちをやってるんだよ」

　いや、そういうわけでもないか。

　俺が歩き出すと、綾崎が隣となりに並んできた。

「というかさ、お前、今後の予定とか決まってるのか？」

　尋たずねると、綾崎はうーんと大きく伸のびをした。

「まだ特には。今回は結構焦あせったりしたせいで迷めい惑わくかけちゃったし、もう少しじっくり考えていこうかな～って」

「そうか」

「だからさ、今後のこと、これからいろいろと相談に乗ってよね？」

　ニッと笑ったその顔が夕日に照らされて、やけに輝かがやいて見えた。

「お、おう……」

「それじゃ、駅も見えたしここでいいよ。また学校でねっ」

　綾崎は笑顔のまま手を振ふり、軽快に走り出す。




「きゃっ」




　駆かけ出した綾崎のもとへ、不意に突とつ風ぷうが吹ふきつける。

　裾すそを両手で押さえる綾崎の抵てい抗こうも虚むなしく、スカートが勢いよくめくれ上がった。

　夕日沈みゆく空の下、初夏の到とう来らいを思わせるライトブルーのボーダーが俺の視線を釘くぎ付づけにする。

　そのとき、改めて思ったんだ。

　やっぱり、パンツこそが至高だなって。





了



[image: ]








あとがき









　皆みな様さま初めまして、戸と塚づか陸りくと申します。

　この度は『オタビッチ綾あや崎さきさんは好きって言いたい』をお手に取ってくださり、誠まことにありがとうございます。




　本作は、目標に向かって一いつ生しよう懸けん命めいに取り組む、主人公とヒロインの青春ラブコメを書きたい、という思いから着想しました。

　結果、創作活動のためならパンツを見せることもいとわないギャル（※主人公に対してのみ）……という、本作の破は天てん荒こうなメインヒロイン・綾あや崎さき絵え麻まが誕生しました。

　タイトルの『オタビッチ』というパワーワードですが、これは前述の通り、オタク活動においてのみビッチな一面を見せるという、メインヒロインのキャラ性を指し示す造語となっております。実際はビッチではないので、その辺りは安心して読み進めていただければと思います。

　創作活動と女友達との交流に全力ゆえ、異性に興味を持たなかったメインヒロイン。そんな彼女とひょんな出来事がきっかけで邂かい逅こうを果たした、主人公・小こ島じま新あら太た。この先二人の関係性はどう変わっていくのか……そこが本作の見所でもあります。

　今後の彼らの物語を、楽しみに見守っていただければ幸いです。




　さて。ここまで作品について語ってきましたが、僕は自分自身のことを語るのがあまり得意ではないので、少し早いですが謝辞を。

　まずは第31回ファンタジア大賞の選考委員の皆様、担当編集者をはじめとする編集部の皆様に、お礼申し上げます。本作を評価していただき、誠にありがとうございました。

　イラストを描えがいてくださった風の子様。本作を素す晴ばらしいイラストで彩いろどってくださり、本当にありがとうございます。今後ともよろしくお願い致いたします。

　そして読者の皆様。

　本作を読んでくださり、誠にありがとうございます。心から感謝しております。

　皆様の応おう援えんが、著者の最高の喜びでありエネルギーです。今後はより一層面おも白しろくなるよう励はげみ、本作がシリーズとして続くよう頑がん張ばっていこうと思います。末永いお付き合いを願って、どうぞよろしくお願い致します。

　最後に、ここまで読んでくださってありがとうございました。




　それではまた、次巻でお会いできることを願って。




　二〇一八年


十一月　戸と塚づか　陸りく
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